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　プロローグ　おもいで







　ラーカス暦れき五一九年。後に主流となる帝てい国こく暦では三三年にあたるこの年。

『うわああああああああああああああっ！』

　一頭の馬が、まだ幼い少女と叫さけぶ少年を乗せて町中を走っていた。

「ちょ、気分が──」

「我が慢まんしろ、男だろ！」

　どこか奇き妙みような二人組だった。手た綱づなを握にぎるのは白金プラチナ色のツインテールを靡なびかせる少女で、その後ろから色白で線の細い少年が少女の腰こしに腕うでを回しているのだ。

「おっ、ミオ王女じゃねぇか！」

「ミオ様、またシエルとデート？」

「うわっ、あぶねえな王女！」

　町の人々は少女をミオ王女と呼び、その顔を見ると笑顔になって次々と声をかけてきた。

「すまんな、デート中なんだ。道を開けてくれ」

『はいな！』

　ミオが言うと、町人があっさりと道を作る。ミオはその中を風のように疾しつ駆くした。

　今日もここフレリカ王国の王都ミスティケープを包む日差しは柔やわらかく、風は暖かい。

「み、みみ、みお、はや、速いよおおお！」

　舌を嚙かみそうになりながら、ミオの腰をしっかと摑つかむ華きや奢しやな少年が声を上げる。

「はははっ、どうだ凄すごいだろう私の馬術は」

「すすすごいけど、怖こわいいいい」

「言っておくがなシエル、私が後ろに乗せるのは幼なじみのお前だけなんだぞ？」

「うえぇえええ？　なに────？」

　馬ば蹄ていが石いし畳だたみの道を叩たたく音が響ひびき、風を切る音でシエルの耳にその言葉は届かなかった。

「いい、いまな、何てええええ？」

『黙だまってろ！　舌を嚙むぞ！』

　ミオはびしりと手綱を叩き、速度を更さらに上げる。同時にシエルの悲鳴も自然と音量が上がるのだった。

　ここフレリカ王国の王都にして最大の都市「ミスティケープ」はラーカスの南に位置し、温暖な気候と豊かな作物に恵めぐまれている。加えて難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さいでもあり、旅人や冒ぼう険けん者、商人や音楽団が行き交う平和で賑にぎやかな都市だった。

　フレリカ王は領民から慕したわれ、賢けん君くんとしても名高い。

　そしてその王の一人ひとり娘むすめのミオはおてんば盛りで、大人も手を焼く少女だった。

「ねえ、ま、まだなの？」

　シエルが文句を言う。この跳はねっ返りの少女がお気に入りなのは、こうしてシエルを伴ともない、馬に乗って遠出する事だった。

「もう少しだ。この道を上りきれば見えてくるはずだ」

　ミオの口調は、年ねん齢れいの割には力強くて勇ましい。大きな紺こん碧ぺきの瞳ひとみには強い意志が宿り、ただならぬ風格の持ち主だった。

「うう、すぐ近くだって……うそつき」

「はあぁん!?　今何て言った？」

「う、ご、ごめんなさい」

　シエルはしゅんとして俯うつむいた。華奢な身体からだ、細い手足。白い肌はだ。女子に間ま違ちがわれること数えきれず。当然ながら、この傍ぼう若じやく無ぶ人じんなミオに抗あらがう事などできなかった。

「着いたぞ、ここだ！」

　馬の足を止め、うっとりとした目つきで辺りを眺ながめる少女をよそに、少年は落ちるように馬から降り、両手を地面についた。

「どうした!?」

「…………酔よっ、た」

　ぽかんと口を開き、呆あきれ顔になる少女。

「お前、具合が悪いなら言えよ！」

「僕、何度も言ったよ!?　でも我慢しろって言われたよ!?」

　少年は涙なみだ目めになって、ふらつく視線を何とか正そうと努つとめる。

「あー、ん、そうだっけ？」

「ひどいよう」

「うっさい。そんな事よりこれを見ろ！」

　ミオは鮮あざやかに馬から飛び降り、嘆たん息そくしてシエルの肩かたを担かついだ。

「あ……」

　ようやく周囲に目がいくようになったシエルの前に、真っ白で大きな花が、辺り一面に咲さき誇ほこっていた。

「な、綺き麗れいだろ？　どうしてもお前と見たかったんだ」

　ミオがまるで女の子を口く説どく男のような台詞せりふを口にした。

「これは……珍めずらしいよ、白雪花フローリカの群生だ。茎くきには毒があるけど、花弁は滋じ養よう強きよう壮そうの薬として珍ちん重ちようされてるんだ。こんなにいっぱい……すごいや！」

「じようきょうそう？」

「あ、うん、煎せんじて飲むと、元気になるってこと」

「せんじ……よくわからんが、お前の言い方は生意気だ！」

　ぷー、と頰ほおを膨ふくらませるミオ。

「はは、ごめん。綺麗だね」

「だろ？　それでいいんだよっ！」

「あわ、わあわわわっ！」

　少女が少年を花畑に向かって突つき飛ばすと、少年は白い花に包まれて倒たおれ込んだ。

「なあ、お前はずっと私を守ってくれるんだろ？」

　僅わずかに憂うれいを帯びたミオの顔が、シエルの目に入ってきた。

「うん。僕は君を守れる人になりたい。今は何の役にも立たないけれど、僕なりに道を見つけて、ずっと君の隣となりにいられるようがんばるんだ」

「約束できるか？」

　ミオは厳きびしい口調でそう言い、シエルに手を伸のばす。

「うん。約束する！」

　優しい風が二人を撫なで、白い花びらを舞まい上げる。

　二人は子供の頃ころからいつも一いつ緒しよだった。

　そして、これからもずっと。

　この時の二人は、その事を信じて疑わなかった。




　それから三年の時が流れ、帝国暦三六年。

　長らく戦乱の時代を送っていたラーカスは、大きな変革の時を迎むかえていた。

　北のトーレ帝国が、とうとう天下統一に動き出したのだ。

　帝国は圧あつ倒とう的てきな力で各国を制圧し、最後に残ったフレリカ王国も領土の半分は既すでに陥かん落らくしていた。シエルは父ラゴス大だい将しよう軍ぐんと共にラーゼンの砦とりでで奮ふん戦せんしていたが、帝国の大元げん帥すいジンと大軍師ディオラの前に敗やぶれた。

　シエルは砦から逃にがされ、ラゴス大将軍は敵の刃やいばにかかる前に自じ刃じんして果てた。

　父を失った悲しみを堪こらえつつ、親友のエナと弟分のフレイを連れ、シエルは王都を見下ろせる丘おかの上に来た。

　誰かに助けを請こおうとここまで来たものの、王都は既に二〇〇〇〇を越こえる帝国の大軍勢に包囲されていた。
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　三人が見下ろすその前で、帝国軍がゆっくりと動く。

　そしてシエルの目が捉とらえたのは、あまりにも卑ひ劣れつで残ざん酷こくな「策」だった。

「うう……うわああああああっ！」

　エナが膝ひざを崩くずし、口を手で覆おおって号ごう泣きゆうした。

「兄貴、こうなればヤツらを一人でも道連れに──」

「ダメだ！」

　激高するフレイを、シエルは必死に固く拳こぶしを握りながら宥なだめる。

「今、僕らが帝国軍に向かっても犬死にするだけだ。それよりフレイは強いから、反帝国軍に入って軍隊を作ってほしい。エナは僕と一緒に帝てい都とに行こう」

　エナとフレイはその言葉を受け、シエルの顔に視線を向けた。シエルは王都の城門が開かれ、フレリカ王とミオ王女が帝国軍に投降するその姿を心に刻み込んでいた。

「シエル……あんた、何を考えてるの？」

　眉み間けんに刻み込まれた怒いかりを解き放つように、シエルは叫んだ。




『僕はフレリカ王国を救う、軍師になる！』










　第一章　捕ほ牢ろうの王女







「シエル、入るわよ？」

　エナの言葉と同時に部屋の扉とびらが開かれる。ノックなどの確認行動は一切なしだった。

「おーい、いないのー？」

　呼よびかけても、この部屋で言葉を返す者はない。

　もう夜だというのにカーテンが開かれたままになっており、監かん視し塔とうの最上階で焚たかれている炎ほのおの灯あかりが部屋の中に影かげを落としていた。

　中央にはテーブルが置かれ、二人ふたり掛がけのソファが二つ、直角に置かれている。壁かべ際ぎわには軍略関係の書が詰まった本ほん棚だなが窮きゆう屈くつそうに並び、本の重さに悲鳴を上げていた。

　エナは嘆息して眼鏡めがねをくいと上げる。桃もも色いろの長シャツに、赤と青のチェック柄がらスカートがよく似合っている。

　かなり胸が大きい。服の上からでもその形がくっきり分かってしまうほどである。

「シエル？」

　ベッドを覗のぞき込み、琥こ珀はく色の髪かみをかき上げて再び嘆息した。

「あらら、人を呼んどいて大層なお出で迎むかえじゃない」

　その視線の先には、ベッドの上で寝ね息いきを立てる黒髪の少年がいた。

「ふむー、よく寝てるわね」

　思わず笑みを零こぼすエナ。

「うつ伏ぶせかあ……これって、チャンスかしら？」

　エナは瞳を潤うるませてそう呟つぶやき、シエルの腰こしに乗った。スカートから露あらわになった太ももが扇せん情じよう的で、腰かけた衝しよう撃げきでエナの豊満な胸がふるりと揺ゆれる。

　エナの視線は、シエルの足に向けられていた。眠ねむるシエルの上に立ち、両足首を持ち上げて脇わきの下に挟はさみ込む。そして息を吸い込むと、思いきり上体を後ろに反そらして叫さけんだ。

『ワトソン流・幸せの海え老び固め！』

　シエルの足が極きまり、腰と膝ひざがめきめきとしなる。その痛みで、シエルは現世へと強制送そう還かんされた。

「いだだだだだあああああ、あ、あにゃーっ!?」

　腰のあたりに温かさと重みを感じる。足はガッチリと組まれ、身動きが取れなかった。

「あんたに呼ばれて来たのに。寝てるとは、どう、いう、ことっ？」
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　エナが腕うでを絞しぼり上げるとシエルの息が止まり、足に激痛が走った！

「うぎぁああああああ、ごめ、ごめんなざいっ、ごめんなざいいいいいいっ！」

　必死に許しを乞こうシエル。だがエナは、そんな苦く悶もんの声を聞いて恍こう惚こつとしていた。

「はああ……もっと、もっと！」

「何を言ってゃああああああああ！」

　シエルは普ふ通つうに戦っても、エナに勝てる自信はなかった。

「うっく、ひっく、ごべんなざい、ごべんなざい」

　とうとう泣き出すシエル。

「はうっ！　その泣き声もイイ……」

　エナは真性サディストだった。

「うぐぐ、き、ぎょうは、大事な話があって、呼んだのっ！」

「はああん……何かもう、どうでもイイ……」

「どうでも良くにゃあああああぎゃああああ!!」

「う～、そお？」

　エナが名残なごり惜おしそうに手を離はなすと、拘こう束そくから解き放たれたシエルの下半身がべたんと伸びた。

「うううう、痛いよう、痛いよう」

　しくしくと涙するシエルの上で、エナはしゅるっと腰を回してベッドを下り、ソファに腰かけた。

「はあ、はあ……だ、大事な話って？」

　エナの頰ほおは紅潮し、息が乱れていた。

「そこのテーブルの上の、封ふう筒とう」

　エナがテーブルに目を落とすと、そこには茶色い封筒が一通、置かれていた。

「一週間前に、届いたんだ」

　まだ涙目のシエルを差し置いて、エナがその中の書簡に目を通す。

　そこには近い内に西のトラインで大規模な反乱を起こす準備がある、と記されていた。

「これはまた随ずい分ぶんと焦こげ臭くさい話ねぇ……ひょっとして、リヴェラルウイング？」

「うん」

　シエルは腰をさすりながら言った。

　リヴェラルウイングとは反帝国軍の呼こ称しようである。

　ラーカス各地に支部を持つリヴェラルウイングは、謎なぞが多い勢力でもある。何せ支部同士の繫つながりが殆ほとんど無く、本部に至っては支部の者もどこにあるかわからないのだ。

「この二年間で僕は軍略を学んで軍師になった。エナは内政を学んで尚しよう書しよになった。リヴェラルウイングで剣けんを振ふるい、ラーカス中で戦ってきたのが、フレイなんだ」

「フレイ？　フレイですって!?」

　エナは少し口くち許もとを緩ゆるめ、目を閉じた。

「そっか、あのバカもがんばってたのね。この二年、ちっとも名前を聞かなかったから、野の垂たれ死じんでると思ったわ」

　あんまりだった。

「ねえエナ、リヴェラルウイングのゴードン・ワグナーって聞いた事ある？」

「あるも何も今、一番帝国を困らせてる暴れ者じゃないの。神しん出しゆつ鬼き没ぼつだから実在しないって噂うわさもあるけど」

「その人物こそ、フレイなんだよ」

「へ？」

　その瞬しゆん間かん、エナの目が点になった。

「噓うそでしょ？　だってゴードンって、元々どこかの国の有名な将軍なんじゃ？」

「そういう設定にしろって言ったのは、僕」

　平然とそう言うシエルに、エナは目を丸くして呆あきれた。

「じゃあ、本当にフレイは生きてるのね？」

「うん。それも、僕らの計画に欠かせない人物になってるよ」

「そう……あの泣き虫フレイが、反帝国軍の英えい雄ゆうとはねえ」

　そう呟き、また口許を緩める。どこか懐なつかしさに思いを馳はせているような、そんな優しげな表情だった。

　エナはおもむろに立ち上がり、懐ふところから一通の手紙を取り出した。

「シエル、あんたに頼たのまれていた事をしておいたわよ。フレリカ王とミオ王女。お二人とも間ま違ちがいなくご存命よ」

　それを聞いたシエルはがばっと身体を起こす。エナから手紙をひったくるように受け取り、急いで目を通す。筆圧は弱かったが、文章はしっかりしていた。そこには色々と動いているシエルに対しての礼と、無茶だけはするなという言葉が刻まれていた。

「お二人とも、思っていたよりお元気そうだったわ」

「え、エナはお二人に会えたの？」

「うん。そこでそのお手紙を書いて頂いたの。お二人ともぼろぼろの、服とも言えない布を着せられて、監視塔の一階にある牢に収しゆう監かんされていたわ」

　シエルは自分に宛あてられた手紙に目を通しながら、エナの言葉を頭に刻みつけた。

「仮に僕らがお二人を救出したとして、逃とう亡ぼうできる状態だろうか？」

「それは……うん、問題無いと思う」

　ふむ、と唸うなるシエル。心の中の小さな火が、みるみる炎となって燃え上がっていく。

「それなら、そろそろ僕らも動こうか。次に帝都の緊きん急きゆう軍議の鐘かねが鳴なり響ひびいたらそれが合図だ。帝都脱だつ出しゆつ用の物資を集めてほしい」

　シエルは立ち上がってエナの耳に唇くちびるを寄せる。いくらシエルが貧弱な男とはいえ、エナよりも頭一つ分背が高い。

「いよいよ、お二人をお救いするのね？」

　エナはゆっくりと目を閉じ、シエルの手を握にぎった。

「うん。その為ための二年だった」

　エナはシエルの華きや奢しやな手から、熱気のようなものを感じ取っていた。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




　帝てい国こく暦れき三八年。

　トーレ帝国がラーカスを統一して、既すでに二年の歳月が流れていた。

　凄せい惨さんな戦いくさが続いた戦乱の時代は終わりを告げ、ラーカスの民たみは歓かん喜きしてトーレ皇こう帝ていの偉い業ぎようを讃たたえた。

　だが、そんな国民の平和を願う想いは、奇くしくも皇帝自身の手によって打うち砕くだかれる。

　心優しき君主だったトーレ皇帝が、人が変わったように暴政を振るい出したのだ。各国は帝国が定めた法を押し付けられ、反発すれば討とう伐ばつされた。

　そんな不平不満が渦うず巻まくトーレ帝国の帝都ヴァスガイア・トーレに二年前、シエルとエナは敢あえて飛び込んだ。二人はフレリカ王都ミスティケープから連れ去られた王と王女の姿を追ったのだ。

　天下統一を果たした大軍師ディオラを超こえる。

　シエルはその為に全ての怨えん恨こんを吞のみ込んで、ディオラの学問所の門下生となった。

　ラーカスに二人と無き大軍師、アルセル・ディオラ。彼を倒たおすには、彼の下もとで学ぶのが一番だとシエルは考えたのだ。

　それから一年でシエルはその才能をディオラから認められ、帝国軍軍師に任じられると同時に『天翔虎カルーデイア』という道号を与あたえられた。

　そしてシエルと同じく帝都に来たエナは内政府で政治を学び、今や尚書という地位に就ついている。尚書は内政を司つかさどる最高責任者「宰さい相しよう」の右みぎ腕うでというべき重職で、帝国でも十代でこの職を任されるのはエナが初めてらしい。

　数日前、エナにキメられた足と腰がまだ痛む。

　シエルは欠伸あくびを嚙かみ殺してベッドから起き上がり、窓の外に目を向けた。

　時刻は昼前、といった所だろう。眼下には旅人、冒険者らが行き交う第三区が広がっている。商業や娯楽の施設があり、主に一般人が生活する場所だ。

　その向こうに帝都が誇る巨大な城壁がうっすらと見える。

　この帝都ヴァスガイア・トーレは三層の堀ほり、三重の城壁を持ち、建造されてから一度も落ちたことがない要よう塞さいだ。中ちゆう核かくである第一区には皇帝が住む大だい宮きゆう殿でんとトーレ城がある。

　捕ほ虜りよとなった各国の王は、その第一区を囲う城壁に備えられた八本の監かん視し塔とうに幽ゆう閉へいされているという。

　シエルはチーズの塊かたまりを削けずり、パンを千ち切ぎって乱雑に皿へ盛り付け、簡単な食事をした。パンをかじりつつ、窓際に立ってフレリカ王とその娘むすめミオ王女二人が幽閉されている監視塔に目を向ける。

　早く二人を救出したいという想いはエナだけでなくシエルも同じだ。だが天下を統一したトーレ帝国の中ちゆう枢すうから二人を救出するのは容易ではない。

　シエルが食べかけのパンを皿に置き、部屋を出ようとした、その時だった。

　かたん、と天てん井じようから音がして板が外され、一人の少女が降ってきた。

「シエルさん」

　姿を現したのは背が低く、小顔の女の子だった。薄うす茶ちや色いろのショートヘアで、大きな瞳ひとみに焚たき火びの灯あかりが映り込んで輝かがやいている。スリットの入った長いスカートを穿はき、上半身は肩かたを出したリングメイル、そして身体からだの割には厳いかついブーツを履はいていた。

　彼女はマギー・バイパー。軍師となったシエルが私兵を持つ事を許された際、密ひそかに組織した斥せつ候こう隊たい『蜂はち蜘く蛛も隊』の隊長である。

「お呼びです？」

「呼んではいないけど……まあいいや」

　シエルはデスクの引き出しから書簡を取り出し、テーブルに置いた。

「マギー、七日後までに蜂蜘蛛隊全員をリーフの森に集結させておいてほしい。皆みんなが集まった後の指示は、この書簡に記してある」

「お安い御ご用ようです」

　マギーは軽く頷うなずき、立ち上がってシエルの書簡を懐に仕し舞まい込んだ。

「ところでシエルさん、二と四の組からそれぞれ報告が上がって来てるですが、その前にお茶にします？」

　マギーはよだれを垂らしながらシエルに言う。

「あのねえ、僕は君の主人であり──」

「ご飯が欲しいです」

　じー、っとシエルを見るマギー。

「お茶じゃなかったの？」

「お腹なか空すいてきたです」

　シエルは堪たまらず、頭を搔かいた。

「わかったよ、そこに座って」

「わあい、シエルさん大好きです！」

「年とし頃ごろの女の子が安易に大好きとか言うもんじゃないよ、もう」

　マギーが目を輝かせて椅子に座ると、シエルは嘆たん息そくして卓たく上じように置かれた呼よび鈴りんを鳴らす。間もなく、メイドのレネリーが部屋に入って来た。

「お呼びでしょうか、ご主人様」

「うん、こちらの腹ペコ少女に食事を用意して。ここで食べさせて構わないから」

「かしこまりました」

　メイドは膝ひざをちょんと折り、笑顔を残して部屋を出ていった。

「わーい、ご飯だご飯だー♪」

　見る者まで心暖まるような笑みを浮うかべるマギーに、シエルは苦笑いしか出なかった。

「そういえばシエルさん、レネリーさんにボクの事を妹だって言ってるそうですね？」

　シエルは頭を搔いて頷いた。

「当然でしょ。いつも玄げん関かんから入らず、いつの間にか僕の部屋に居るマギーの事を、他にどう説明すればいいのさ？」

「あ、いえ、気に入らない訳じゃなくて、むしろ嬉うれしいなって思うです。あにき」

　自分が発した「あにき」という言葉に、ぽっと頰ほおを染めるマギー。

「僕も嬉しいよ、こんなにいつもお腹を空かせてる妹ができて」

「にはは」

　マギーは猫ねこのように目を細めて笑った。

　シエルは軍師になってから持つ事を許された私兵一〇〇名の中から、斥候部隊長として八名を選せん抜ばつしたが、その中にこのマギーがいたのである。

　更さらに付け加えるなら、蜂蜘蛛隊隊長の座を決めるべくその八名で手合わせを行ったのだが、何とマギーは、他の七名を悉ことごとく蹴けり倒して隊長の座に着いたのだ。

「で、二と四の組が何だって？」

「うおっと、そうでした」

　マギーの顔が、急に引ひき締しまった。

「まず二の組からです。前々から働きかけていたトラインで反乱が起きたそうです。上手くいきましたですね」

「おお、どれくらいの兵力で？」

「八〇〇〇だそうです。ラーマ将軍がご助言大いに有り難い、と申していたそうです」

「八〇〇〇!?　凄すごいじゃないか。過去最大級の反乱だ。上々だね」

　その言葉に、シエルは軽く眉まゆを上げ、質問を続けた。

「それで、東は？」

「そっちは工作の必要が無さそうです。四の組からの報告によりますと、パルディナ皇こう国こくが新たな教きよう皇こうを立て、帝国から独立するらしいとの事です」

「パルディナが!?」

　その報告に、シエルの表情が曇くもった。

　パルディナ皇国はアールビーという神を信しん仰こうする宗教国家である。

　現教皇はフレリカ王と同じく帝都の監視塔に幽閉されているが、どうやらパルディナは現教皇を見捨てるつもりらしい。

「裏は？」

「四の組によると帝国に滅ほろぼされ、ラーカス各地に潜せん伏ぷくしていた信徒が続々とパルディナに集まっているそうです。雰ふん囲い気き的にも時間の問題ではないかと」

　むう、と唸るシエル。

「わかった、ありがとう。それじゃあ僕は丞じよう相しよう府ふに行ってくる。マギーも食事が済んだら、ちゃんと働くんだよ？」

「はいです、あにき！」

　緊きん張ちよう感かんのない返事を耳にしつつ、シエルは自室から出てコートを羽織り、屋や敷しきから丞相府に向かって歩き出した。

　まるで意識まで溶とけてしまいそうな、そんな青空が広がっていた。

　シエルの屋敷から丞相府までは、土と草の道が続く。堀から引かれた貯水池があり、木々が風に揺ゆれる。とても帝都の中とは思えないほど、長閑のどかな風景だった。

　帝都は小高い山に建設されており、その頂上に城が築かれている。

　シエルが歩いている帝都第二区は山の中腹にあたり、見上げれば第一区の城壁と城の尖せん塔とうが視界に入る。見下ろせば第三区と第二区を隔へだてる壁かべと、その向こうに広がる建物、忙いそがしそうに動き回る人々の姿が見えた。

　もう少し歩くと、石いし畳だたみに覆おおわれた軍用道路に出る。

　シエルが息を荒あらげて石畳の道に足を踏ふみ入れると、不意に人の気配を感じた。

「これくらいでよろよろしてたら、軍人として困らない？」

　振ふり返ったシエルの頰を、冷たい汗あせが伝った。

　シエルと同じ黒い髪かみに黒い瞳。ただ決定的に違ちがうのは、シエルが癖くせっ毛なのに対し、彼女のそれは織物のようにしなやかで艶つやがあり、真まっ直すぐ伸のびている事だった。

　まん丸で大きな瞳は宝石のように魅み惑わく的であり、且かつ気の強さを凝ぎよう縮しゆくしたような印象を受ける。

　シエルの柔にゆう和わで人なつっこい目とは、真逆のオーラを纏まとっていた。

「ユミカ」

　シエルは腰こしをさすりつつ、呟つぶやくようにそう言った。

　天竜姫テユリオンの軍師ユミカ・ローレンツ。彼女はそう呼ばれる天才であり、シエルが警けい戒かいする人物の一人だった。小こ柄がらで凹おう凸とつに乏とぼしい身体つきのせいでやたらと幼く見えるが、大軍師ディオラの門下生の中で最も賢かしこい女子である。

「これから出しゆつ仕し？」

　ユミカはその細い眉を微び動どうだにさせず言った。

「うん。ちょっと遅おそいかな？」

「あなたの時間をどう使おうと、あなたの自由」

　まるで人形のようだ、とシエルは思う。

　ユミカは首と手の周りに白いファーがついた黒いコートに身を包み、茶色い革のブーツを履はいていた。端たん的てきに表現すれば地味の一言だが、その左ひだり腕うでには金の刺し繡しゆうが入った、紫むらさき色いろの腕わん章しようが輝いている。これは帝てい国こく軍の階級章で、紫は軍師を表している。もちろん、シエルの左腕にもこれと同じ物が巻かれていた。

「ねえユミカ、君は服とかアクセサリーには──」

「一片の興味もない」

「……あー、そう……」

　会話不成立。

　ユミカという女子は終始こんな感じなので、同じ門下生の中でも浮いた存在だった。

　シエルとユミカは、とことこと肩を並べて丞相府に向かう。遠目からだと、髪の色が同じなので兄妹きようだいのようにも見えた。

「あー、その、いい天気だね」

　気まずい時には天気の話題。

　老ろう若にやく男なん女によ、位を問わず使用できる万能の話題である。

「こんなに気持ちいい天気だと、ピクニックにでも行きたくな──」

「晴れた日は嫌きらい」

「……らないよね、うん」

　それでも会話不成立。

　シエルの額から、隠かくしようもないほどの汗が滴したたる。

「ねえシエル」

「な、何かな？」

「シエルは今の帝国に足りないものって、何だと思う？」

　即そく答とうできない、難しい質問だった。

　シエルはユミカと肩かたを並べ、質問の答えを考えながら歩いた。

　一歩、足を前に出すごとに、ユミカの黒髪が跳はねる。ユミカは問いの答えを催さい促そくする訳でもなく、ただシエルの横をとことこと歩いた。

「んー、絶対権力者である皇こう帝てい陛へい下かに意見できる人物かな」

　ぴた、とユミカの足が止まった。

「どうして？」

「昔の皇帝陛下は民たみを慈いつくしみ、兵を労ねぎらい、臣下の言葉をよく聴きき、賢けん君くんと名高い君主だったらしいけど、今は違う。各地の伝統を廃はいして帝国の法律を押し付け、いたずらに税金を上げ、税金が払はらえない者には過か酷こくな労ろう役えきを課し、逆らう者は功臣でも容よう赦しやなく処しよ刑けいする。これじゃあ、どんなに優ゆう秀しゆうな人物がいてもラーカスから反乱が無くならないでしょ」

「でもまだ大元げん帥すいジン様や、大軍師ディオラ先生がいるわ」

「逆に言えば、そのお二人しかいない」

　ラーカスを統一した帝国には、相応に才能ある者達が大勢いる。

　中でも天下統一の立たて役やく者しやでもある大元帥ジンと大軍師ディオラは別格で、さすがの皇帝でもこの二人の意見は無視しない。

　だが大元帥ジンは各国の反乱鎮ちん圧あつに駆かり出されて不在の時が多く、大軍師ディオラはもう七十二歳という高こう齢れいだ。

「皇帝陛下がジン様とディオラ老師以外にもお心を開かなければ、トーレ帝国の天下は長くないだろうね」

　それがシエルの見解だった。

「やっぱり、あなたもそう思うのね」

「一いつ般ぱん論を言っただけさ。誰だれだってそう思ってるだろうし、君だってそうでしょ？」

「…………」

　その時だった。

　不意に腹を震ふるわすような低い鐘かねの音ねが、帝てい都と中に鳴なり響ひびく。

　音の出所はシエルやユミカの上にある、第三区の鐘しよう楼ろうからだった。

「これは、緊きん急きゆう軍議の鐘!?」

　シエルとユミカの表情が引き締まる。

　内心、シエルはついにこの時が来た、と緊きん張ちようしていた。この鐘がフレリカ王、ミオ王女救出作戦開始の合図でもあるのだ。

「急ごうか」

「うん」

　ユミカは冷たい瞳ひとみをシエルに向けつつ、早足で歩き出した。




　シエルとユミカは揃そろって城の大会議場に入り、辺りを見み渡わたす。

　部屋の空気が、妙みように重々しかった。

　この会議場は三つに区分されており、それぞれ段になっている。

　下段にはシエルやユミカら帝国の臣下達が集められ、中段には地図や兵を表す駒こまなどが広げられ、壁には地図を記した布が丸めて納められている。

　そして一番高い壇だん上じようには、三人の人物が椅い子すに腰こし掛かけていた。

　中央の煌きらびやかな玉座には、苛いら立だたしげな視線を辺りに投げている男が座る。

　ガルヴァリア・トーレ。このラーカスを初めて統一したトーレ帝国の皇帝である。銀色の髪を短く整え、碧あおくて鷹たかのように鋭するどい目を光らせていた。

　そんな皇帝の右手にはシエルやユミカの師である、大軍師ディオラの姿があった。

　齢よわい七十二にして未だ現げん役えき、白はく髪はつ白しろ髭ひげに、白はく眉び。更さらには灰色のローブという如い何かにも老人といういでたちだったが、その中身は『天竜老デユロン』という道号に相応ふさわしく、ラーカスに並ぶもの無き大軍略家である。

　皇帝の左側に鎮ちん座ざするのは帝国軍総司令官、大元帥ジン・ローディーである。

　軍人とは思えない端正な顔つきで、帝国で最も人気が高い人物だ。長く伸ばした黄金の髪を首の後ろで縛しばり、切れ長の目に、すらりとのびた鼻。まるで女性のような魅み力りよくを放っていた。

　今回は軍議の場なので文官はおらず、武官や参さん謀ぼう、軍師などが集まっている。そんな中、シエルは一番目立たない末席に紛まぎれ込んだ。

「ふむ、大体揃ったようじゃな。では、これより緊急軍議を始める」

　そう口火を切ったのは、皇帝の左側に控ひかえていたディオラだ。

「先ほど、平へい北ほく将しよう軍ぐんベルガーから伝令が来た。内容は西の拠きよ点てんトラインが反帝国軍どもに占せん拠きよされ、続々と反乱者が集結しているので、援えん軍ぐんを頼むとの事じゃ」

　ざわざわと会議場の者達が声を漏もらし、シエルの眉まゆがぴくりと跳ねる。

「ディオラ様、反乱軍の兵力は？」

　そう口を開いたのは大元帥ジンだった。

「八〇〇〇。これまでの反乱が大たい抵てい一〇〇〇から二〇〇〇程度じゃったから、最大の規模という事になるのう」

　ディオラの言葉は会議場に響どよめきを呼び、ジンの顔つきを変えた。

「確かに数は多いですが、いつものように烏う合ごうの衆しゆうでは？」

「だとしたらあの戦いくさ好きが援軍なぞ求めんじゃろ。これ、ラーカス北西部の地図を持て」

　ディオラが左手を挙げると、四人の従者が腰を屈かがめたまま中段に上がり、ラーカス全土の地図から北西部のみを抜ばつ粋すいした地図に差さし替かえる。

　ディオラは中段に降り、従者から受け取った細い棒でピシリとある城を叩たたいた。

「反乱軍が抑おさえたエリューディンの堅けん城じようトラインは平北将軍ベルガーと征せい西せい将軍レンギルの支配が交こう錯さくする位置にあり、充じゆう分ぶんに警護しておらなんだ。その隙すきを衝つかれた形じゃの」

「ディオラ様、確かにトラインは我が軍が陥かん落らくさせる時にかなり手こずった城ですが、あの時はエリューディンの名将がこの城を守っていました。今とは状じよう況きようが違いますが」

　ジンがそう指し摘てきすると、ディオラはその白くて長い髭をひと撫なでして振ふり返り、渋しぶい顔で言った。

「ベルガーが援軍を求めた二つ目の理由。それはこの反乱軍を指揮しているのがその時の名将、元エリューディン王国大将軍ラーマ・トラインだからじゃよ」

　再び、ざわめく会議場。ラーマはその名が示す通りトライン城主の一族で、エリューディンでも戦上手な将軍として有名だった。しかも一族が住む土地で反乱を起こしたという事は、その八〇〇〇の反乱者達はただの寄せ集めではない。

　その時、シエルの服の袖そでを引く者があった。

　ユミカだった。

「ねえシエル、この状況をどう読む？」

　隣となりにユミカがいた事をすっかり忘れていたシエルは、思わず動どう揺ようした。

　ユミカにはあまり手の内を曝さらしたくはないが、何も言わないのも変に思われそうなので、シエルは渋しぶ々しぶ口を開いた。

「ここまでの話を聞く限り、この反乱はかなり計画的なものだね。そうでなければ、八〇〇〇もの人間がいきなり蜂ほう起きするとは考えにくい」

「私もそう思う。おそらくラーマ将軍は平民としてトラインに潜ひそみ、時機を狙ねらっていた」

「麦の収しゆう穫かくを待っていたんだろうね。あの地方はこの時期が収穫期だ。穀物庫が溢あふれんばかりになる今を狙えば、何ヶ月でも籠ろう城じようできる」

「それに、これから冬の季節に入るから、攻せめる方は何倍も辛つらい戦いになる」

「うん。トラインは西のガーネ山とラーカス中央のソルート山脈に挟はさまれる位置にある。冬場は北風が厳きびしい土地だから、兵を出すなら短期決戦が望ましいね」

「エリューディンの元大将軍に八〇〇〇の兵。さらに堅城トラインが相手なら、征西将軍と平北将軍の両将軍を出したいところね」

「でも西のエリューディンはまだ統治が甘いらしいから、レンギル将軍は動かせないんじゃないかな。そうなると今回は大元帥様が出るしかないでしょ」

　シエルがそう言うと、ユミカは僅わずかに唇くちびるを緩ゆるめた。

「軍師も、余程の人じゃないと務まらないでしょうね」

　さすがにユミカは頭がいい。会話に無む駄だがなく、話していてするすると自分の考えを引き出されてしまう。

　シエルは、そんなユミカが心底恐おそろしいと思った。

「……という訳で、今回は大元帥殿どのが出しゆつ陣じんするしかあるまいのう」

　前方では、ちょうどディオラがシエル、ユミカの考えと同じ事を喋しやべり、元帥に出馬を促うながしていたところだった。

「如何いかがですかな、陛へい下か」

　ひととおりディオラが意見を述べたところで、皇帝に意見を求める。皇帝は苦々しい顔をして足を組み、眉間に深い皺しわを作っていた。

「ジン、今回はお前が反乱討とう伐ばつ軍の総大将として兵一〇〇〇〇を率い、ベルガーと合流してトラインを城ごと揉もみ潰つぶせ」

　刹せつ那な、会議場が緊きん迫ぱく感かんに包まれた。皇帝が怒いかりを露あらわにしている。その異様な空気は部屋中を包み込み、緊張のあまり気を失う者までいた。

「承知致いたしました。ですが陛下、今回は軍師をつけて頂いてもよろしいでしょうか？」

　さすがに大元帥まで登りつめたジンである。皇帝の怒ど気きを気にもせず意見を述べた。

「ならばディオラを連れて行け。不服はあるまい」

　おおお、と辺りから声が漏れる。

　大元帥ジンと大軍師ディオラ。この二人が同時に出陣となれば、二年前にラーカスを統一した時以来の出来事となる。将軍や参謀たちの胸が熱くなるのも無理はなかった。

「お待ち下され、陛下」

　だが、そんな流れを断ち切ったのはディオラだった。

「このディオラ、ご下命とあらば何ど処こへでも参りますが、ここは次代の有望な若者にこの大役を譲ゆずりたいと思いまする」

「朕ちんの命令を聞けぬと申すのか？」

　ぎろり、と皇帝がディオラを睨にらみ付ける。それでもディオラは引かなかった。

「私はもう七十二の爺じじいであり、本来であればとっくに土に還かえっている年じゃ。これからの帝てい国こくを考えますればこんな老体を使うよりも、将来のある有望な者にお役目を与あたえた方が何倍も大きな見返りとなって還ってきましょうぞ」

　ディオラの言葉に、皇帝は顎あごに手を当てて応こたえた。

「とはいえ今回の敵は手て強ごわい。お前以外に適任者はいないと思うが？」

　するとディオラは振り返り、両手を挙げて叫さけんだ。

「ユミカ、アレイア、シエル。前へ出いでよ！」

　急に名前を呼ばれ、シエルは頭を搔かいた。

　前には出たくないと思っていたが、ユミカに強引に袖を摑つかまれて引きずられ、人をかき分けて前に出されてしまった。

　線の細い優やさ男おとこシエル。小こ柄がらな少女にしか見えないユミカ。

　そしてもう一人、どう見ても武人だろうという巨きよ漢かんアレイア・スカラーが横一列に並んで膝ひざをついた。

「この者達は我が学問所で学び、この私がもう教える事はないと認めた者です。彼らならば必ずや私の代役を務め上げ、今後も陛下や大元げん帥すい殿のお役に立つでしょう」

　ディオラはちらりとアレイアに視線を向ける。アレイアはそれを察し、膝をついたまま一歩、前に出た。

「御ご尊そん顔がんを賜たまわり恐きよう悦えつです。アレイア・スカラーと申します。老師より『天翼狼ジオード』という道号を賜りました。以後、お見知りおきを」

　アレイアは肉厚の腕うでに力を込め、紺こん色いろの髪かみを垂らして頭こうべを垂れた。

「御尊顔を賜り恐悦に存じます。ユミカ・ローレンツです。老師より『天竜姫テユリオン』という道号を頂ちよう戴だい致いたしました。どうか、私にお申し付け下さい」

　ユミカもアレイアに倣ならって前に出てそう言った。

　次はシエルである。

「シエル・スノーハート、『天翔虎カルーデイア』の軍師です。よろしくお願いします」

　その言葉に会議場の下段にいる者達だけでなく、ディオラやジンまで目を丸くした。

　シエルは皇帝に対し、敬意を払はらう言葉を抜ぬいたのである。

「こ、これシエル、言葉が足りな──」

「よい」

　困こん惑わく顔のディオラを制したのは、トーレ皇帝自身だった。皇帝は玉座から立ち上がり、前に歩いて行く。

　突とつ然ぜんの事で、ジンもディオラも止める暇ひまがなかった。

　皇帝はそのまま頭を垂れる三人の前に立ち、彼らを見下ろす。

「顔を上げ、朕に目を見せろ」

　言われるがままにアレイア、ユミカ、シエルが膝をついたまま、顔を皇帝に向ける。

　アレイアは顔中に汗あせをかき、緊きん張ちようを隠かくせない様子だった。ユミカとシエルは対照的に汗一つかかず、鋭い皇帝の視線を真っ向から受け止めていた。

「わかった」

　皇帝は踵きびすを返して玉座に腰こしを下ろし、告げた。

「今回の遠えん征せいに帯同を許す軍師は『天竜姫テユリオン』の軍師ユミカだ」

　おおお、と会議場から声が上がる。ディオラは胸をなで下ろし、大きな声で告げた。

「ではユミカよ、直ただちに出陣の準備を致せ。これまで学んだ事全てを出し尽つくし、大元帥殿をお助けするのだ。よいな？」

「はっ、お任せ下さい」

　ユミカは立ち上がって一礼する。

　その時、皇帝が大元帥ジンとユミカに目をやり、声を上げた。

「今回の戦、その八〇〇〇の反逆者とラーマ・トラインの首を上げろ。一人たりとも許すな。帝国に逆らうとどうなるか、天下に示してやれ！」

　その余りにも苛か烈れつな命令に、先程のざわめきが一気に萎しぼんでいった。

「それと幽ゆう閉へいしている元エリューディン王を引きずり出し、速すみやかにその首を刎はねろ」

「な、何ですと!?」

　この命令には、さすがのディオラも青くなった。

「それはなりませんぞ陛下！　そんな事をすれば、エリューディンで益々反乱が起きやすくなりまする。人ひと質じちは、生きているから人質なのです」

『黙だまれディオラ！』

　とうとう、皇帝の怒りが頂点に達した。

「各地の王など生かしておくから、このような反乱が起きるのだ。各地への牽けん制せいにとお前の意見を吞のんだが、反乱は一向に収まる気配がない。朕の我が慢まんも限界だ！」

「し、しかし──」

「これ以上口を開く事は許さん」

　ディオラは目を瞑つぶり、嘆たん息そくして天を仰あおいだ。

　こうなってしまうと、皇帝はもう誰だれの言う事も聞かない。

「ジン、ユミカ。トラインで反乱に荷か担たんした者は全て殺せ。そしてトラインを制圧した後、家も田畑も全て焼やき払え！　わかったな？」

「は、ははっ」

　皇帝の命令は絶対である。ジンは目を閉じて、皇帝に頭を下げた。

「これにて軍議を終しゆう了りようとする！」

「ははっ！」

　皇帝は玉座を立ち、足早に部屋の奥へと消えていった。集まった者達は玉座に一礼し、そそくさと会議場を後にする。

　だがシエルだけは玉座をひと睨みし、くるりと背を向けて会議場を出て行った。




「なるほど、まずはユミカが帝てい都とから出て行くのね」

　軍議があった日の夜。シエルの屋や敷しきにまたエナが訪問して来た。

「うん。今回は帝国軍最高司令官である大元帥ジンが動くから、すぐにでも準備を終えて出陣するだろうね」

　シエルは頭を搔きながら、部屋をうろうろと歩き回る。そんなシエルをエナは椅い子すに腰掛けて背もたれに肘ひじを載のせ、足を開いて座りながら眺ながめていた。

「ようやく西のリヴェラルウイングが本格的に動いてくれた。少し時間がかかったけど、まさか八〇〇〇もの大軍で反乱を起こすとは……待った甲か斐いがあったよ」

「ラーカスの東西で大乱を起こし、帝国で最も用心深い二人、天竜姫テユリオンユミカか大軍師ディオラを帝都から離はなす。シエルの考えた策のうち、今回でユミカを動かす事に成功したんだから上出来じゃない？」

「エナが僕を褒ほめた!?」

　思わず後ずさりして警けい戒かいするシエル。

「あのねえ、そりゃたまには褒める事もあるわよ」

「そ、う？　おかしいな、記き憶おくにないんだけどなあ」

「まあ、余程の事じゃないと褒めないのは当たりだけどね」

　エナの眼鏡めがねが、蠟ろう燭そくの灯あかりを反射してその表情を霧きりのように隠してしまっていた。

　確かにエナが言うように、今回帝都を揺ゆるがせたトラインの反乱は、その裏でシエルがリヴェラルウイングに働きかけ、様々な助言を与えていた。

　反乱を起こす場所、規模、時期。どのように守り、どう攻めていけばいいか。それらは蜂はち蜘く蛛も隊たいを通じ、リヴェラルウイング経由でトラインに伝えられたのだ。

「それと、これは予想外だったけど、皇帝は自ら反乱を長引かせるような事を二つもした。これなら当分、大元帥ジンとユミカは帝都に戻もどってこれないよ」

「二つ？」

「うん。一つは反乱が起きたトラインの兵を皆みな殺ごろしにしろと命じた事。トラインは秋の収しゆう穫かく後で食料がたっぷりある。城に閉じこもっていれば、相手が何万の兵でもそう簡単には落ちないよ。

　そして二つ目はエリューディンの王を処しよ刑けいしてしまうという事。トラインの反乱軍を率いているラーマ将軍はエリューディンの忠臣だから、処刑が実行されれば帝国への恨うらみはぐんと深くなる。八〇〇〇の兵だって烏う合ごうの衆しゆうから精せい鋭えいに変わる」

　シエルは興奮していた。激しく頭を搔き、落ち着きなく歩き続ける。

「昔から変わらないわね、その、考え事をすると妙みように落ち着かなくなるところ」

「え？　何？」

　シエルが目を輝かがやかせてエナに顔を寄せる。

「何でもないわよ」

　エナは少しだけ頰ほおを染め、眼鏡を直してそっぽを向いた。

「さてと、次は東を動かす必要があるね。何かいいネタがあるといいんだけど」

　シエルは何度も頭を搔いた後、エナに問いかけた。

「ねえエナ、十日後にフレリカ王とミオ王女を救出する事は可能かな？」

「と、十日後？」

　エナは首を傾かしげた後、ふーむと眼鏡を弄いじりながら考える。

「んー……問題ないわ」

「ホント!?」

「こっちはもう一通り準備できてるし、軍部に働きかけて陛下達が幽閉されてる牢ろうの番ばん人にんを全員、フレリカ出身者に替かえてあるから」

「うは、さすがはエナ！」

「あんただけに頼たよっていられないわよ。こういうのは、二重三重に段取らないとね」

　本業は内政だが、口が上手で金銭の使いどころを熟知しているエナは、こういった裏工作も得意だった。

「ただ、牢から出してもすぐ捕つかまったら意味がないわ。陛下達を救出し、フレリカまで逃にげ切る算段が整わなければ、先に進めないと思うけど？」

「わかってる。わかってるよ」

　シエルはエナの隣となりに寄った。

「現状を確認しよう。旧フレリカ領を治めているのは皇こう帝ていの従い兄と弟こカーチス侯こう爵しやくで、評判は悪いんだよね？」

　エナは目つきを変え、頷うなずく。

「最ッ低の領主らしいわよ。このまま放っておけばフレリカでも大きな反乱が起きそうだ、という報告も入っているわ」

「よく調べがついたね」

「当然よ、あたしなんだから」

　不思議と、エナが言うと嫌いや味みに聞こえなかった。

「カーチス卿きようは最近、皇帝が死ねば残る一族は自分しかいない、だから自分は次期皇帝なんだと吹ふい聴ちようしているそうよ」

「……はー、呆あきれたね。それを聞いただけでカーチス卿がどんな人物かが窺うかがえるよ」

　その手の風評が立たないよう細心の注意を払わなければならない本人が、自分で吹聴してしまっては救いようがない。

「よし、これで僕らが何をすべきかが──」

　その時だった。コンコン、というノックの音が聞こえたので、シエルは慌あわてて口を噤つぐみ、エナはすっとソファに移動した。

　シエルがエナに目配せすると、エナが頷く。

「何かな？」

「ご主人様、お客様がいらっしゃっております」

　声の主ぬしはメイドのレネリーだった。

「その客は名乗ったかい？」

「はい、ユミカ・ローレンツ様だそうです」

「「ユミカ!?」」

　シエルとエナは目を丸くした。まさか警戒しなければならない対象が、ここを訪れてくるとは。さすがにシエルもエナも、予想だにしなかった。

「どうするかな……追い返すのも怪あやしまれそうだし」

「いいんじゃない？　何を話しに来たのか、あたしも興味あるわ」

　エナが眼鏡を光らせる。彼女がそう言うならば問題はないだろう。

　シエルは頷き、ドアに向かって再び言った。

「じゃあ、ここに通して」

「わかりました、ご主人様」

　ドアの外から足音が遠のいて行く。そして大して経たたない内にドアが開き、黒いコートを着たユミカが入って来た。

「！…………内政府のエナ・ワトソン尚しよう書しよ……」

　ユミカはソファに座るエナを目に留めると、コートを脱ぬぎ、エナの許もとに向かった。

「何よ？」

　エナの目つきが険けわしくなる。

「どうしてこんな時間に、シエルの部屋にいるの？」

　ユミカの声がいつもよりもずっと低く、そしてまん丸の瞳ひとみは殺意にも似た感情を溢あふれさせていた。

「あたしがシエルの部屋にいてはいけないのかしら？」

「質問に答えて」

　火花を散らす女子二人。

　シエルは訳もわからぬまま、成り行きを見守っていた。

「あたしとシエルは真夜中に同じ部屋にいる事が多い間あいだ柄がらなの。お子さまはもうとっくに寝ねる時間よ？」

　びきっ、とユミカの額に縦たて筋すじが浮うき上がる。

「私、十八歳」

『うそ！』『うそだ！』

　シエルまで叫さけんでいた。

　ずっと年下だと思っていたのに、まさか一つ年上とは。

「正しよう真しん正しよう銘めい、十八歳。もう結けつ婚こんもできるし子供だって産める」

「相手がいればでしょう？」

　もの凄すごい斬きり合いだった。

　ユミカはエナの豊満な胸に目を落とし、嘆たん息そくして振ふり返る。

「そんな立派な物を持っていてシエル一人落とせない……望みは薄うすい」

　びしいっ、と、今度はエナのこめかみに稲いな妻ずまが走る。

「私の調べでは、シエルはまだ女性未経験。つまり童どう貞てい。あなたは望み薄」

　淡たん々たんと喋しやべるユミカに、シエルは顎あごが外れるかと思うほど動どう揺ようした。

「言ってくれるじゃない。そんな貧相な身体からだじゃ、シエルどころか他の男だって見向きもしないんじゃなくて？」

「シエルはロリコン」

「くっ……自分でそれを言うとは！」

　おかしな風向きである。

　シエルは何一つ言葉を発していないのに、ロリコンだ童貞だと蔑さげすまれているのだ。

「じゃあシエルに聞いてみましょうよ」

　エナはそう言うと、おもむろに立ち上がって腰こしに手を当て、シエルに向かう。

　ユミカもその隣に来た。

「ねえシエル、あんたあたしとユミカ、どっちの方が好み？」

「え、う、え？」

　灼しやく熱ねつの眼まな差ざしを向けるエナとユミカ。シエルはただ顔を赤くして、もじもじと小さくなっていた。

「ぼ、僕は、女子とかまだその、誰だれかとお付き合いするとかって考えたことないし──」

「「男が好きなの？」」

『それはない！』

　声を揃そろえる二人に、そこだけはきっぱりと激しく否定した。

「とにかくユミカ、あんた何しに来たのよ？」
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　ユミカはぎゅ、とスカートの裾すそを摑つかみ、シエルを睨にらみつけた。

「な、何？　僕、何かした？」

　怯おびえるシエル。

「シエルにどうしても聞きたい事がある。シエルはこの帝てい都とで怖こわいと思う人、いる？」

　唐とう突とつながら、興味深い質問だった。シエルが恐おそれる人物は目の前にいる天竜姫テユリオンユミカと、師し匠しようである大軍師ディオラの二人だ。

　もう一人、天翼狼ジオードアレイアも優ゆう秀しゆうな軍師だが、不思議と怖さは感じなかった。

「……本心を明かせば、君が怖い」

　シエルは率直に言ってみた。するとユミカは目を閉じ、嘆息してシエルの前に立つ。

「やっぱりね」

「え？」

　ユミカは当然、と言わんばかりに頷いた。

「私には怖いと思う人がいる。その一人は……シエル・スノーハート」

　その瞬しゆん間かん、シエルはどくんと心臓が跳はねた。

「何、で、僕なの？　僕なんかよりも、アレイアやディオラ老師とかいるじゃないか」

「どうして先生が怖いの？」

「い、いや、単純に、能力的にそうなんじゃないかと」

「敢あえて今、その言葉に反論しない」

「う……」

　ユミカは眉まゆ一つ動かさず、シエルの言葉を両断した。

「何な故ぜ、私が怖おそれている人物がアレイアではなくシエルなのか。それは、あなたが私と同じ天才型の軍師だからよ」

　ユミカはぎらりと漆しつ黒こくの瞳をシエルに向けた。

「先生もアレイアも秀しゆう才さい型だから、膨ぼう大だいな量の学習と経験を積み重ね、知識に照らし合わせて状じよう況きようを判断する。でも天才型はそこからもう一つ先がある。閃ひらめき、とでもいうのか……私はそれが恐ろしい」

　ユミカはぶるっと震ふるえ、コートを羽織った。

「だから警告する。私がいない間、陛下のご下命なく帝都から出ないで。もしこの警告を聞かなければ、私は──」

　その瞬間ユミカは悲痛の面おも持もちになり、捻ひねり出すような声で言った。

『あなたを破は壊かいする』

　そしてユミカは静かに、部屋を出て行った。










　第二章　帝都、脱だつ出しゆつ







　五日後、ユミカは大元げん帥すいジンと共に兵一〇〇〇〇を率いてトラインへと出しゆつ陣じんした。

　そして同日、監かん視し塔とうからエリューディン王が刑けい場じようへと引き出され、帝てい都との民たみが見守る中で処しよ刑けいされた。シエルはその情報を確認すると、南方の情勢査さ察さつという名目で旅支じ度たくを整え、南へと足を向けた。

　現在、フレリカ王救出作戦の障害になりそうな人物は大軍師ディオラと、天竜姫テユリオンユミカである。そのユミカがいない今は、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだ。

　シエルは帝都から南に進んでロジーナの町を経由し、リーフの城に入って東に向かった。

　目的地までは馬を走らせて三日かかるのだが、二日目にはもうシエルの体力は尽つきかけていた。

「はあ、はあ……」

　辺りは草原から林へと姿を変え、やがて葉と葉の間から差し込んでくる木こ漏もれ日びが落ちてくるのみの、鬱うつ蒼そうとした森になっていた。昼なお暗いこの街道は魔ま物ものや賊ぞくが出るので、冒ぼう険けん者や商人などはこの道をあまり使いたがらない。

　だがシエルは、迷う事なくこの道を選んだ。

　馬に乗り、ゆっくりと細い道を進んで行く。道の両りよう脇わきは雑草が濃のう密みつな塊かたまりとなり、まるで壁かべのようだった。

　やがて日が暮れ始めた頃ころ、森の隘あい路ろが突とつ然ぜん開け、広場が現れた。

（これは……うん、中々の場所だ）

　シエルは馬を降り、その場所を丹たん念ねんに調べた。その場所は一〇〇〇人程度が丸ごと入るほどの広さがあり、更さらに兵が伏ふせるには手て頃ごろな茂しげみがあった。

（戦場はここがいいな）

　フレリカ王とミオ王女を救出した後、シエル達がどこに向かうかなど、誰でも容易に予想がつく。

　つまり、南の旧フレリカ王国領である。そうなれば当然、追っ手が差し向けられるに違ちがいないし、その追っ手をどこかで迎むかえ撃うたなければならない。

　辺りが暗くなってくると、シエルは馬から荷物を下ろし、火を焚たいて横になった。

　空には数多あまたの星と、その中で二つの月がひときわ大きく輝かがやいている。風が木々を揺ゆらし、冷たい空気を森の中に運んできていた。

　焚き火の炎ほのおが躍おどり、影かげが揺らめく。シエルは気配を感じ、ゆっくりと体を起こした。

「そういう時はもう剣けんを構えてねぇと、手て遅おくれになるぜ」

　突然そう声を掛かけられて、シエルは体を震わせた。

　ドスの利きいた、迫はく力りよくのある低音だった。

　シエルがその影に顔を向けると、影がさっと右手を挙げる。すると茂みから槍やりを構えた男達が現れ、瞬またたく間まにシエルを取り囲んだ。

「相手が誰だかわかっていれば構える必要はないよ。それにしても、中々の手て際ぎわじゃないか。あっという間にこれだけの人数を展開するとはね」

　シエルは笑みを零こぼし、おもむろに立ち上がって言った。影はロングコートに身を包み、フードを被かぶって顔を隠かくしていたが、一九〇センチはある巨きよ漢かんだった。

「そりゃそうだ。何たってこのオレが毎日鍛きたえてるからな。相手が一〇〇〇だろうが二〇〇〇だろうが、勝てる自信はあるぜ」

　巨漢が手を挙げると兵達は槍を下ろし、囲みを解いてシエルから離はなれた。

「それは、何とも頼たのもしいな」

「へへ、兄貴にオレの兵を見てもらいたかったんだ。多分、戦場になるならここだろ？」

　男がシエルに近づいてフードを外す。
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　炎のように真っ赤な髪かみと瞳ひとみ、そして左の頰ほおには深い傷きず跡あとが刻まれていた。

「さすがに戦いくさの事となると鋭するどいね。久しぶり、フレイ」

　シエルがそう微笑ほほえむと、フレイは抱だきついて再会を喜んだ。

「シエルの兄貴……」

　フレイ・フォルク。かつてシエル、エナと共に、フレリカ王を助け出すと誓ちかい合った仲間の一人である。年はシエルの一つ下だが、その腕わん力りよくは当時からずば抜ぬけていた。

「リヴェラルウイングでは随ずい分ぶんと暴れているようだね。帝都じゃゴードン・ワグナーの名を知らない者はないよ」

「帝てい国こくのヤツらは地方に行けば行くほど民を苦しめてやがる。暴れる場所には困らねえよ」

　がっはっは、と豪ごう快かいに笑うフレイ。

「で、リヴェラルウイングの方には？」

「もう話は付いてるぜ。リーフ支部は帝国に目を付けられたから解散したって事にした。だから今、ここにいる五五〇人はただの独立遊軍だ。全部、兄貴の指示通りにな」

「それは本当に頼もしい限りだよ。そんな君らに朗報だ」

　シエルは思い切り息を吸い込み、周りの者一人残らず聞こえるよう、大きな声で叫さけんだ。

「僕はこれからフレリカ王とミオ王女を救出して帝都を脱出し、この森に逃にげてくる。君達はここで帝国の追っ手を討ち果たして貰もらいたい」

『おおおおおおおおおおおおおうっ！』

　心強い声が、シエルの腹に響ひびいた。

「このリーフ支部の人間は殆ほとんどが元フレリカの人間だからな。気合いが違うぜ！」

　フレイがそう叫ぶと、周囲の兵達が拳こぶしを突つき上げて応こたえた。

「よし。じゃあフレイ、お前にこれを渡わたしておく」

　シエルはそう言って、前もって用意していた封ふう書しよを出してフレイに渡した。

「この中にはどう兵を動かせばいいかが書いてある。必ず、この通りに動いてくれ」

「ああ、わかった」

　フレイは中を見ずに、封書を懐ふところに入れた。これまでフレイは、困った時には必ず蜂はち蜘く蛛も隊たいを通じてシエルに助言を仰あおいできた。そしてその助言でどれほど助けられてきたか。

「それともう間もなく、マギーが蜂蜘蛛隊を集めてここに来るだろうから、彼女らと合流してほしい。蜂蜘蛛隊は一〇〇人程度いるから、戦力になるでしょ」

「へえ、一〇〇人か。そりゃ頼りになるぜ」

　フレイは顎あごをさすって唸うなった。

「じゃあ僕は直ちに帝都に帰る。作戦は近日中に決行するから、斥せつ候こうを出して辺りの状況を確認しておくように。くれぐれも慎しん重ちようにね」

「おう、任せてくれ！」

　シエルは荷物をまとめて馬に載のせ、焚き火から松たい明まつに火を灯ともしてその場を立ち去った。

　森の道は少し先も見えないほど暗かった。シエルは松明を高く掲かかげ、少しでも距離を稼かせごうと西に向かって馬を歩かせる。

　森を抜けると、今度は見通しのよい丘おかの上に出る。

　シエルはリーフの城には寄らず、そのまま足を北に向けた。なだらかな丘を駆かけ下り、道なき草原を走って行く。

　吐はく息は白く、刃やいばのような風がシエルの肌はだを突き刺さす。

　シエルはマフラーを首元に巻き、ゴーグルを装着した。

　この時期の北風は目に染みて、涙なみだがぼろぼろ出るのだ。

　フレリカ王とミオ王女を助け出した後は、帝都から一直線に南へと向かう。つまりシエルが今走っているルートはその時の逃とう走そう経路であり、作戦決行後の下見も兼かねていた。

（足を取られるけど、砂利じやりは少ない。これならかなりの速さでリーフの森に行けるな）

　多少の起き伏ふくはあるものの、この辺りは草原なので見晴らしはいい。という事は、追っ手にとってもシエル達を追いやすい道だという事だ。

　シエルは生あくびをかみ殺しながら、馬の首筋を撫なでる。朝からずっと走りっぱなしだったので馬の息は荒あらく、冷たい汗あせが身体からだから滲にじみ出ていた。

「今日はここまでかな」

　シエルは馬を止め、寝袋を出して眠ねむりについた。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




　その翌日。

　冷たい風で目を覚ましたシエルは、馬の状態を確認し、北へと駆けた。

　噎むせかえるほどの草の匂においが、湿しめり気けに混じってシエルの鼻び腔こうを擽くすぐる。

　シエルは馬に気を配りつつ、風のように北上した。空に雲は多いものの、雨さえ降らなければ問題は無い。

　そして日が暮れ、ようやく帝都の城じよう壁へきに到とう着ちやくしたその時、城門前に佇たたずんでいた一人の少女が目に入ると、馬に乗ったまま急いで彼女の許もとに駆け寄よった。

　エナだった。

「何で、ここに!?」

　エナは悴かじかむ両手をさすりながら、シエルに向かい飛とび跳はねて手を振ふる。

　シエルは馬を降り、エナの側に寄った。

「シエル、帝国の天翼狼ジオードアレイアが出しゆつ奔ぽん、パルディナが蜂ほう起きしたわ！」

「な、んだって!?」

　アレイア出奔。

　それはシエルが薄うす々うす感じていた違い和わ感かんが、決定的なものとなった瞬しゆん間かんだった。

　アレイアは、アールビー教徒だったのだ。新たな教きよう皇こうを立ててパルディナ皇国を再さい興こうしたのも、アレイアの狙ねらいだったに違いない。

「それで帝国軍は？」

「パルディナ討とう伐ばつ軍として直ちに編制され、既すでに大軍師ディオラが一〇〇〇〇の兵を率いて出陣したわ」

「い、一〇〇〇〇!?」

　その数に、シエルは思わず目を丸くした。トラインの反乱で兵を出しているにもかかわらず、また一〇〇〇〇という兵を出せる事に驚おどろいたのだ。

「そ、それで、その後なのよ……うぐ、ひっく……」

　シエルは、エナの姿を見てぎょっとした。

　気が強くて、男勝まさりのエナが……泣いていた。




『帝都に幽ゆう閉へいされている各国の王が今朝、全員……処しよ刑けいされたわ』




　ぐわん、とシエルの視界が揺らぐ。まるでハンマーで殴なぐられたかのような衝しよう撃げきだった。唇くちびるが一いつ瞬しゆんで乾かわき、上手く言葉が出てこなかった。

「か……各地への見せしめだそうよ。更に現在捕とらわれている王子、王女様らも順次、処刑されるらしいわ」

「何て、事を……それはいつ執しつ行こうされるの？」

　シエルはエナに詰つめ寄り、両りよう肩かたを摑つかんで叫んだ。

「あう、あ、明日あしたの早朝だそうで……シエル、ぃ、痛い……」

　顔をしかめるエナを見て、シエルは我われに返った。

「あ、ご、ごめん」

　シエルは慌あわてて手を離し、呆ぼう然ぜんとして天を仰いだ。

「とりあえず、僕の屋や敷しきに行こう。ここじゃ怪あやしまれる」

「うん」

　シエルは馬を引きながらエナと共に肩かたを落として城門を潜くぐり、帝都第二区にある屋敷に向かって歩いた。その間、シエルは一言も発する事無く、エナもそんなシエルを察して声をかけなかった。




　屋敷に戻もどってくると、シエルはひとまずエナをソファに座らせ、蠟ろう燭そくに火を灯ともす。明かりが部屋を照らし出すと、それだけで心安らぐ空間が広がったような気がした。

　それから暖だん炉ろに火を入れて部屋を温めた。ぱきぱきと小気味よく音を立てて小枝が炎を纏まとい、薪まきを炙あぶっていく。

　エナは幾いく分ぶん気持ちを持ち直したらしく、ソファに身を沈しずめたまま、ぱしぱしと自分の頰を叩たたいていた。シエルはデスクの上に重ねられた何通かの書簡に目を通しながら、エナに話しかけた。

「何な故ぜ、フレリカ王らは処刑されなければならなかったの？」

　エナはシエルに目を向け、重たくなった唇を開いた。

「きっかけはアレイアの出奔よ。でも、元々皇こう帝ていは自分の領地に各国の王を置いておくのを嫌いやがっていたみたいで、大軍師ディオラ出しゆつ陣じん後、処刑を断行したそうよ」

「まさかとは思うけど、帝都第二区の公開処刑場？」

「……うん。あたしはフレリカ王の最さい期ごをこの目で見たわ。声には出さなかったけれど、フレリカ王の唇は確かに『ミオを頼たのむ』と仰おつしやっていた」

　ふー、とシエルが息を吐く。仮にも各国の王にあった者を、民たみの目につく場所で処刑するとは。これはもう愚ぐ行こうというより凶きよう行こうだった。

「脱だつ出しゆつの準備は？」

「もういつでも出発できるわ」

「よし。それじゃあ──」

　シエルは左手の中指と薬指に嵌はめたリングに目を落とし、エナに告げた。

「今夜、救出作戦を決行し、帝都を脱出しよう」

「……わかったわ。いつまでもくよくよしてらんないし、うん。今はミオ王女の救出に全力を注そそぐわ」

　シエルはにこっと笑い、エナの肩に手を載のせて大きく頷うなずいた。

「もう一度確認するけど、牢ろう番ばんは午後八時に夕飯を出し、九時に最後の見回りをした後、塔とうの外にある詰め所で一夜を明かす。それから朝七時の朝食時まで見回りは行われない。そうだね？」

「その通りよ。後はこの合い鍵かぎを使って塔に入ってミオ王女をお助けして。方法はあんたが考えた通りでいいわ」

　エナはポケットから塔の合い鍵を取り出し、シエルの手のひらに載せた。

「任せて」

　シエルは塔の鍵をポケットに入れ、左手を開いて二つの白い指輪をエナに向けた。

「きっと誰だれもがこのアーティファクトを役に立たない物だと言うだろうけど、全ては使い方次第なんだよね」

「あたしも何でそんな物をシエルが大事に持ってるのか分からなかったけど、まさかその指輪あっての救出作戦になるとは、想像もできなかったわ」

　シエルはどれほど生活に困っても、この一組の指輪だけは頑がんとして手放さなかった。何故なら帝都に来たその時から、この指輪による救出作戦を考えていたからだ。

　アーティファクト。

　ラーカスには場所によって初級、中級、上級、特級という四つのダンジョンがあり、その奥地で金銀財宝を魔ま物ものが守っている。冒ぼう険けん者達はこれらに挑いどみ、魔物を倒たおし、財宝を得る事で生計を立てているが、このアーティファクトはその中でも最も価値が高い。

　使用すると様々な力を具現化し、それは戦のあり方まで変えてしまった。

　中でも有名なのは帝てい国こくの四将が持つアーティファクトである。

　平へい北ほく将しよう軍ぐんベルガーが持つ〝戦せん勝しよう旗き〟、鎮ちん南なん将軍ルニが所有する〝爪そう甲こう沓とう紅あか月つき〟、征せい西せい将軍レンギルの〝卸おん浄じよう咎きゆう〟、定てい東とう将軍ジョゼットの〝来らい神じん剣けん〟。

　帝国四将はこれらを使い、ラーカス各地の国々を滅ほろぼしてきた。

　但ただし、アーティファクトには様々な制約もある。全てのアーティファクトは種類を問わず一日に一度しか使用できず、しかも副作用セコンダリを引き起こす。

　そしてシエルが持つこの指輪は初級ダンジョンで得られた物で、さほど価値は高くないが、それでも貴重なアーティファクトに変わりはない。

「今は六時だから、決行は三時間後だ。エナは約束の場所で待っててね」

「うん」

　頷くエナの目から、先ほどまで見えた困こん惑わくや動どう揺ようの色は消え去り、あるのは凜りんとした決意の輝かがやきだった。エナは拳こぶしを額に当て、シエルに向かって突つき出した。

「必ず来なさいよね」

　シエルも同じ動作をして、エナの拳に自分の拳をかつんと当てた。

「うん、必ず行く」

　フレリカ式の祈き念ねんを交わした後、エナはとびきりの笑顔を残して部屋を出ていった。

「さて、と」

　エナを送り出したシエルは、机の上に載せられた書簡から一通の命令書を取り出した。

　それは大軍師ディオラからシエルに宛あてられた物で、愛まな弟で子しアレイアを討うたなければならないのは心苦しいが、帝都の守りは任せたと記してあった。

　ほんの僅わずかにシエルの良心が痛む。

　ディオラは懸けん命めいに軍略を学ぶシエルを、我が孫のように可愛がってくれた。

　だが、やはりそれとこれとは話が別なのだ。二年前、そのディオラがどんな策でフレリカ王都ミスティケープを落としたのか、シエルは今でもはっきりと思い出せる。

　それを思い返す度たびにシエルは吐はき気をもよおすほど、胸が熱くなる。

　シエルは心優しきフレリカ王に黙もく禱とうを捧ささげ、カーテンを開けて窓の外に目を向けた。

　そこには、ミオ王女が捕らえられている監かん視し塔とうがある。シエルが考えた作戦の中で最も大きな不安要素は、救出すべき対象のミオ王女本人だった。

　ミオ王女とはもう二年以上会っていない。どんな女性になっていようが、父を失った悲しみを感じていないはずはない。もし抜ぬけ殻がらのようになっていて動けないような状態ならば、力ずくでミオを救出しなくてはならない。

　だが荒あら事ごとはシエルが最も苦手とする行こう為いであり、できる事ならば避さけたかった。

　エナには以前からの打ち合わせで、午後十時までにシエルが現れなければ作戦に支障があったとしてその時の帝都脱だ出しゆつを中断する、という手て筈はずになっている。

　シエルは監視塔から目を外して時計を見る。

　いつの間にか、午後八時四十分になっていた。

（そろそろ行こうか）

　ちらりと左手にある指輪に視線を落とし、ランタンを手にして玄げん関かんに向かう。扉とびらを開けると、冷えた外気が肌はだを刺さした。

　それから廏きゆう舎しやに行き、一頭の馬を引いて屋敷を出る。

　堂々と。シエルはそう自分に言い聞かせながら、監視塔への道を馬に乗って駆かけた。




　ミオ王女救出の第一段階は、一いつ般ぱん人の立ち入りが禁止されている帝都第一区に入り、城じよう壁へきの内側にある監視塔まで行く事だ。

　第一区に入ることが許されているのは、帝国の将軍や軍師、宰さい相しようなど要職にある人物か、急使、斥せつ候こう、近この衛え騎き士し団など限られた者だけである。

　シエルは軍略を学ぶ為ために、敢あえてラーカスで最高の軍師と謳うたわれる大軍師ディオラの門下生となったが、その目的は軍師になる事だけではなく、この帝都第一区に入れる権限を得たかったというのもあるのだ。

　馬で駆けること十五分。シエルはいよいよ第一区の城門前にやって来た。

「おお、これはこれは、シエル様」

　一人の衛兵が声を掛かけてきたので、シエルは馬から降りた。

「ご苦労さま。南の調査から戻って来たばかりなんだけど、今日は丞じよう相しよう府ふで簡単に用事を済ませるだけだから、また後で通してね」

「了りよう解かいしました！」

　衛兵は何も疑う事なく、シエルを帝都第一区に通してくれた。

　シエルは丞相府に向かわず、真まっ直すぐ監視塔に行った。

　監視塔の入口に衛兵の姿はなく、明かりすら灯ともっていない。

　監視塔の扉を、エナから預かった合い鍵で開ける。中に入って扉を閉め、持って来たランタンに火を灯し、それを翳かざして辺りを確認すると、左手奥に格こう子しが見えた。その脇わきには二階へと登る階段があり、右手の壁かべには槍やりや剣、弓矢などが置かれている。

（まるで倉庫だ）

　シエルは奥に進み、格子の前にやって来た。

「王女、ミオ王女は──うぐっ!?」

　牢ろうに近づいたその瞬しゆん間かん、ガシャア、と凄すごい音を立てて格子の間から伸のびてきた腕うでに胸むな倉ぐらを摑つかまれ、力ちから一いつ杯ぱい引っ張られて格子に激げき突とつさせられた。

「う……」

　頰ほおを硬かたい格子にぶつけ、唸うなるシエル。

　喉のど元もとに、小さなフォークが向けられていた。

「牢の鍵を出せ」

　格子の向こう側から、短くそう声がした。

「うぐ……ま、まさか、ミオ王女、ですか？」

　思いの外ほか、強い力で引っ張られている。

　辛かろうじて下に視線を向けると、白い足が格子を踏ふんでいるのが見えた。

「鍵を出せと言っている！」

「か、鍵を手にされてどうします？　ここから出ても、外は警備が厳重ですよ？」

「うるさいっ！　私はこんな所で死ぬ訳にはいかん。外にさえ出られれば、後は自力で何とかしてみせる。さあ、さっさと鍵を出せ！」

　言葉使いは乱暴だが、声そのものは甘い少女のものだった。シエルはランタンを置き、白い腕にそっと手を重ねる。

「牢の鍵は僕はおろか、牢番も持っておりません。この時間は厳重な管理室に預けられているのですから」

「な、に!?」

　シエルが牢の鍵を奪だつ取しゆしてミオ王女を救出する、という手段を取らなかった理由はそこにある。管理室に預けられた物は、軍師や将軍でもすぐには取り出せない。

「そんな……何とか、ならないのか？」

「ない物はない。そう申し上げるしかありません」

　シエルの服を摑んでいた手の力が、緩ゆるんだ。

「あっ!?」

　その瞬間を見み逃のがさず、ミオの手を振り切って逆に手首を摑つかまえ、顔を寄せた。

「僕です、シエルです。ミオ王女、あなたを助けに参りました」

「…………え？」

　鍵の件は、別に脅おどすつもりではなかったが、こうでも言わないとミオの拘こう束そくから逃れる事はできないと考えたのだ。

　情けない事ではあるが、シエルの筋力は囚とらわれの女子よりも弱いのである。

「もう一度顔を見せろ。本当にシエルなのか？」
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　言われるがままに、シエルはランタンを掲かかげて己の顔に光を当てた。

「確かに……懐なつかしい顔だ。少し顔つきが変わったみたいだが」

「それは仕方ありません。僕はこの二年間、必死でしたから」

「天翔虎カルーデイアの軍師だろ？　聞き及およんでいる。エナが言っていたが、お前は本当に私や父を助け、フレリカを再さい興こうする為にここへ来たのか？」

「それ以外に理由はありません」

「自分の出世の為ではなく？」

「それならここに現れませんよ」

　シエルはきっぱりと言い切った。

　それにしても、とシエルは明かりに照らされた捕牢の王女に目を向ける。

　手入れはされていないが、存在感を示す美しい白銀の髪かみ。強い意志が宿る紺こん碧ぺきの瞳ひとみ。右頰ほおから顎あごのラインはきりりと引ひき締しまり、乾かわいた唇くちびるは割れていたが、それでも元来持つふくよかさを失ってはいなかった。

「ところでシエル、鍵もなしに私をどうやってここから出すのだ？」

「──あ、は、はい」

　こんな状じよう況きようでミオに見とれていたシエルは不覚に思いつつ、慌あわてて左手の指輪を抜いて格子の中に手を入れる。ミオはシエルの手から指輪を受け取った。

「時間がありませんので、その指輪をお使い下さい」

「使う？　これは、アーティファクトなのか？」

「その通りです。さあ早く！」

　ごそごそと、牢の中から音がする。やがてほんのりと明かりが見えると、それは一いつ瞬しゆんで弾はじけた。

「おお、こ、これは？」

　その声はやたらと小さく、しかも足あし許もとから聞こえてきた。

「そのお姿ならば牢から出られるでしょう。さあ、こちらへ」

「なるほど……考えたな」

　シエルは片かた膝ひざをつき、左手を掬すくうような形にして地面に置く。その時、格子の間から一いつ匹ぴきの小さな白蜥蜴とかげがシエルの手の中に入ってきた。

　白蜥蜴の指輪アズレザール・リング。それがこのアーティファクトの名前だ。その効果は最長で半日程度、自分の姿を小さな白蜥蜴に変えるという物である。

　シエルは手の中の白蜥蜴を自分の襟えり元もとに置く。白蜥蜴の姿になったミオは襟の隙すき間まに身体を入れ、ちょこんと顔と手だけを出した。

「さあ、早くこんな所から出ましょう」

　シエルは襟元にいるミオにそう言い、監視塔から出て馬に乗った。

「これから帝都の外に向かいますから、しっかり摑まっていて下さい。何かあれば、すぐ言って下さいね」

「わ、わかった」

　白蜥蜴の姿でも会話はできる。シエルは手た綱づなを叩たたき、馬を走らせた。

　第一区の城門に着くと、先ほどの衛兵が顔を出してきたが、行きと同様、あっさりと通してくれた。その後も別の衛兵に止められはしたものの、適当な理由を付けて門を通せと言うと、それ以上は何も言わずに門を開けてくれた。

　シエルはそのまま第二区、第三区の城門を抜けて一気に帝都から出た。

「ああ……本当に、あの牢から……出られたんだな」

　シエルの耳に、ミオの囁ささやきが入ってくる。

「フレリカ王の事は本当に申し訳なく思っています。もう少し早く行動していれば──」

「気にするな。父は立派だった。あの暗い牢ろう獄ごくで二年も閉じこめられてたのに、ひと欠片かけらも誇ほこりを失わなかった」

「そのようなお方だと、存じております」

　シエルは馬を走らせながらミオと話を続けた。少しでも慰なぐさめになるならと思ったのだ。

「父は連れて行かれる前、私に全てを託たくすと仰おつしやられた。父の悲願はフレリカ王家を再びラーカスに蘇よみがえらせる事だった。ここまで段取って私を救出した事を考えれば、向かう先は当然フレリカなのだろう？」

「その通りにございます」

「私を、王にするんだな？」

「はい。フレリカの民たみは皇こう帝ていのような暴君ではなく、民に優しく触ふれて下さる優しき王を渇かつ望ぼうしております。亡き先主、フレリカ王のようなお方を」

「私は父ではない」

　ミオは凜りんとしてそう言った。

「だがこの二年間、私は牢の中で父と向き合い、あらゆる事を学んだ。いつも政務で忙いそがしかった父と、あんなに話せたのは初めてだった」

「ミオ様……」

　シエルは白い息を吐はきながら、紅あかと蒼あおの月明かりを頼たよりに、馬を走らせる。

　やがて街道の先に、ぽつんと佇たたずむエナの姿が見えてきた。シエルはエナの許まで一気に駆かけた。エナはシエルを確認すると自分も馬に乗り、もう一頭の荷物を載のせた馬を引いた。

「どうだった？」

「作戦成功。ミオ様は今、僕の襟元にいる」

　エナが目を凝こらしてシエルの首筋を凝ぎよう視しすると、白い蜥蜴の顔が見えた。

「こんな姿だが私だ、ミオだ」

　白蜥蜴が言う。エナは思わず頭を下げた。

「ご無事で何よりですミオ様。さあ、先を急ぎましょう。夜が明ければ、事が発覚するでしょうから」

「それと僕らの事もね」

　シエルがエナに向かって言った。

「あなたの老師の顔が見物ね。まさか期待していた三人の弟で子しのうち二人が裏切るとは、思ってなかっただろうしね」

「老師は確かに天才的軍略家でお優しい方だった。でも、フレリカ王都をあんな方法で落とした過去は変えられない。敵に回すのは怖こわいけど、後こう悔かいはないさ」

「ふーん」

「それより急ごう。ここからは逃とう亡ぼう戦せんだからね」

　シエルは強引に話題を断ち切り、南に向かって馬を走らせる。エナもついて来た。

　まずはロジーナ、リーフを経由せず、一気に南下して森へと向かう。町に行くとどうしても足がついてしまうし、できるだけ最短距きよ離りを走った方がより安全だからだ。

「なあシエル、どこかで休きゆう憩けいしないのか？」

　襟元から、か細い声が聞こえた。

「休憩なしとはいかないでしょう。エナは大だい丈じよう夫ぶでしょうけど、僕が疲つかれます」

「お前がなのか……」

　シエルやエナが乗っている馬は軍用馬ではない。あまり夜に無理をさせると風か邪ぜを引くし、何より怪け我がをしやすくなる。

　シエルとエナはそれから二時間ほど草原を走り、岩からせり出した横穴を見つけると、その中で休憩を取る事にした。馬達はエナから与あたえられた水を飲み、少し草を食べた後、丸まって眠ねむりについた。

　その間、シエルは薪まきを集めて火を熾おこし、暖を取れるようにした。

「私、もう元の姿に戻もどっていいか？」

　シエルの襟元でかさかさ動いていたミオが、そう言った。

「そうですね、いいですよ。その姿になった時と同じように手を握にぎって下さい」

　ミオは小さな白蜥蜴の手を合わせる。

　すると全身が輝かがやき出し、するすると人の姿に戻っていった。

「あ、ちょっ、肩かたから降りてから……わあっ！」

　シエルの肩で元の姿に戻ったものだから、シエルはミオを支えきれず、バランスを崩くずして転てん倒とうした。

「うう……いてて……」

　シエルが目を開けると、柔やわらかくて、ふんわりと肌はだ触ざわりのいい布に顔を埋うめていた。

　ミオの、スカートの中だった。

『い────やあ──────っ！』

　混乱したミオがスカートを押さえつける。

　だがそれは結果的にシエルの頭をよりぱんつに押し付けるかたちとなった。

（ふもおおお、ふおおお？？？）

　シエルは一刻も早く離はなれたかったが、ミオに押さえつけられて身動きが取れなかった。

「はむお、あうえう──」

「ひうっ……しゃ、喋しやべるなあっ！」

　ミオが身体からだをびくんと震ふるわせる。

　一体どうしたものかと考えていると、どむっ、という鈍にぶい音と共に、脇わき腹ばらに突つき刺ささるような痛みが走った。そのままの勢いでミオの拘こう束そくから逃のがれたものの、転がりながら岩いわ壁かべに激げき突とつした。

「うぐうー……な、何が」

「何がじゃないわよエロシエル！」

　シエルが視線を上げると、眼鏡めがねをかけた鬼おにが立っていた。

「よりにもよってフレリカ王になられるお方のスカートに顔を突っ込こむとは……」

「え……は？」

　エナはきょとんとするシエルの腕うでを取り、上体を起こす。そして水が流れるが如ごとき滑なめらかな動きで、シエルの右腕を太ももで挟はさみ込み、腕を極きめた。

　反そり返った右腕から、みりみりと音がする。

『ワトソン流・幸せの腕固がため！』

「うぎゃあああああああああ！」

　筋肉が伸のばされ、シエルは悲鳴を上げた。

「まだまだ、ここから、よっ！」

　エナが背筋を伸ばすと、文句なしの激痛が腕を駆け抜ぬけた！

「うぃあああああああ！　よぐわがんないっ！　こべんなざい、ごべんなざいいいい！」

　理由もわからぬまま悲鳴と謝罪を連呼するシエル。

「そう！　それよ！　もっとその悲鳴をちょうだい！」

　叫さけべば叫ぶほど、エナは喜んでしまう。シエルは痛みに耐たえつつ、考えた。

　ここは逆にもっとやってと懇こん願がんしてみたら、エナは萎なえて腕を放してくれるのでは、と。

「ひぎぎ……も、もっと……もっとぉ……」

「ぁはあんっ！　いいの？　いいのね？　えいやっ！」

　ばきみしぼき、という音がする。

「みぎゃ──────────────────────────っ！」

　天才軍師シエルの作戦は、失敗に終わった。
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「はあああ、スッゴくよかったぁ……」

　シエルが腕うで固がためによって気絶すると、エナは息を荒あらげてくったりとしていた。

「し、シエルは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「はあ、はあ、だ、大丈夫なんじゃないですか？　残念ですが骨は折ってないですし」

「残念だったのか!?」

　二人のやりとりを眺ながめていたミオは、呆ぼう然ぜんとして動けなかった。エナはシエルの腕から足を抜き、艶つやっぽく乱れた髪かみを整えて眼鏡めがねをくいと上げた。

「ふう……さて、今のうちに」

　エナはすたすたと荷物に向かい、背はい囊のうの一つを探り始めた。

「エナ？」

　ミオがそんなエナの側そばに寄る。

「フレリカの王女たるお方が囚しゆう人じん服のままではいけませんわ。お召めし物ものを替かえましょう」

　エナは背囊から下着やシャツなどを揃そろえ、ミオに渡わたした。

「バカは暫しばらくあのまま放っておいて、これにお着き替がえ下さい」

「う、うむ」

　確かに、ミオが今着ているのは長なが袖そでの、古びた赤黒い服である。布は薄うすく粗そ末まつで、スカートの丈たけもやたらと短かかった。

「この季節にそんな薄布とは……お辛つらかったでしょう」

「寒さ暑さなんか、大した事はない」

　ミオは笑顔を見せ、着古した囚人服を脱ぬぎ、エナが用意してくれた服を着た。

　銀色の髪によく似合う空色のワンピースだった。ずっと同じ服だったミオにとって新しい下着だけでも、とても気持ちいいものだ。

「ああ、嬉うれしいな。こうして新しい服に袖そでを通せるなんて、夢にも思わなかった」

　着替えを終えたミオは目を細め、両手を組んで上げて背せ伸のびをした。

「なあエナ、ひとつお前に頼たのみたい」

　ミオはいきなりエナに抱だきついて、そのふくよかな胸に顔を埋うずめた。

「みー、みみ、ミオ様、何を──」

「うー……うああ……あああ……」

　嗚お咽えつを漏もらしながら、ミオはエナの胸で泣いていた。

「辛かった。長かった。怖こわかった……お父様が死んだ……うう、わあああああああっ！」

「ミオ様……」

　エナは号ごう泣きゆうするミオの身体を優しく抱き返した。

　二年間。ミオはその長きに亘わたり、ずっと監かん視し塔とうの牢ろうに捕とらわれてきたのだ。そして父王の死に加え、シエルやエナが何も行動を起こさなければ、明朝には処しよ刑けいされていたのである。その心中はエナやシエルでは察しきれないほど、辛かったに違ちがいない。

「うう、ひっく……何だかすまん。少し気を緩ゆるめてしまったらしい」

　ミオはしゃくりあげながら、何とか言葉を紡つむぐ。

　そんなミオを、エナは放さなかった。

「いいんです。今の出来事はこのエナしか知りませんから。哀かなしい事、涙なみだと一いつ緒しよに全部流してしまいましょう」

『うう、ひっく、あああああああ──────────────────っ！』

　雄お叫たけびのような泣き声を上げるミオを、エナはきつく抱きしめた。

　それから暫くミオは激しく泣いては静かになり、また号泣する、という事を繰くり返した。息ができず苦しげな時は、エナが優しく背中を擦さすって気持ちを落ち着ける。

　ようやく涙が収まると、ミオは立ち上がって両手を上で組み、思い切り背伸びをした。

「ぷはあ、すっきりした！　何せ獄ごく中ちゆうでは涙一つ見せられなかったからな」

「そう、だったんですか？」

「ああ。牢でさめざめ泣いていれば、ただ牢番を喜ばせるだけだ。今はお前が立派な人間になる為ための試練の時なのだから、涙するのは間ま違ちがっていると父が言っていた」

　ふう、と感かん嘆たんの息を漏らすエナ。さすがは賢けん君くんと名高かったフレリカ王である。辛しん抱ぼうする事の重さを、よく知っていた。

「あのミオ様、不ぶ躾しつけながらお聞きしてもよろしいでしょうか？　いずれ誰だれかに聞かれる事だと思いますので」

　エナは申し訳なさそうに、ミオに頭を下げてそう言った。

　ミオは月光を浴びながら、くしゃくしゃの顔をエナに向けた。

「あたしはミオ様をお庇かばいしたいと考えております。その為には、真実を知っておかなくてはなりません」

「真実？」

「はっきり申し上げて、ミオ様はお美しいですわ。どんな男も放ってはおかないと思いますし……その、誰もがそう考えるでしょうから」

　遠回しな言い方だったが、エナが聞きたい内容は理解できた。

「ああ、そういう事か」

　ミオはエナの真しん剣けんな瞳ひとみを覗のぞき込み、笑顔で答えた。

『私は、きっちり処女だッ！』

　そこまでは聞いてなかった。

「あはは、まーそう考えるのも当然だな。だが、私にはこれがあった」

　ミオは右手首の腕うで輪わをエナに見せる。フレリカ王家の紋もん章しようが刻まれ、美しい細工が施ほどこされた腕輪だった。

「これは、男を寄せ付けないアーティファクト〝醜化の腕輪ソンブル・ブレスレツト〟だ」

「え、え？」

　男を寄せ付けないアーティファクトなど、今まで見た事も聞いた事もない。エナは動どう揺ようしていたが、確かにミオの表情は明るく、とても傷つけられたようには見えなかった。

「証しよう拠こを見せたいが、今日はもう蜥蜴とかげになるやつを使っちゃったから、また今度な」

　ミオはそう言って、くるりと回った。

「ふふ……それにしても、本当に可愛い服だな」

　嬉しそうに笑顔でくるくる回るミオを見ていると、どんなアーティファクトを使おうが、この人を避さける事などできないのではないかと思った。

「何はともあれミオ様、大変失礼な質問をして申し訳ありませんでした」

「構わん。寧むしろそういう事をハッキリ聞けるエナは凄すごい。そういう人物は信しん頼らいできる」

　ミオはエナの隣となりに座り、腕輪を見ながら話し始めた。

「これは絶世の美女といわれたお母様から伝わった物だ。地元の有力貴族との縁えん談だんを進められちゃって、困ったお母様が旅の商人から買ったんだ」

　エナは朧おぼろ気げに、その話を聞いた事がある気がした。

「で、この腕輪のお陰かげでめでたく縁談は破談になり、城でメイドをしていた母を見み初そめたのが、父だった」

　ミオは誇ほこらしげに小さな胸を張り、腰こしに手を当てて話を続ける。

「父は容姿ではなく、献けん身しん的に働く母を選んだ。母は、そんな父の愛に応こたえてアーティファクトを解き、真の姿を父に見せた」

　エレーヌは王おう妃ひとなってから、見み違ちがえるように美しくなったという。

　やがてその美び貌ぼうは旅の吟ぎん遊ゆう詩人がフレリカの至し宝ほうと題して歌い、画家達は競ってフレリカ王妃の肖しよう像ぞう画がを描かいたという。

「そうですか、エレーヌ王妃にそんな秘密が……」

「私は父を心から尊敬する。そしてそんな父から、ずっと言われてきた事がある」

　ミオはすっと立ち上がり、人差し指で前を指差し、力強くはっきりと言った。

「父が死のうと、母が死のうと、お前はお前の道を行け。辛い事も、悲しい事も、何もかも昨日に置き去りにして、今日を、明日あしたを進め……ってな」

　ミオの顔は、意志に満みち溢あふれていた。

「エナ、助けてくれてありがとう。まだ道の途と中ちゆうだが、今はあの暗くら闇やみから出してくれただけで満足だ」

「ミオ様……」

　銀色の髪を靡なびかせて、ミオはまたエナの隣に腰を下ろした。

「なあ、シエルとエナは何で帝てい都とに来たんだ？」

「それは、フレリカ王とミオ様をお助けする為です」

「だがシエルはフレリカを滅ほろぼした軍師の下もとに二年間もいたんだろ？　正直に言えば、私はシエルを信じられん」

　エナはふうと息を吐はき、膝ひざの上に顎あごを載のせ、眼鏡めがねを弄いじった。

「ミスティケープを攻せめた時の、あのディオラの策は最低でした。シエルもあんな下策は見た事がないと憤いきどおっておりました。それでもシエルはディオラの門下に入ったのです。それは全て、お二人を助けたいという想いがあればこそです。本当はディオラを憎にくんでさえいるんですよ、シエルは」

　エナとて同じ想いだったが、それでもディオラの門下に入る忍にん耐たい力はなかった。

「ミスティケープを落としたディオラの下策とは何だ？　私は父に連れられて馬車に押し込まれ、そのまま帝都の監視塔に直行だったからな。何も知らされていないんだ」

　ミオがエナを厳きびしい目で見つめる。エナは困こん惑わくしつつ、眼鏡を弄くりながら語った。

「わかりました、お話しします。でもその前に、まずミスティケープ陥かん落らくの直前にあった出来事をお話ししなくてはなりません」

　エナはちらりとシエルに目を向ける。シエルには、聞かれたくなかったからだ。

「ミスティケープ陥落前、フレリカは帝てい国こく軍の猛もう攻こうにあい、まずラーゼンの砦とりでを失いました。その時、ラーゼンを守っていたのは……シエルのお父さんでした」

　ミオの表情が、凍こおりついた。

「それで、シエルのお父さん……ラゴス大だい将しよう軍ぐんは？」

「帝国の大軍師ディオラと大元げん帥すいジン率いる二五〇〇〇の兵に一歩も引くことなく、最さい期ごまで戦い抜ぬいたそうです」

　淡たん々たんと、エナは語り続ける。

「帝国軍はラーゼンの次に、南下してブレイブの町を落としました。既すでに西フレリカは帝国の手中にあった為、王都ミスティケープを落とせば天下統一です。ところがミスティケープは天下に名だたる要よう塞さいです。そこでディオラは──」

　エナは口を押さえ、眉み間けんに皺しわを寄せて言った。

『ブレイブの町の子供達を強制徴ちよう集しゆうし槍やりを持たせ……帝国軍の先せん鋒ぽうとしたのです』

「…………ッ!?」

　ミオは目を見開き、絶句した。

「あたしはシエルともう一人の仲間フレイと共にその瞬しゆん間かんを目もく撃げきしました。泣きじゃくりながら王都の城じよう壁へきに向かって歩かされる子供達を目にしたフレリカ王は、一いつ矢しも放たずにミオ様を連れて帝国軍に降こう伏ふくしました」

　エナは拳こぶしを握にぎり締しめ、悔くやしそうに言葉を吐き出す。

「激高して帝国軍に切り込もうとした仲間を、シエルは止めました。今、無む謀ぼうな戦いをするよりも、僕らでできうる最大の事をしようと。そしてあたしはシエルに手を引かれ、フレリカ王とミオ様を追って帝都にやって来たのです」

　ミオはがくん、と頭こうべを垂れて脱だつ力りよくした。

「そう、だったのか……親を殺され、そんな畜ちく生しようにも劣おとる下策を見せられてなお……その相手に師事したのか、シエルは」

「シエルは我が慢まんに我慢を重ね、今では帝国でも名の知れた軍師になりました。全てはフレリカの為、フレリカ王とミオ王女の為です」

「信じていいんだよな、シエルを」

「シエルを信頼できないならば、他に信頼できる者など一人もおりませんわ」

　エナは強い口調で、そう言った。

　ミオはそっと、後ろで情けなく気を失っているシエルに目を向ける。

「おかしな奴やつだな。こうやって見ると、そんなに凄い軍師には見えんのだが」

「それにつきましては、全く同感ですわ」

　二人は目を見合わせて、くすっと笑った。




　結局、シエルは朝まで眠ねむってしまった。

　シエルは慌あわてて火を消し、馬の状態を確かめる。

　エナとミオは二人で抱き合うように眠っていた。

「うう、昨日はよくわからないうちに寝ねちゃったなあ」

　シエルは軋きしむ腕うでを擦りながら、洞どう窟くつの外に出た。冬の冷たい風が、頰ほおから水気を奪うばっていく。空は雲一つ無く、辺り一面に生えた草が波のようにうねっていた。

　太陽は既に天高く輝かがやいている。今いま頃ごろ、帝都では牢から消えたミオ王女の行方ゆくえと、同じく姿が見えないシエル、エナの両名を関連づけている頃ころだろう。

「少し急ぐかな」

　シエルは欠伸あくびをしながらエナとミオの二人を起こしに行った。ぐっすりと音も立てずに眠る女子二人の許へ行き、四よつん這ばいになって彼女らの寝顔を覗き込む。

　一いつ瞬しゆん、どきっとした。

（な……何て可愛いんだ、二人とも）

　特に目を惹ひいたのはミオの寝顔だった。

　美しい銀の髪かみ。きめの細かい肌はだ。長い睫まつげ。少しやつれてしまっているが、決して損そこなわれない真からの美しさに、シエルは心を奪われそうになった。

　考えてみればシエルは昨晩、殆ほとんどミオの顔を見ていなかった。何せ暗かったし、すぐ白蜥蜴にしてしまったのだから。

　シエルはもっと近くで二人の顔を見たかったが、頭を振ふってその邪よこしまな思いを払ふつ拭しよくした。ミオはともかくエナが起きてきたら、今度は丸一日再起不能にされかねない。

　エナは黙だまっていれば可愛いが、起きれば変態サディスト暴力娘むすめなのだ。

「ふ、二人とも起きて。もう行かないと」

　シエルはそう声を掛かけ、二人の肩かたを揺ゆらす。

「んん……んーっ！」

　エナが寝ぼけ眼まなこを指で擦こすろうとして、眼鏡にそれを阻はばまれる。

「ん？」

　ようやく視点が定まってきたのか、エナを見下ろすシエルと目が合った……と同時に、エナの頰が瞬しゆん時じに赤く染まった。

「おはびょっ！」

　エナの拳が、シエルの顎を打うち抜く。

　電気のような痛みが、シエルの脳天を駆かけ抜けた！

「ううう、何で──」

「レディの寝顔を覗くのは、お仕置きに値するわ」

「だからって、拳で殴なぐるかなあ……」

　シエルはこのままだとエナに殴り殺されるか、絞しめ殺されるかしかねないなと思いつつ、馬に荷物を積んだ。

「じゃあエナ、ミオ様を起こしてよ。そろそろ帝都から追っ手が放たれる頃だよ」

「えっ!?　もうそんな時間!?」

　エナは懐ふところから懐かい中ちゆう時計を取り出す。九時十分だった。

「いっけない！　私はミオ様を起こすから、シエルは出しゆつ立たつの準備を！」

「はあ……だからそう言ってるし、もうやってるよ……」

　シエルは重ねて嘆たん息そくし、何とかごまかせた事に安あん堵どして馬を引き、洞ほら穴あなを出た。

　三頭の馬は岩から染み出した湧わき水みずを飲み、草を食べる。これから飲まず食わずになる可能性もあるので、暫しばらくそのまま食事をさせておいた。

「お、おまたせ！」

　十分くらい経たった頃、シエルの許にエナとミオがやって来た。エナは重そうな背はい囊のうを三つも抱かかえ、平然と馬に積み込んだ。

　そして、ミオがシエルの前に来る。

「おはよう、シエル」

「おはようござ……」

　言葉が止まった。

　ミオはスカイブルーのワンピースに、純白のブラウスを着ていた。更さらに髪も手入れし、ツインテールが銀色の髪を際きわ立だたせる。昨日は囚しゆう人じん服だったので気づかなかったが、それは神こう々ごうしいまでの可愛さだった。

「どうだ、ん？　可愛いか？」

「はい、とても」

　即そく答とうだった。お世辞でも何でもない。本心というか、反射的にそう答えていた。

「えへへ、うん、よろしい。それで今日はどこまで走るんだ？」

「今の時間だと夕刻には追っ手が我らの姿を捕とらえるでしょう。リーフの森まで何とか逃にげ切って、そこでひと合かつ戦せんやります」

「むう、そうか……合戦になるのか……」

　ミオは哀かなしげな表情を浮うかべる。だが、事実を隠かくしたところで意味はない。

「森に辿たどり着つく前に追っ手に捕つかまれば全て終わりです。さあ、急ぎましょう」

「わかった」

　シエルはまず自分が馬に乗り、その後ミオの手を引いて自分の後ろに騎き乗じようさせた。後方に目を向けると、エナはしっかりと馬に乗り、荷物用の馬の綱つなも固定させていた。

「エナ、準備はいい？」

「問題ないわ」

　エナの言葉を合図に、ミオがシエルの腰こしに腕を回す。

　シエルはなるべく何も考えないようにして、手た綱づなを叩たたいた。
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　ラーカス北部は比ひ較かく的てき起き伏ふくが無くて緩ゆるやかだが、中央にあるソルート山脈に近づくと辺りは一変し、土と岩が剝むき出しになった荒こう野やへと姿を変える。

　しかも街道から外れた道なので、獣けものや魔ま物ものの出現にも気を配らなければいけない。

　シエルとエナの馬は、道無き草原を風と共に走る。

　大型の鳥が、抜けるような青空の中を旋せん回かいしていた。

「なあシエル」

　不意に、背後のミオが話しかけてきた。

「何でしょう？」

「その敬語、やめてくれないか？　気持ち悪いんだが」

　うぐ、と言葉に詰つまるシエル。

「そんな事、できる訳ありませんよ！」

「むう、また使った」

　むくれるミオ。

　だが、前を向くシエルにその愛らしい仕草を確認する術すべはなかった。

「仕方がありませんよ。あなた様は僕やエナ達の主あるじなんですから」

「じゃあ早さつ速そく命令する。お前は私に敬語を使うな」

　そんな無茶なとシエルは思う。シエル一人がそんな扱あつかいを受ければ、周りはどう見るか。

「では僕だけでなく後ろのエナや、これから合流するフレイ、マギーの二人にも同じ命令をして下さい。三人とも僕の兄妹きようだい分みたいなものですので」

「うー、むー？」

　ミオは唸うなり声を上げて何やら考えていた様子だったが、やがてシエルの腰をぎゅっと握って言った。

「いいだろう。その条件、飲もうじゃないか」

「では僕も約束を守ります」

　シエルは深く息をして、叫さけぶように声を上げた。

「ミオ様、もっとスピードを上げるからしっかり摑つかまって！」

「おうっ！」

　ミオは笑顔でシエルの腰にしがみつく。シエルはエナに目を向け、馬の足を更に早めた。

　広大な草原を、三頭の馬が走る。左手前方には山頂が白銀に輝くソルート山脈がうっすらと映り、雄ゆう大だいな景色を演出していた。右手は地平線まで見えそうな草の海で、風に吹ふかれて緑の波は紋もんを作り出している。

　シエル達は朝食も昼食も馬上でとった。それだけ昨晩休んでしまった時間のロスは大きかったのだ。

　やがて登りや下りの坂が多くなり、辺りにごつごつとした岩が増え始めた。リーフの森近くの、丘きゆう陵りよう地ち帯たいに入ったのだ。

　もうすぐフレイ達との合流地点に辿り着く。

　そう思っていた、その時だった。

「シエル、後ろから馬群が！」

　エナの叫びで、後方に目を向ける。

　そこには明らかにこちらを目指してくる軽けい装そう騎き兵へい隊たいの姿があった。

「あらら、思ったより多いなあ」

　馬軍は下り坂を駆け下り、真まっ直すぐシエル達に向かってくる。

　その数は、一見しただけで五〇〇は超こえていた。

「エナ、荷の馬を放そう。もう森は見えてるから」

　シエルが指差す先には、リーフの森が広がっていた。

「急ぐよ！」

「わかってるわよ、うるさいなあ！」

　エナは荷物を載のせた馬の手綱を放し、両手で自分の馬の手綱を引いて速度を上げた。

　馬の息も荒あらくなる。だがシエルは股ももに力を入れ、馬にもっと走るよう促うながした。

　ここで足を緩めれば瞬またたく間まに追いつかれ、追っ手に取り囲まれてしまう。

　追っ手は鍛きたえられた騎き馬ば兵だった。次第にシエル達との距きよ離りが縮まっていく。

　敵軍の先頭を走る騎馬兵が馬から立ち上がり、弓を取り出して矢をつがえた。

「シエル、矢がくるわ！」

　エナの叫びと同時に騎兵隊から次々と矢が放たれる。

　空から無数の矢が降り注ぎ、とすとすとす、と草原に突つき刺ささる。

　シエルは夢中で馬の動きを左右に振り、矢を避よける。特にそのような技術を持っている訳ではない。闇やみ雲くもにやっているだけだ。

「もう……少しッ！」

　シエルが叫ぶようにエナを鼓こ舞ぶする。

　そしてシエルとミオの馬が森に入り、エナの馬も続いた。

　リーフの森の道は草原よりも遥はるかに走り辛づらい。まして大軍であればあるほど、速度を上げられなくなる。だが、追っ手の先頭を走って来た数騎はそのままの勢いでシエル達を追いかけてくるだろう。

　とはいえ森にさえ入ってしまえばシエルの方が圧あつ倒とう的てきに有利だ。何な故ぜならシエルはフレイを訪れる為ため、ほんの数日前にこの道を走り、何ど処こに曲がり道があるか、何処に起き伏ふくがあるかを完かん璧ぺきに覚えていたからだ。

　それに対して追っ手の軽装騎兵隊はこの道に馴なれていない。故ゆえに馬の速度を思うように上げられず、シエルらとの差はどんどん広がっていった。

「エナ、きちんと着いて来てる？」

　シエルは直線の道に入ってから、後ろのエナに気を払はらった。

「こ、こんな速さで、逃げないとダメなの!?」

「速度を落とせば追っ手の餌え食じきだからね。もう少しだから、がんばろう！」

「くううっ！」

　エナはこんな狭せまい道で、景色が溶とけるほどの速度で馬を走らせた事など一度もない。

　だが自分よりも馬術が下手なシエルがどんどん先に行くのが我が慢まんできず、恐きよう怖ふを押し殺して手綱を握にぎっていた。

「シエルに応おう援えんされるのって、ムカつくわ」

「何で!?」

「理由はわからないけど、譬たとえるなら飼い犬に応援されている気分？」

「酷ひどすぎる譬えだね！」

　軽口を叩けるなら、大だい丈じよう夫ぶだ。

　もうすぐフレイに指示した場所に辿り着く。

　それまでは何とかこの速度を保って貰もらいたかった。

「シエル、このまま追っ手を振ふり切るのか？」

「それは無理っ！」

　ミオはシエルの作戦を、何も聞かされていない。

　細くて頼たよりなさげなこの背中を信じ、すがるより他になかった。

「見えた！」

　そう叫ぶと同時に、シエルとミオ、そしてエナは開けた場所に出た。

　逃げる三人は目ま映ばゆい陽光に目が眩くらんだ。

　そこはシエルがフレイに示した広場で、木こ漏もれ日びが途と切ぎれ、白い雲が見える。予定通りに事が運んでいれば、この広場の茂しげみにフレイが潜ひそんでいるはずだ。

（大丈夫。フレイは必ずここにいる！）

　シエルはそう信じて、馬を走らせた。正面に狭くなった道が見える。シエルはそこにエナを導きながら飛び込んでいった。

　明るい場所から突とつ然ぜん暗い森の中に入り、一いつ瞬しゆん、視界がぼやける。

　その時、シエルらの耳に頼たのもしい声が入って来た。

「あにきっ！　そのまま走り抜ぬけるです！」

　マギーの声だった。

　シエルは馬を止めず、目を擦こすりながら辺りを見る。

「マギー？　フレイは!?」

「大丈夫、早く行くです！」

　シエルの目にマギーは捉とらえられなかったが、数人の兵が伏ふせているのは確認できた。

「ミオ王女は無事だから。後は任せたよみんな！」

『おおおおおおおおおおおおっ！』

　兵士達の頼もしい声を背に、シエル、ミオ、エナの三人は森の道を駆かけていった。







「さて、いっちょやるですか！」

　マギーはぱちん、と足を叩たたいた。

　それは、奇き妙みような形のブーツだった。外側に鋭えい利りな刃やいばが付けられ、アキレス腱けんの裏にその刃を止める棒が通っている。マギーが足を鋭するどく振り上げると、外側の刃が反転して下に向き、ブーツの底にその刃の止め棒が移動し、踏ふむような形となる。

　これこそ、小さな身体からだを最大限に活いかした西方エリューディンに伝わる武術「蹴しゆう爪そう術じゆつ」で使われる独特な武器「爪そう甲こう沓とう」である。

「隊長、前方より一〇〇騎ほど、敵が来ます」

　報告を受けて、マギーの顔つきが変わった。

「あにきの言った通りの展開ですね。よし、騎馬隊三〇名はボクと一いつ緒しよに柵さくの外で待機。長なが槍やり隊は柵の内側から敵を食い止めるです！」

「ははっ！」

　マギーは素早く騎き乗じようすると、両りよう腕うでのガントレットと胸当てに触ふれ、馬を走らせた。

　その騎馬には特とく殊しゆな鞍くらが取り付けられていた。足を掛かける鐙あぶみが無く、鞍そのものの左右に突とつ起きがあって、そこに足を掛けるようになっている。鞍の前にはハンドルがあり、手た綱づなはそこに掛けられていた。

「では蜂はち蜘く蛛も隊たい、行くです！」

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！』

　シエルの私兵、蜂蜘蛛隊の主おもな仕事は斥せつ候こうだが、勿もち論ろん、戦せん闘とうもこなせる。

　マギー率いる騎馬隊が森から飛び出すと、帝てい国こく軍の先せん遣けん隊たいが顔色を変えた。

「前方に敵!?」

「構わん、敵は少数だ。押し通るぞ！」

『おうっ！』

　帝国軍軽装騎兵隊は手綱を叩き、速度を上げる。

　マギー率いる三〇と軽装騎兵隊の一〇〇騎が、森の広場で激げき突とつした。

「はああああああっ！」

　マギーは鞍に取り付けられたハンドルを握り、敵騎兵が繰くり出す槍を足で弾はじく。そのまま身を乗り出して足を振り、敵兵の胸を爪甲沓の刃で貫つらぬいた。

　落馬した兵を目にした敵三騎が、眉み間けんに皺しわを寄せてマギーに襲おそいかかった。

　一人が槍を投げ、二人が矛ほこを上から振り下ろす。マギーは器用に投げ槍をガントレットで弾き、馬上で逆立ちになって足を開くと、身体を回転させて矛を弾き、二人の騎兵の首を刎はね飛ばした。

　するりと回って体勢を戻もどすマギーの周囲には、動かなくなった兵士らが倒たおれていた。

「おお、おおおお……」

　帝国軍はマギーの動きに怯ひるみ、足を止めた。

「みんな、少し下がるです！」

　マギーの合図で、蜂蜘蛛隊の面々が槍を振り回しながら下がっていく。

「お、追え！　逃にがすな！」

　帝国軍はマギーらを追いかけようと馬を前に進めた、その時だった。

　森の中から帝国軍に向かって、大量の矢が射かけられた。

　帝国軍は速さを重視した軽装騎兵隊である。その装備は追つい撃げき部隊専用の赤く染められたレザーアーマーであり、至し近きん距きよ離りからの矢を防ぐ頑がん丈じようさはなかった。

　マギーは馬の踵きびすを返し、ばたばたと倒れていく帝国兵に目を向ける。その脳のう裏りに、シエルから指示された命令書の一文が過よぎった。

〝マギーの相手は帝国軍軽装騎兵隊になるだろう。矛を交えた後、敵を引きつけて下がりつつ、弓矢で対処すべし。その後、敵が重じゆう鎗そう騎き兵へい隊たいを出してきたら、マギーが前に出て敵将を討うち取るべし〟

　今、まさにシエルが言った通りの事が目の前で起きていた。

　もし相手が重騎兵隊ならば、この程度の矢数など物ともしない。だが軽装騎兵隊はその名の通りの装備しかしていないので、この待まち伏ぶせ攻こう撃げきは覿てき面めんだった。

「ここまではあにきの言う通り。という事は次も……」

　慌あわてて距離を置く軽装騎兵隊に代わり姿を見せたのは帝国軍の主力、重鎗騎兵隊だった。

　その数は軽装騎兵隊よりも少ないが、存在感は圧倒的だった。

「よーし、ボクの出番ですね」

　マギーは一騎で馬を進め、動どう揺ようする敵軍に向かって叫さけんだ。

『新生フレリカ軍マギー・バイパー。脆ぜい弱じやくなるお前達に、我が爪甲沓の刃を受けられる猛も者さはいないのか！』

　びしり、と空気に亀き裂れつが入る。そして次の瞬しゆん間かん、帝国軍の怒いかりが天を衝ついた。

「小こ娘むすめが調子に乗りおって！」

「こうなれば貴様ら全員、八やつ裂ざきにしてくれようぞ！」

「いやそれだけでは飽あき足たらん！　裸はだかにひん剝むいて、生まれてこなければ良かったと思うほど、陵りよう辱じよくしてくれん！」

　各おの々おの好き放題わめき散らす。

　マギーはそんな彼らに向かって肩かたをすくめ、遠目からでもわかるほど、深く嘆たん息そくした。

「帝国軍というのは実力も勇気もないくせに、口と脅おどしだけは一流です」

『こ……殺してやる！』

　顔を真っ赤にした軽装騎兵が一騎、マギーに向かって突つっ込こんできた。

　マギーがハンドルを引くと、力が手綱に伝わって馬が駆け出す。

「我われは帝国軍百将──」

　パン！

　敵兵とマギーが交こう錯さくし、敵兵の身体から壺つぼのような物が宙に跳はね、地面に転がった。

「剣けんも持たずに突とつ進しんしてくるような馬ば鹿かに興味は無いですよ」

　気づけば、いつの間にかマギーの足には刃が輝かがやいていた。

「もう終わりです？」

　マギーがぎらり、と帝国軍を睨にらみ付ける。帝国軍の兵士達は、その異様な姿に冷ひや汗あせを流して後ずさった。身長は一五〇もない。そんな小こ柄がらな少女が帝国軍百将を簡単に倒してしまったのだ。言い知れぬ恐怖が帝国軍に伝でん播ぱしていく中、一ひと際きわ大きな騎き士しが前に出た。

「お前達では無理だ。ここは俺に任せろ」

　男は赤に輝く重厚なプレートアーマーを着て、片手に巨きよ大だいなハルバードを持っている。明らかに軽装騎兵隊の者ではなかった。

「小娘！　我は帝国軍追撃隊副長ゴルゴスである。このハルバードを自在に操れる我と貴様、力の差は歴然だ。大人しく投降するならばそれで良し。さもなくば、腕うでの一本や二本は覚かく悟ごして貰おう」

　眉まゆが太く引ひき締しまった顔つきで、逆立つ金色の髪かみは敵を威い圧あつし、味方を鼓こ舞ぶする。副長ゴルゴスならば万が一もないだろう。そんな帝国軍の空気を、またしてもマギーが溜ため息いきと共に吹ふき飛ばした。

「うん……ごめんです、やっぱり雑ざ魚こには興味が湧わきません」

　どビシイッ、と空間が裂さけるような一言だった。

「雑魚は俺の技量も分からぬ貴様だ！　馬上で長なが物ものを操れるという事はそれだけの筋力があるという事だ。お前の首など片手で潰つぶせるほどにな！」

「何かを潰すのが自じ慢まんなら、果くだ物ものでも潰してジュース屋さんでもやってろですよ」

「…………」

　ゴルゴスの眉間に皺が刻まれる。怒りが頂点を通り越こし、もはや言葉にならなかった。

　数瞬、緊きん張ちよう感かんが場を支配する。

　マギーとゴルゴスが、同時に馬を駆った。

（ハルバード……）

　マギーはその武器を見て、足をくるりと回して爪甲沓の刃を引っ込めた。

　敵将が持つ大きなハルバードは槍の先に巨大な斧おのが付けられたもので、本来歩兵が騎兵に使う武器である。それを片手で操れるという膂りよ力りよくは、確かに凄すさまじいのだろう。

　だが、マギーはこういう力だけに頼たよる男が大だい嫌きらいだったし、そもそもマギーが使う蹴爪術はどうしても敵かなわない男の力に対たい抗こうすべく、女性が編み出した格かく闘とう術なのである。

「正気か小娘ェ！」

　ゴルゴスは顔を真っ赤にし、二の腕を盛り上げてハルバードを振ふりかぶる。

　渾こん身しんの力を溜ため込んでいた。

「あなたの顔、嫌きらいです」

　マギーはなおも挑ちよう発はつ的な言葉を口にする。

　二頭の馬は凄まじい勢いで接近した。

「うおりゃああああああああああああああああああああああっ！」

　ゴルゴスのハルバードが、マギーの頭を目め掛がけて振り下ろされる。マギーは左手でハンドルを握にぎって左足を鞍の上で踏ん張ばり、右足で蹴けりを放った。

　バギィン、という金属音が響ひびき、重いハルバードがマギーの爪甲沓と激突した。

「くおっ!?」

　ゴルゴスが驚きよう嘆たんの声を上げる。

　マギーはキィン、という甲かん高だかい音を纏まとって右足を振り抜ぬき、ゴルゴスのハルバードを頭上へと弾いた。

「な……にぃ!?」

　怪かい力りきを誇ほこるゴルゴスが、思わず目を丸くするほどの衝しよう撃げきだった。マギーは身体を浮うかせてくるりと回転し、左足を折おり畳たたむ。

　そしてゴルゴスの胸めがけて鋭するどい蹴りを叩き込んだ。

「むおっ！」

　咄とつ嗟さにハルバードの柄えでそれを受け止める。

　ゴォン、と激しい音と共に、ゴルゴスは馬ごと吹き飛ばされた。

　あまりに強きよう烈れつな蹴りだった。

　ゴルゴスは何とか手綱を引いてバランスを取り、体勢を立て直す。

　一方、マギーは蹴りの反動で馬に戻り、平然とゴルゴスを見ていた。外見はまだ未成熟な少女なのに、蹴り足の強さはゴルゴスの膂力を超えていた。

「娘ぇ……名は？」

　少女はめくれたスリット入りのスカートを手で戻しつつ、言った。

「マギー・バイパー」

　右の膝ひざを曲げ、鋭く足を伸のばすと、レッグスの脹ふくら脛はぎにあった棒がぐるんと回り、外側に装着された刃やいばが下を向いた。

「噂うわさに聞く蹴爪術、これほどとは……」

　ゴルゴスは自慢の武器の有様を見て、そう呟つぶやいた。最初の蹴りでハルバードの刃が曲がり、二度目で鉄製の柄が歪ゆがんでいた。

　おおおおお、と周囲の兵士らが響どよめく。力なら、絶対にゴルゴスが勝つと思っていた。だが一見華きや奢しやな少女はそのゴルゴスに何と力で挑いどみ、打ち勝ったのだ。

「勝負はまだついておらん！」

　ゴルゴスは曲がったハルバードを持ち直し、再びマギー目掛けて襲いかかる。

「潔いさぎよくない人、大嫌いです」

　マギーは左足の刃も出し、馬を走らせた。

「ぬあああああっ！」

　ゴルゴスはハルバードを目め一いつ杯ぱい横に構える。

　巨大な斧が小さな身体からだをひしゃごうと唸うなりを上げるが、マギーはそれを跳ねてかわす。

　そして次の瞬間、振り抜かれたマギーの左足によってゴルゴスの胴どうから球体が斬きり飛ばされ、辺りに赤い雨をまき散らした。

　マギーは回転しながら地面に着地し、土を刃で搔かいて身体を止めた。

「あ……ああ……」

　帝てい国こく兵が、絶句する。

　マギーの完勝だった。

〝一いつ騎き討うちに勝てば、帝国軍の戦意は更さらに低下するだろう。そこでマギーの勝ち鬨どきを合図に、森に伏ふせていた兵ら全員に声を上げさせるべし〟

　後はシエルの指示通り馬上で勝ち名乗りを上げ、味方に歓かん声せいを上げさせるだけだ。マギーは膝を勢いつけて曲げて爪甲沓の刃をしまうと馬に乗り、右手を挙げて……止まった。

（あー、しまったですね。名前何だっけ？）

　マギーは汗をぼたぼた垂らし、討ち取った男の身体に目を落とす。

　はっと、思いついた。

「フレリカ軍マギー・バイパー、身体と態度がでかい人、討ち取ったです！」

『うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお─────────っ！』

　その瞬間、シエルの命令通り、茂しげみに伏せていた味方も一いつ斉せいに声を上げた。それは周りの木々に反はん響きようし、熱気を伴ともなって追つい撃げき軍を包み込んだ。

「ゴ、ゴルゴス副長がやられた！」

「それにこの歓声は何だ、二〇〇や三〇〇じゃないぞ！」

「おおお……」

　追撃軍の面々に、恐きよう怖ふが伝播していく。

　それは、もはや誰だれにも止められなかった。







　その頃ころ、すっかり足が止まった帝国軍の様子を、一人の男が馬上から窺うかがっていた。

「はは、さすがにやるじゃねぇか、マギー！」

　シエルの指示で兵を茂みに潜ひそめていたフレイ・フォルク率いる主力部隊だった。

〝フレイは広場の茂みに主力を潜ませ、マギーの勝ち鬨を合図に敵後方より突とつ撃げきせよ。敵は軽装騎兵隊を後ろに下げているはずなので、一気に駆かけ抜けて大将を討ち取れ。なお敵の荷に駄だ隊は森の狭きよう路ろにいるはずである。一隊を差し向けて物資を全て奪うばうべし〟

　まさに今、フレイ達の出番だった。

「よーし、これより我らは敵後方に移動する。歩兵一〇〇は後続の敵荷駄隊を襲おそえ。残りはオレについて来い。行くぞ！」
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　フレイらは敵軍後方に移動し、速すみやかに作戦を実行した。

『よし、突撃！』

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！』

　フレイは自ら騎き馬ば隊五〇を率い、副将を失って呆ぼう然ぜんとしていた帝国軍に突撃した。

　帝国軍は前方に軽けい装そう騎き兵へい隊たい、後方に重騎兵隊、最後方に輸送部隊がついて行くという布ふ陣じんだった。だが軽装騎兵隊は前方のマギー隊に止められた為ため、今は隊を入いれ替かえて重騎兵隊が前にいる。つまり、フレイはマギーによって動かされた軽装騎兵隊に突っ込む形になっていた。

「敵てき襲しゆう！　後方より敵襲ぅううう！」

　呆然としていたところに奇き襲しゆうを受けた帝国軍は、完全に浮き足立った。

「命が惜おしいヤツぁすっこんでろ。敵将はどこだ、怖おじ気けづいて出てこれねぇかぁ!?」

　フレイはそう叫さけびながら、帝国軍の中を駆け回った。

　向かうところ敵無し。フレイの進路を阻はばもうとした者は悉ことごとく吹き飛ばされ、落馬し、痛みすら感じる間もなく倒たおされた。

「そこまでだ！」

　敵軍を駆け抜けていたその時、静かな低音がフレイの耳に入ってきた。

　その男はフレイの左横から剣を振るってきた。咄嗟に矛ほこで受け止め反はん撃げきに出る。だがその男は素早くフレイの後方に馬を引き、再び距きよ離りを取った。

「ほー、小こ賢ざかしいマネすんじゃねーの。何者だ？」

　男は二本の細い剣けんを交差させ、背筋を伸ばして名乗った。

「私は追撃隊隊長ガラカだ。貴様こそ名乗れる名があるのなら言ってみろ。聞いてやる」

「は！」

　フレイはぶおんと矛を振り、声を張り上げた。

「オレはフレリカ軍のフレイ・フォルク。それともあれか、リヴェラルウイングのゴードン・ワグナーの方がわかりやすいか？」

　その名を聞いた者は、誰もが背筋を凍こおり付かせた。

「千人斬ぎり将軍……驚おどろいた、こんな任務で高額賞金首と出会えるとは、運がいいな」

「ほう、オレと出会って運がいいたぁ、それなりに楽しませてくれるのか？」

　ガラカは首くび飾かざりを握り込み、フレイに告げた。

「普ふ通つうに戦えば勝てんかもしれぬが、こいつがあればわからんぞ？」

　首飾りが輝かがやきを増し、ガラカの身体が淡あわい光に包まれた。

「ふん」

　フレイはその炎ほのおのような眉をぴくりと上げて言った。

「見せてもらおうじゃねぇか」

　アーティファクトは厄やつ介かいなものだ。物によっては本人が大した力を持っていなくても、豪ごう傑けつ達と渡わたり合える。

　ガラカは首飾りを離し、息をひとつ吐はいた。

「さて、やるか！」

　フレイを睨にらむガラカ。その表情は自信に溢あふれていた。

（どんなモンかね……）

　ぎりっ、と矛を握るフレイ。ガラカの表情から防護系のアーティファクトだという事が窺える。この手の物を持つ将はわざと相手に打ち込ませる為、妙みように自信を持っていたり、相手を挑発して来たりする。

（だが、睨めっこしてても仕方ねえか！）

　フレイががちんと歯を食いしばり、手た綱づなを叩たたく。矛を振りかざして馬を駆り、猛もう然ぜんとガラカに襲いかかる。あっという間に間合いを詰つめ、矛を振り下ろした。

　風を切り、空気を裂さくほどの一いち撃げきが、ガラカの顔に向かっていったが……ガラカの頭上で、急に矛の軌き道どうが変わった！

「なにっ!?」

　困こん惑わくするフレイに対してガラカはにやりと笑い、手にした剣で三撃、フレイを斬った。

「ぐっ」

　胸を狙ねらった一撃は何とかかわせたが、右みぎ肩かた、右足の鎧よろいが砕くだけ、赤く滲にじむ。

　フレイは咄嗟に馬を跳はねさせ、ガラカから距離を取った。

「ちっ」

　ガラカは舌打ちし、馬をフレイに向けた。

「ってぇ……なるほど、妙なアーティファクトを使いやがる」

「残念だったな。こいつの力は絶対防ぼう御ぎよだ。貴様の刃は私には届かん」

　ちゃっ、と剣を持ち替え、ガラカは不敵な笑みを浮かべる。

　絶対防御のアーティファクト。それを聞いて、フレイは違い和わ感かんを覚えた。

　そんな力を持つアーティファクトを副作用セコンダリなしで使えるはずがないし、将軍でもない男が持つには不ふ釣つり合あいだ。

「絶対防御ねえ……」

　フレイは矛を握にぎり直す。敵将ガラカは馬上にありながら、細身の双剣という何とも頼たよりない武器を持っている。それは先のフレイのように、アーティファクトで敵の渾こん身しんの一撃を逸そらし、急所を突つくのに最も適した武器だった。

（何なんだあのアーティファクトは……そんな大層なモンじゃねぇはずだが）

　何か、からくりがある。フレイはそれを必死に探っていた。

「もう怖じ気づいたか。ならば、こちらから行くぞ！」

　ガラカは剣を構え、フレイに迫せまった。手綱から両手を離し、剣撃を打ち込んでくる。フレイはそれを難なく受け、矛で刺さす。だがその反撃も、軌道を変えられてガラカには届かなかった。

「ははっ、無む駄だだ無駄だ！」

　勢いづいたガラカが、再び馬上から剣を振ふる。

　こうなると、さすがのフレイも守勢に回らざるを得なかった。

「くっそー、何なんだ！」

　元々、フレイはあまり考えるタイプではない。

　この飄ひよう々ひようとした相手は、フレイにとって相性が悪かった。

「うらあああっ！」

　フレイは馬上から地面をがりがりと削けずり、砂すな埃ぼこりと共に矛を振り上げる。

　それをじっと睨んだガラカの手前で再びぬるりと矛がずらされた。

「ちいい、本当に無駄なのか？」

　その時、フレイは目に飛び込んできたある小さな事に気を取られた。

　矛は確かにかわされた。だがフレイが苦し紛まぎれに巻き上げた砂埃に混じっていた小石がガラカのアーマーにかつんかつん、という音を立てて当たっていた。

「しゃああっ！」

　今度はガラカが双剣で突きを放つ。

　フレイは身体を反そらして避よけようとしたが、剣先が右みぎ腕うでを捕とらえた。

「ぐうっ！」

　フレイが唸うなる。二人は互たがいに武器を振り、馬を走らせて間合いを取った。

「はっはっは、やはり私は運がいい！　脱だつ走そうした王女を捕らえた上に千人斬りを倒したとあらば、出世は間ま違ちがいない」

　周りで固かた唾ずを吞のんでいた帝国兵も、武器を鳴らしてガラカを後押しした。

　傍はた目めから見れば、間違いなくフレイは劣れつ勢せいである。

　だがフレイはある種、確信に近いものを感じていた。

（読めてきたぞ。やはりあのアーティファクト、大したモンじゃねえ！）

　フレイはふうと息を吐き、矛を握る。

「要するにてめえの能力は、目で確認できるモンの軌道を変える力なんだな？」

『うっ!?』

　ガラカの顔から、急速に笑みが消えた。

「だったらやり方を変えるだけだ。一発で楽にしてやろうと思ったが……覚かく悟ごしろよ？」

　フレイは馬を走らせ、ガラカに向かって行った。

「おりゃああっ！」

　横から、ガラカの首を狙って矛を振る。矛はまるで滑すべるように上へと抜ぬけた。ガラカは目を輝かせ、すかさずフレイのわき腹めがけて剣を突き出す。

　だがフレイは矛の柄えを持ち替えて剣を払はらい、矛を上から打ち下ろした。

「無駄あっ！」

　ガラカが目をフレイの矛に向ける。

　するりと矛が逸それ、大きく空振った。

「そんな攻こう撃げき、何度受けようとも……うっ!?」

『うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！』

　フレイは重い矛でガラカを突く。頑がん丈じような鉄てつ芯しんに矛四本分の材料を使って作られたフレイの矛は本来、フルプレートアーマーをも叩き割る重い一撃が持ち味だ。

　だが、フレイの矛む術じゆつはただ振り回すだけではない。高速で繰くり出す突きは、重みと速さを兼かね備そなえた攻撃だった。

「うお、あわわ……」

　ガラカは双剣とアーティファクトの力でその刺し突とつを受ける。

『おらあらおらあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ……』

　目に見えぬほど素早い、無数の突きがフレイから繰り出される。

「うわわ、わああああ！」

　ずん、という鈍にぶい音がする。

　気づけばフレイの矛が、ガラカの腹部を捉とらえていた。

「あば、ばっばあばああばば」

　腹を押さえて傷口に目を落とすガラカ……の頭上に、ぎらりと輝く刃やいばがあった。

「うらあッ！」

　唸りを上げる矛。

　フレイの矛が双剣を砕き、ガラカの右肩から左わき腹を通り抜け、二つになったガラカの身体が地面に落ちた。

　フレイは自じ慢まんの矛を掲かかげ、この広場にいる者全ての耳に届くように叫んだ。

『敵将ガラカ、討ち取った！　この戦いくさ、我らの勝利じゃい！』

『うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』

　フレイの部下は皆みんな、諸もろ手てを上げて叫さけんだ。

「さて……えーっと、次は何だっけ？」

　フレイは懐ふところから一枚の紙を取り出し、慌あわてて目を通す。

〝首しゆ尾びよく将を討ったなら、敵は戦意を喪そう失しつするはずである。その隙すきに敵軍を包囲し、荷駄隊を襲おそい物資を奪うばった事をふまえて威い圧あつ、敵軍を投降させよ〟

　ふむふむと頷うなずくフレイ。

「よーしお前ら、第五の陣じんだ！」

『おうっ！』

　命令に素早く呼応したフレリカ軍は、直ただちに陣じん形けいを整える。

　そしてフレイが帝てい国こく軍に向かって叫んだ。

「帝国軍の残党に告げる！　見ての通りお前らの将は倒たおれた。周りを見ろ！」

　フレイに言われて先頭にいた細身の男が辺りを見回すと、帝国軍はフレイの軍によって完全に包囲されていた。

「こ、これは、訓練された兵士の動きだ！」

　フレイの耳にそんな言葉が入って来た。

「ほー、分かるヤツがいたか。なら話は早い。お前らに逃にげ場ばはねーぞ？」

「まだ……だ。まだ終わってない。みんな、このまま帝てい都とに帰ってみろ！　任務に失敗した兵は一人残らず処しよ刑けいだぞ！」

　その男は、呆ぼう然ぜんとする帝国兵達を必死に鼓こ舞ぶしていた。

「おいこの優やさ男おとこ、この状じよう況きようでまだやろうってのか？」

　矛ほこを向け、ぎらりと睨みつけるフレイ。

「うぐ……」

　男の顔には、明らかに怯おびえの表情が窺うかがえたが、それでも震ふるえる手を抑え、フレイに槍やりを向けながら叫んだ。

「わ、我こそは帝国軍追つい撃げき隊副長が一人、ファルリア・ベリーベル。勇ゆう敢かんなるトーレ帝国兵よ、よく聞け！　確かに我らは包囲されているが、数ではまだ我らの方が多いのだ。あの敵将を討ち、フレリカの王女を連れ帰って褒ほう美びを賜たまわるか、逃げ帰って首に縄なわを賜るか、選ぶまでもあるまい！」

　確かに外見は優男で、シエルほどではないが線も細い。金きん髪ぱつに紺こんの瞳ひとみで、如い何かにも身分が高そうな男だった。

　そんなファルリアの檄げきは帝国兵の心を動かし、戦意を取とり戻もどそうとしていた。

（こいつ、こんな軍の副将にゃ勿もつ体たいねえな）

　フレイは素直にそう思った。

　大将と副将一人を討たれ、なお軍を立て直せる者など、そういるものではない。

「ファルリアとか言ったな。お前、本気でまだオレらとやるってんだな」

　ぞっ、と、激しい重圧がファルリアと帝国兵らにのし掛かかる。

　そんな中、フレイは一騎きで前に出た。

『本当にオレらとまだやり合うのかって聞いてんだよ！　それならこっちも文句はねえ。てめぇら、無事でいられると思うなよ！』

　フレイが眉まゆを吊つり上げ、怒いかりの形相で進んで行く。すると帝国兵はフレイが進むのと同じだけ、後ろに下がる。ファルリアだけは、歯を食いしばってフレイに槍を向けていた。

「ちなみによ、お前らの荷駄隊も既すでにオレらの手に落ちてるぜ」

「なっ!?」

　ファルリアが、思わず声を上げた。

「ま、どの道お前らは終わりだ。さあ行くぞ、覚悟しやが──」

『待て！』

　びた、とフレイの足が止まる。振り返ると、そこにはマギーと馬に乗ったミオと、そしてその馬を引くシエルがいた。

「これは……ミオ様」

　フレイは馬上で、ミオに頭を下げる。

「彼らをこれ以上傷つけるのは許さん」

　ミオは強い口調で言った。

「し、しかし、こいつらはまだ──」

「フレイ、これは命令なんだよ。従わなきゃだめだ」

　シエルが言うと、フレイは急に小さくなった。

「うー、わあったよ！」

　振り上げた矛のやり場がないフレイは少しふてくされながらも、その言葉に従った。

　シエルはミオの馬を引き、帝国兵の前に歩み寄る。

　警けい戒かいしたファルリアは、槍を握にぎる力を強める。

「そう硬かたくなるな。私は話をしたいと思ってここに参ったのだ」

　ミオは柔やわらかな口調でファルリアに声をかけた。

「この戦はお前達の負けだ。仮にここを無事に切り抜けたとしても、大事な食料や物資を我らに奪われている。最も近い町まで徒歩で丸七日、馬でも三日はかかる道のりを、飲まず食わずで走れる自信があるのか？」

「何を！　奪われたなら、また取り返せばいい！」

「それは愚おろかな考えだ。そんな行動に出るのなら、お前達の物資を焼くだけだ。こちらは一向に困らん」

「う、ぐ……」

　ファルリアが唸る。

　ミオがシエルに目を向けると、シエルは口許を緩ゆるめて頷いた。

「ファルリア殿どの。君はこの任務を簡単に考えすぎていたね。それが最大の失敗だよ」

「天翔虎カルーデイア……シエル・スノーハートか」

　シエルの言葉で、ファルリアの顔つきが変わった。

「おかしいと思ったんだ。ベリーベル家は貴族の家いえ柄がらで軍人じゃない。それがこんな滅ほろぼされた国のいち王女を奪だつ還かんする為ための軍に、しかも大将ではなく後こう陣じんの副将として参戦しているなんてね」

　シエルはミオよりも前に出て、言葉を続けた。

「ベリーベル家は確か皇こう帝ていに諫かん言げんし、反逆罪で君を除いて全員処刑されていたよね」

「う……」

　ファルリアの身体から、力が抜けた。

「君は少しでも手て柄がらを立て、ベリーベル家を再興する為に働きたかった。違ちがうかい？」

「ああ、その通りさ。私はこの手でベリーベル家を再興するんだ！　その為にも、ミオ王女をこちらに渡わたしてもらうぞ！」

「それは不可能だって事を理解しているのに？」

　シエルが右手を挙げると、矛を携たずさえたフレイが、爪そう甲こう沓とうの刃を出したマギーが、ミオの両りよう脇わきを固めた。

「この二人は一いつ騎き当とう千せんの強者つわものだよ。それに君らを囲んでいる兵だって寄せ集めの兵じゃない。それは動きを見てわかってるでしょ？」

「ぐう……」

　シエルはミオに視線を向ける。ここからはミオ次第だ。

「なあファルリア、お前達の作戦は初めから失敗していたんだよ。我が軍師、天翔虎カルーデイアシエルを相手にした時点でな」

　ファルリアは唇くちびるを嚙かみ、シエルは照れくさそうに頭を搔かいた。

「お前に一度だけ問う。そのベリーベル家の再興、私に預けてみないか？」

「な!?」

　ミオは驚おどろきで目を見開くファルリアに、その後ろで固かた唾ずを吞のんで成り行きを見守る帝国兵達に向かって叫んだ。

『お前達はこのまま帝都に帰っても全員処刑だ！　我が父や、各国の王ですら気分で殺した皇帝が、大将と副将を討たれたお前らを許すと思うのか！』

　ざわざわと、風で葉と枝を擦こすられる木々のように、帝国兵達に動どう揺ようが広がる。

『それでも帝国に戻りたいという馬ば鹿かは止めん。帝都までの食料も持たせてやる。馬だって返してやる。さっさと戻って絞こう首しゆ台に送られてしまえ。それが本望ならな！

　だが私には天翔虎カルーデイアシエルがいる。お前達の将を討ったフレイ、マギーがいる。心強い多くの仲間達がいる。

　私は彼らと共にフレリカを再興する。そして帝国を倒し……天下統一を果たす！』

　辺りが、水を打ったように静まりかえった。

　敵も、味方も、ファルリアも、マギーも、フレイも。

　そしてシエルも。

　肩かたで息いきをするミオの言葉に、強い衝しよう撃げきを受けた。

「天下、統一？」

　シエルがミオに向かって聞いた。

「そうだ。それが二年間、幽ゆう閉へいされていた私の出した結論だ。今の帝国では真の平和を摑つかみ取れん。だから私が、フレリカが天下を取るのだ。故ゆえにここにいる者達は、全員がその礎いしずえたる者になる」

　シエルはショックを受けすぎて目め眩まいがした。シエルやエナはフレリカ再興までしか頭になかったのに、ミオは二年間、暗い牢ろう獄ごくにありながら天下統一を夢見ていたのだ。

『天下統一への道は長く険けわしいが、成し遂とげれば間ま違ちがいなくここにいる全員が新生フレリカ王国の中ちゆう核かくとなるだろう。皆の者、我について来い』

　そしてミオはすうっと息を吸い、思い切り叫んだ。

『我と、共に在あれ！』

『うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』

　気づけばその場にいる全員が立ち上がり、武器を鳴らしてミオを讃たたえていた。

　ファルリアも馬を降り、槍を地面に置いてミオの前に膝ひざをつく。

　たった一人の少女が、この場にいる全員を一つにしてしまったのだ。

　この瞬しゆん間かん、ミオ王女を奪還しようと追ってきた帝国軍は消え去り、フレリカ軍に新たな仲間が加わった。




　その後、シエルはこの場所に幕ばく舎しやを張って戦後処理を行わせると同時に、フレイとマギーを護衛とし、ミオに全ての兵に酒を振ふる舞まわせ、今日一日の働きを労ねぎらった。

　十数名が家族を残してフレリカに降くだれぬと申し出て来たので、ミオは帝都までの食料を持たせ、何かあれば何い時つでもフレリカに来いと言葉をかけて快こころよく彼らを送り出した。

　それを見ていた元帝てい国こく兵とファルリアは益々、ミオに忠誠を誓ちかっていた。

　シエルは幕舎の外の草むらで横になり、星空を眺ながめていた。

　今日は色々な事があったが、やはりミオの言葉がシエルの胸に深く突つき刺ささっていた。

「天下統一」

　口に出してみると、それが如何に難しいものなのかがわかる。

　その時、草を踏ふむ音でシエルは咄とつ嗟さに身体を起こした。

「何よ」

　エナだった。

「あ、ううん、何でもない。そっちは終わった？」

「ええ、あらかた整理はできたわ」

「じゃあ聞かせて」

　シエルが再び横になる。

　エナはその隣となりに座り、今回の戦について話した。

「まずリヴェラルウイング旧リーフ支部五五〇名に加え、マギーが連れて来た蜂はち蜘く蛛も隊たい一〇〇名、何いずれも損害なし。一方、敵軍は隊長ガラカと副長ゴルゴスが討ち死にし、四〇〇の兵を失ったわ。投降した兵はおよそ三〇〇。戦利品は一〇〇頭の騎き馬ばと武器防具、食しよく糧りようや医い療りよう品などの物資多数、そして大将ガラカが所持していたアーティファクトよ」

　流れるように報告するエナ。

「うん、馬や物資も悪くないけど、アーティファクトは大きいね」

　シエルはエナの手に目を向ける。そこには黄金の首くび飾かざりが輝かがやいていた。

「どんな物なの、これ？」

「うん、フレイの話だと、視認できる攻こう撃げきを避さける事ができる物らしいわ」

「へえ……使い方次第では、かなりおっかない物だね。そういう防護系アーティファクトはミオ様に渡しておこうか」

「じゃあシエルから渡しておいて」

「うん、いいよ」

　エナはシエルに首飾りを渡すと、シエルに倣ならって横になった。

「あたし達、二年間がんばったわよね」

「そうだね。フレリカ王は残念だったけど、ミオ様は救出できた。でも、これからはもっと大変だよ」

「天下統一の事？」

「うん。天下を統一するという事は帝国を倒たおすという事であり、同時に急速に台頭しつつあるパルディナ皇こう国こくも平定しなきゃならない」

「つまり帝国の四将や大元げん帥すいジン、大軍師ディオラを……そして天竜姫テユリオンユミカを倒さなきゃならないのね」

「パルディナの天翼狼ジオードアレイアもいる。これは並なみ大たい抵ていの苦労じゃ成し得ないよ」

　二人の耳に、兵士達の笑い声が聞こえてきた。

「僕はディオラの学問所で、アレイアとユミカにだけはどうしても勝てなかった。ユミカは本物の天才だし、アレイアは磨みがき抜ぬかれた秀しゆう才さいだった」

「それって、弱よわ音ね？」

　シエルは首を振った。

「いや。僕らの主あるじが天下統一を目指すなら、僕はもっともっと勉強して、それを実行できる軍師にならなきゃって事さ」

　思わず、エナは吹ふき出しそうになった。

「いいんじゃない？　どうせなら一番を目指しなさいよ。もしさっきのが弱音だったら首を狙ねらったけど、そうじゃないなら足一本にしてあげるわ」

　エナが横を向き、ぺろりと舌で唇を舐なめる。

「え、え、うぇ？」

「あたしだってがんばったんだから、ちょっとくらいご褒ほう美びを貰もらわないとさ」

　兵士達の楽しそうな声に混じって夜空にひとつ、悲鳴が通り抜けた。




　その翌日。

　シエルはフレイ、マギー、ファルリアに隊たい伍ごを整えさせ、出しゆつ立たつの準備にとりかかった。

　リーフの森の逃とう亡ぼう戦で降った元帝国軍、フレイ麾き下かの反帝国軍と、マギー率いる蜂蜘蛛隊を合わせると、総兵士数は九五〇になる。

　シエルはこの中で五〇名を選せん抜ばつしてミオ王女直属の近この衛え兵とし、五〇名をエナ率いる後方支し援えん隊に充あてた。

　そしてフレイには三〇〇、マギー、ファルリアにそれぞれ二五〇ずつ率いてもらう事にした。シエルの直ちよつ轄かつ部隊は斥せつ候こうである蜂蜘蛛隊だが、大隊長マギーはフレリカ軍を率いる事としたので、残り七名の隊長を含ふくむ五〇名を預かった。

　シエルは早さつ速そく彼らを七組に分け、一から四の組を南に放った。これから向かう旧フレリカ王国領の様子を探る為ためである。そして五の組はリーフの町、六の組は帝てい都と、七の組はラーカス南東部のパルディナに向かわせた。

　シエルは同門のユミカ、アレイアの動向がどうしても気になった。

　特にシエルより先んじて反旗を翻ひるがえしたアレイアが何を企たくらんでいるのか、シエルの味方なのか敵なのか、これを知る必要があった。

　一通り蜂蜘蛛隊を送り出すと、シエルはエナの許もとに行った。エナは騎き兵へい、歩兵、弓兵の行軍にかかるコストを計算し、フレリカ領までどれくらいの食料が必要かを割り出したり、それを効率良く運うん搬ぱんする方法を考えていた。

「そっちはどう？」

　帳ちよう簿ぼを片手に、てきぱきと指示を出すエナに声をかけると、何な故ぜだか嬉うれしそうにシエルの許へやって来た。

「凄すごいよシエル。フレイったら、かなりの物資を確保してくれてたの。あたし達は着の身着のまま出てきちゃったから、これは助かるわ！」

　ほくほく顔のエナを見て、シエルも微笑ほほえんだ。

「荷馬車、食料、酒や水、馬草に松たい明まつ、医療品。うん、全部揃そろってるね」

「…………」

　突とつ然ぜん、エナが帳簿を胸に押し付けて上目遣づかいにシエルを覗のぞき込んだ。

「な、何？」

　その視線に、胸が少し躍おどるシエル。

「あんたまさか、ここまで読んでたって事は──」

「あ、うん、全部僕の指示」

　ぽかん、とするエナ。

「帝都にいた時、マギーを通じて色々と頼たのんでおいたんだ。時がくれば彼らは反帝国軍リヴェラルウイングではなく、フレリカ王国軍になる。だからさ、ほら」

　シエルが指差した荷物の中から武器防具の他に太たい鼓こや笛、さらにフレリカ王国の紋章が描かれた旗やタペストリーまで揃っていた。

「人は形が揃うとその気になる。一体感も生まれる。時間はたっぷりあったからね」

「なるほどねぇ。うん、いいじゃない。」

「ねえエナ、君には暫しばらく食料とか物資を運んだり、怪け我が人を手当する後方支援隊を率いて貰いたいんだ。常に前線への補給を欠かさず、敵や盗とう賊ぞくから物資を守りながら輸送する。こういう仕事ができるのは、エナしかいないと思うんだ」

　エナはくすりと笑って頷うなずいた。

「わかったわ。その役目、引き受ける」

「ありがとう。これで前線は安心して戦えるよ」

　シエルはそう言い残し、馬車に向かって行く。

　エナはその背中を、熱い眼まな差ざしで見送っていた。




　結局、その日の翌日になっても行軍の準備に追われ、動く事はできなかった。

　人数が増えた分準備も大おお掛がかりになり、それだけ時間がかかるのは仕方ない事だった。

　ようやく進軍を開始したのは、更さらに二日後だった。

　シエル達はフレリカ王国の旗を掲かかげ、勇ましく行軍を開始する。

　先頭を行くのはフレイ率いる旧反帝国軍で編制された、三〇〇の騎馬隊だ。元々が各地を転戦していた反帝国軍リヴェラルウイングの面々なので、騎馬の扱あつかいには馴なれていた。

　フレイ軍に続くのは五〇の近衛騎士団、そして三台の箱馬車である。馬車にはミオ王女と軍師シエルが乗り、後方のものは荷馬車だった。

　その後にはエナ率いる荷駄隊五〇、そしてマギー率いる二五〇の歩兵隊が続く。マギー軍は半数がシエルの私兵「蜂蜘蛛隊」出身であり、身軽な者が多い。そして殿しんがりは先の戦いで降ったファルリア率いる元帝国軍のみで編制された、二五〇の歩兵が続いた。

　シエルはファルリアが人望厚い人物であり、ミオに忠節を誓ちかった事から、降兵らの責任者として軍長に任じた。

　フレリカ軍、総勢九〇〇の軍隊である。

　この兵力なら間ま違ちがいなくフレリカを取とり戻もどせる。シエルはそう思っていた一方で、先に送り出した蜂蜘蛛隊からの伝令を待っていた。

　誰だれがどんな思おも惑わくを抱いだいて動いているのか。それを知らなければ、シエルとしても今後の方策を考える事はできなかった。







　行軍三日目。

　未だ誰も情報を持ち帰ってこない状じよう況きように、シエルは一人で苛いら々いらを募つのらせていた。

「シエル、どうかしたのか？　ずっと怖こわい顔をしてるが」

　見かねたミオが、シエルの顔を覗き込んできた。

「あ、うん。心配事があってね」

「心配事？」

　シエルは箱馬車の天てん井じようを見上げる。

「ミオ様は僕が帝国で天翔虎カルーデイアという道号を得た軍師になった事は知ってるよね」

「ああ、それは聞いている」

「その時の同門で、二人ほどやっかいな人間がいた。僕と同じく道号を得た天翼狼ジオードアレイアと、天竜姫テユリオンユミカだ」

　シエルは頭をばりばり搔かきながら、話を続けた。

「アレイアはおそらくパルディナ再興が目的だったんだろうけど、ユミカがわからない。ユミカは皇こう帝ていに忠誠を誓っていたし、僕が帝国を裏切らないよう暗に警告もしてきた」

「そんなの、適当に言っただけじゃないのか？」

　シエルは隣のミオに柔やわらかな視線を送り、首を振ふった。

「優ゆう秀しゆうな軍師は無む駄だな事を喋しやべらない。そう言ったからには、必ず根こん拠きよがあるのさ」

「ふ、ふーん」

　ミオは頰ほおを染め、視線を外して俯うつむいた。

　シエルは二年前に比べると随ずい分ぶん変わった。二人が別々に過ごした二年という時間は、少年少女から男と女になるのに充じゆう分ぶんだった。

「ユミカが僕の出しゆつ奔ぽんを知れば、必ず何かを仕し掛かけてくる。それは理解できるんだけど、それが何なのかが全く分からないんだ」

　シエルは頭を抱かかえ、猛もう烈れつな勢いで引っ搔き始める。ミオはリーフの森であれほど鮮あざやかに策を決めたシエルにも、わからない事があるのかと驚おどろいた。

「もう少し情報があれば、何か見えてくるような気が──」

　その時だった。

　シエルとミオが乗る馬車が止まり、ドアをノックする者があった。

「どうしたの？」

　シエルが答える。

「シエル様、蜂はち蜘く蛛も隊たいの者が帰って参りました」

「何だって!?　すぐにここへ！」

「はっ！」

　待ちに待っていた蜂蜘蛛隊の帰き還かんである。シエルは急いでドアを開き、辺りを見回す。右手の軍前方から騎兵が走って来た。

「君は何組だ？」

　シエルが問いかける。

「五の組です。リーフの町で各国の情勢を調べて参りました」

「うん、早速聞かせてもらおうかな」

「はい。まず帝都での情報ですが、ミオ陛へい下かに赦ゆるされて帝都に戻った追つい撃げき隊らは任務失敗の罪で皆みな、打ち首になったとか」

「やはり……惨むごい事を……他は？」

「続いて西の情勢ですが、トラインの反帝国軍が大元げん帥すいジン率いる帝国軍に破れ、反乱軍を率いたラーマ将しよう軍ぐん以下八〇〇〇名、一人残らず命を落としたとの事です」

「な……トラインが、もう落ちた？」

　シエルにとってそれは、あまりにも予想外の事だった。

「それで、トラインを落とした帝国軍は？」

「は、帝国軍はトラインを徹てつ底てい的てきに破は壊かいした後、速すみやかに帝都に戻ったそうです。それというのも……」

「うん？」

「こちらはまだ未確認の情報なのですが、ラーカスの北東地方、定てい東とう将軍ジョゼットの留守中にリュナスでも蜂ほう起きがあったらしく、帝都に向かって進軍を開始したとか」

「何だって!?」

　リュナス蜂起。それは俄にわかに信じ難がたい事だったが、事実ならばトーレ帝都陥かん落らくの危機だ。

　リュナスはラーカスの北東にあり、パルディナの北、そして帝国本国の東に隣りん接せつした国である。かつては帝国よりも兵が多く、ラーカス随ずい一いちの勢力を誇ほこっていた。だが決断の遅おそいリュナス王は我がの強い臣下達をまとめきれず、食糧貯蔵拠きよ点てんを襲おそわれて大敗した。

　これが世に言う『バルバリアの戦い』であり、帝国に大軍師ディオラありと天下に知らしめた戦いくさだった。

　帝国はバルバリアの戦いで宿敵リュナス王国を打ち破ると、そのままの勢いでリュナスを併へい吞どんし、ここから天下統一への道を歩むことになった。

　そのリュナスが、再び帝国に牙きばを剝むいた。

　当時のリュナスを知る者達の動どう揺ようが、シエルには手に取るように理解できた。

「一〇〇〇〇の兵を率いてパルディナを攻せめているはずの大軍師ディオラは？　リュナスが蜂起したなら、即そつ刻こくそちらに向かいそうなものだけど」

「それについてなのですが、大軍師ディオラは定東将軍ジョゼットと共にパルディナへと進軍中、病やまいに倒たおれたとの事です。それ故ゆえ、急きゆう遽きよ鎮ちん南なん将軍ルニが一〇〇〇の兵を引き連れ、パルディナ討とう伐ばつ軍の援えん軍ぐんとして向かったそうです」

「ディオラが病に？」

　シエルはばりばりと激しく頭を搔いた。

「ありがとう。では引き続き情報収集を頼むね」

「ははっ！」

　男は頭を下げ、再び馬に乗って走り去って行った。

　シエルは頭を搔き続け、考える。

　まず真しん偽ぎが定かではないという二つの情報のうち、リュナス蜂起は本当だと思った。

　何な故ぜなら、それこそが天翼狼ジオードアレイアの狙ねらいだったからだ。

　パルディナで反乱を起こし、帝国軍をなるべく引きつける。そしてパルディナの北リュナスに蜂起を促うながし、帝都に攻め込むよう仕向けたのだ。

「アレイア……さすがだ」

　そう唸うならざるを得ないほどの、妙みよう手しゆだった。

　そしてもう一つ、大軍師ディオラの病については確かめようがないが、信しん憑ぴよう性せいはかなり高いと感じた。

　七十二という老ろう齢れいでのパルディナ遠えん征せい。これが身体からだに堪こたえないはずがない。

　いずれ蜂蜘蛛隊が情報を持ち帰るに違ちがいないので、それに期待する事にした。

　そして今、最も解げせないのは天竜姫テユリオンユミカの行動だった。

　シエル出奔の話はユミカの事だから、陣じん中ちゆうで聞き及およんでいるはずである。とすれば、トラインを落とした勢いでそのまま南下し、旧フレリカ領を守るのが定じよう石せきだ。

　もしその手を打たれれば、シエルは負けていた。

　それを避さけたかったからこそ、シエルはリヴェラルウイングに働きかけ、堅けん城じようトラインで最大規模の反乱を起こしたのだ。

　だがユミカはシエルの予想を超こえる速さでこれを攻こう略りやくしたにもかかわらず、南に兵を向けなかった。

　それは何故か。

　突とつ如じよとして蜂起した強国リュナスを打ち破れるほどの者、即すなわち大軍師ディオラが病びよう床しように伏ふしていると考えれば、ユミカの行動の辻つじ褄つまは合う。

　シエルはふう、と息を吐はいて頭を搔く。

　事態は、目まぐるしく動いている。だが、何かを判断するには情報が少なすぎた。

（もう少し、情報収集をする必要がある）

　そう思っていた、その時だった。

「シエル様！　た、た、大変です！」

　その蜂蜘蛛隊員は大おお慌あわてでシエルの許へやって来て膝ひざをつき、叫さけんだ。

「どうしたの？　君は、一の組かい？」

「はい、ご命令でフレリカ方面を探って参りました」

　蜂蜘蛛隊員は一息入れ、驚きよう愕がくの事実をシエルに告げた。




『フレリカを治めているカーチス卿きようが、この先のリルガ橋の奥に布ふ陣じんしておりました。

　その数、およそ……五〇〇〇！』




「ご……え!?」

　その報告に、シエルは青ざめた。

「わ、我らも見み間ま違ちがいかと思いましたが、二人でしっかりと確認して参りました。ビエイル川の東に、少なく見ても五〇〇〇の兵が集結しておりました」

「わ、わかった。引き続き見張りを頼たのむ」

「ははっ！」

　蜂蜘蛛隊の男はシエルに一礼し、駆かけていった。

　その瞬しゆん間かん、シエルは身体中から力が抜ぬけ、思わず膝をついた。

「シエル！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　両手両膝をついて項うな垂だれるシエルを心配し、ミオが寄よってきた。

　シエルは、まるで譫うわ言ごとのように何かをぶつぶつ呟つぶやいていた。

「そうか、そういう事だったか」

「何!?」

　シエルの肩かたを抱だくミオの手を握にぎり返しながら、シエルはゆっくりと立ち上がった。

「こうしちゃいられない。ミオ様、直ただちに行軍を止めてここで宿営するように伝えてほしい。それと暫しばらくここに駐ちゆう留りゆうするから、斥せつ候こうを出して周辺の警けい戒かいを怠おこたらないように」

「ああ、わかった！」

　ミオは頷うなずいて、馬車を降りた。

　一人になったシエルは、座席に思い切り拳こぶしを打ちつけた。

　目の前に突如として現れた、五〇〇〇の敵兵。

　フレリカに目もくれず帝都に引き返したユミカ。

　それらの情報が、シエルをある答えへと導いた。

　帝国軍五〇〇〇の兵はユミカの策だ。

　ユミカは既すでにシエルらを封ふうじる手を打っていたからこそ、帝都に戻もどって行ったのだ。

「しまった……」

　ポイントは先の蜂蜘蛛隊がもたらした鎮南将軍ルニの動きだった。

　帝国四将は最低でも五〇〇〇の兵を預かっているのに、ルニはパルディナ討伐軍に合流する軍を一〇〇〇しか出さなかった。

　それは何故か。出さなかったのではない。その時には兵三〇〇〇をフレリカに送っていた為ため、一〇〇〇しか出せなかったのだ。

　大軍師ディオラが倒れたとすれば、こんな指示を出す軍師は天竜姫テユリオンユミカしかいない。つまりユミカは、もしシエルが帝国を裏切れば行き先は旧フレリカ王国領しかないといち早く考え、四将ルニの協力を得てカーチス卿の兵力を増強しておいた。

　更さらに逃とう走そうルートを割り出し、ビエイル川を渡わたる為に必ず通るであろうリルガ橋東岸に兵を置き、シエルが現れたら一気に殲せん滅めつする、という策を立てていたのだ。

（やられた……ユミカは全てを読んでいたんだ。僕がミオ王女を救出するという事も、ある程度の兵を率いてフレリカに戻ろうとする事も）

　今までシエルは、ここまで見事に裏をかかれた事などなかった。

（突とつ破ぱ口こうを見つけなきゃならない……でも、あのユミカの策に穴があるか？）

　シエルは頭を搔かきむしり、眉み間けんに皺しわを寄せて考えた。

　まず、何が一番シエルらにとって厄やつ介かいなのか。それは敵軍がビエイル川の東側に陣取っている事である。この位置からだと、更に東にあるラーゼンの砦とりでまで目と鼻の先なのだ。

　帝国軍五〇〇〇に対し、フレリカ軍九〇〇。

　この兵力差を埋うめるのは、やはり火か計けいが最も適している。

　何せこの時期のビエイル川両岸には葦あしがびっしりと繁はん茂もしており、しかもソルート山脈から乾かわいた北風が吹ふくので、あっという間に敵陣を火の海にできる。

　だが敵の布陣はその火計を警戒し、万が一があればすぐ砦に逃にげ帰れるようにしてあるのだ。相手は愚おろかなカーチス卿だが、その布陣は明らかに天竜姫テユリオンユミカのものである。火計のみならず、様々な奇き襲しゆうに備えているに違いなかった。

　何故なら自分が帝国軍なら、やはり同じように布陣しただろうから。

（せめて帝国軍が、西に布陣していたらな……）

　シエルはばりばりと頭を搔き、再び黙もつ考こうに入った。










　第四章　リルガ橋の戦い







「ったく、どうしちまったんだ兄貴は？」

　麾き下かの兵の訓練を終えたフレイが、そう漏もらした。

　フレイだけではない。マギーやエナ、ファルリアも、シエルのただならぬ様子をミオから聞かされ、困こん惑わくしていた。

　宿営を命じられてから既すでに四日が経たっていた。その間、特にする事がなかったフレイ、マギー、ファルリアは兵の訓練を行って時間を潰つぶした。

「どうやら計画が狂くるったらしい。シエルはこのままフレリカを取り返すつもりだったようだが、それに対してフレリカ領主カーチスが予想を超こえる兵力で待ち構えてた」

　集まって話していたフレイらの許もとに、ミオとエナがやってきた。

「その兵力とは？」

　マギーがミオに聞いた。

「五〇〇〇」

『なっ!?』

　流石さすがに皆みんな、啞あ然ぜんとした。

「そんな、フレリカには一〇〇〇しかいないって……信しん頼らいできる筋から聞いたのに……」

　エナの声は悲鳴に近かった。シエルから旧フレリカ王国領の調査を依い頼らいされたのは、その地に太い人脈を持つエナだったのだ。

「五〇〇〇……キツいですね。ボクらは一〇〇〇程度ですけど、元帝国軍も多いです。ミオ様に忠誠を誓ちかったとはいえ、こっちが不利になればあっさり寝ね返がえりかねないです」

　マギーの言葉は、核かく心しんを突ついていた。

　戦乱の世にあっては、誰だれでも強い者に寄りたくなるものなのだから。

「そういうもんか、ファル？」

　フレイからそう水を向けられ、ファルリアは目に力を込めた。

「僕をそんな浮うわついた連中と一いつ緒しよにしないでもらいたい。他の者はともかく、僕はミオ様を生しよう涯がいの主あるじにすると決めたんだ。どんな苦境に陥おちいろうとも！」

　ファルリアの言葉はほんの僅わずかながら、その場にいる全員の心を暖めた。

「ありがとうファル。ならば、シエルは私に任せてもらうぞ」

　顔を見合わせるフレイ、マギー、エナ、ファルリア。

　ミオの顔には、何か自信のようなものが滲にじんでいた。

「お任せしますわ」

　エナがそう言うと、フレイもマギーも頷く。

　それを聞いたミオは、たたたっと馬車に向かって走った。

「私はシエルをここに連れてくる。その間に三人は準備を整えておけ！」

『ははっ！』

　皆は、ミオに対して頭を下げた。

　ミオはシエルの乗っている箱馬車のドアを開け、中に入る。シエルは奥にある窓の外に、虚うつろな視線を向けていた。

「シエル！」

　ミオは元気に声をかけた。シエルはゆっくりと視線をミオに向け、頭を下げる。

「……申し訳ありません」

　ばたん、と扉とびらを閉めるミオに、シエルは泣きそうな声でそう言った。

「なぜ謝る？」

　ミオはちょこん、とシエルの隣となりに座った。

「僕の見通しが甘かった。いや、見通すことすらできなかった。ユミカの策にもっと早く気づいていれば、もう少し打つ手があったかもしれないのに」

　シエルの顔は弱々しく、いつもの自信に満ちた表情は鳴りをひそめていた。

「何が天翔虎カルーデイアの軍師だ。何が天才だ。僕はただの馬ば鹿かだ。ユミカは遠く離はなれた地にありながら僕らを搦からめ捕とる手を打っていた。こんな僕が──」

　次の瞬間、シエルは何が起きたのか理解できなかった。気づけばミオに抱だきしめられ、シエルはミオの小さくて柔やわらかな胸の谷間に顔を埋うずめていた。

「そんな事を言うなシエル。お前は間ま違ちがいなく天才だ。それに、二年も父と私の為に頑がん張ばってくれたじゃないか」

　シエルはされるがままに、ミオの胸で目を伏せていた。

　ミオの言う通り、シエルはずっと全力で頑張ってきた。

　だがその結果はどうだ。フレリカ王は処しよ刑けいされ、今またミオを危機に晒さらしている。

　しかも、それを打開する策を思いつかない。

　シエルは恥はずかしくて、悔くやしくて、自分の無能さを呪のろった。

「いいかシエル、自分を責せめるな。お前が何もしなければ私は外の空気を吸う事なく、帝てい都とで処刑されていたのだ。エナも、フレイも、マギーも……誰も何もできず、帝国の暴政に対して闇やみ雲くもに抵てい抗こうして、きっと命を落としていたに違いない」

　ミオの一言一言が、耳を通じてシエルの心に染み、その胸の暖かさがシエルの凍こおりかけた頭脳をゆっくりと溶とかしていく。

「ここまで来れたんだ、諦あきらめるな。私の右みぎ腕うでになって帝国を倒たおすんだろ？　ならば諦める事だけは絶対に許さん。頑張って頑張って足あ搔がき抜ぬいて、それでも駄だ目めなら……私も一緒に死んでやるから」

　シエルの心臓がどくんと跳はね上がり、瞳ひとみに輝かがやきが戻もどった。

「ミオ……」

「それだシエル！」

　ミオは更にぎゅっとシエルを抱き締しめた。

「お前とは幼おさな馴な染じみで、以前は私をミオ様なんて呼ばなかった。二人っきりの時くらい、昔と同じくミオと呼べ」

「し、しかし──」

「命令だぞ？」

「……は、ははっ」

　シエルは何だか可お笑かしくなってきた。

　ミオに抱かれていると、不思議と心が落ち着く。
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　頭が冴さえ、思考がクリアになっていった。

「さあシエル、外でお前を心配する仲間らが待ってる。私と一緒に行こう。今度こそ、いつまでも、どこまでもな」

　ミオはそう言って、シエルから離れた。

「はい」

　ミオが立ち上がり、ドアを開く。

　シエルは目を固かたく瞑つぶった後、意を決して外に出た。

『シエル！』

　フレイが、マギーが、ファルリアが、そしてエナが、シエルの許に駆かけつけてきた。

「一人で何でもかんでも背負うなよ兄貴。五〇〇〇の兵が何だってんだ、全部オレが蹴け散ちらしてやるからよ！」

　フレイは相変わらず、豪ごう快かいに目を細めて笑う。

「シエルのあにき、心配したですよ！」

　マギーも、シエルの姿を見て笑顔を弾はじけさせる。

「これから天下統一を目指すのなら、このくらいで落ち込んじゃだめですよ軍師」

　新参のファルリアまで、シエルを気き遣づかう言葉を投げた。

「フレイ、マギー、ファル……」

　そしてもう一人。眼鏡めがねをくいと指で上げ、すたすたと近づいて来る影かげがあった。

「エ──」

　ごきんっ！

　鈍にぶい音と共に、シエルが地面を転がった。

　目を丸くするフレイら一同。

「この……ど馬鹿ッ！　なに一人で悩なやんでんのよバカ。あたしらはあんたの何なのよ。一人でなんでも片づけられると思ってんじゃねーわよバカ！　ばかシエル！」

　エナが腰こしに手を当て大声で叫さけぶ。今までで、一番効いたパンチだった。

　シエルはよろよろと立ち上がり、頭を下げた。

「エナの言う通りだね。ごめん」

　殴なぐられた左頰ほおがびりりと痛んだが、何な故ぜか心は晴れやかだった。

　自分はユミカに勝てない。

　大局を一人で操るアレイアにも勝てない。

　でも、みんなと一緒ならきっと……負けない。

　リヴェラルウイングで千人斬ぎり将軍と呼ばれていたフレイ・フォルク。

　シエルの私兵、蜂はち蜘く蛛も隊たいの大隊長で、蹴しゆう爪そう術じゆつの達人マギー・バイパー。

　帝都で共に艱かん難なん辛しん苦くを乗のり越こえ、最年少で尚しよう書しよという重職に就ついたエナ・ワトソン。

　帝てい国こく軍にありながらミオの志こころざしに感かん銘めいを受け、味方になったファルリア・ベリーベル。

　そして小さな身体からだに、大きな野望と平和を願う心を抱いだく王女、ミオ・フレリカ。

　一人じゃない。こんな心強い事があるだろうか。

　シエルは涙なみだを流しながら笑う。

　そんなシエルの肩かたを、ミオが力強く抱いた。




　その後、シエルはミオに手を引かれ、フレリカ兵達の宴うたげに混ざった。みな陽気に歌を唄うたい、酒を飲み、大いに盛り上がった。

　そんな中、シエルは真しん剣けんな面おも持もちで焚たき火びを眺ながめつつ、杯さかずきに口をつけていた。

　ミオを助け出せた事は、素直に嬉うれしかった。だが目の前に帝国軍五〇〇〇という大軍が待ち構え、フレリカまでの道を塞ふさいでいる状じよう況きようは変わらない。

　目を焚き火の向こうにやると、そこにはフレイ、マギー、ファルリア、エナの四人が兵士達と笑顔で杯を交わしている姿があった。

　皆、楽しそうに笑う。

　戦いくさになれば、笑顔など消えてしまうから。

　食事や睡すい眠みんと同じように、今できる事を、精せい一いつ杯ぱいやらなければならない。

　笑う事もその一つなのだ。

「何だー？　まだ気が晴れんのか？」

　突とつ然ぜん、頭上から声が降って来た。見上げると、銀に輝くツインテールの女の子が立っている。その顔は既すでに真っ赤で、手に杯を持ち、立ち姿はどこかふらふらしていた。

「み、ミオ？」

「ああそうだ、お前のご主人、ミオだー！　わははー！」

　ミオはシエルの隣に、すとんと落ちるように座る。

「飲み過ぎじゃない？」

「ああん？　いいじゃないか！」

　ミオって酒に強いのかな、と疑ぎ問もん符ふを浮うかべるシエル。

　その時、ミオの身体がゆらりと泳いだ。

「危ない！」

「あー？　はわ？」

　倒れそうになるミオを、シエルは手を伸のばして受け止めようとした。

　が、元々さほど身体が強くないシエルである。見事なまでに受け止め損そこない、ミオの額がシエルの唇くちびるに激げき突とつし……ごいん、と鈍い音が辺りに響ひびいた！

「うぐうう、いだいー」

「わあ、すまんシエル！」

　二人は抱き合うように倒れ込んだ。

　仰あお向むけになると、満天の星が視界いっぱいに飛び込んできた。

「なあシエル」

「うん？」

「牢ろう獄ごくから助けてくれて、ありがとう」

　シエルは思わず身体を起こしてミオを覗のぞき込んだ。ミオは本当に嬉しそうな笑みを浮かべ、気持ちよさそうに目を閉じていた。

「この二年間で、私は当たり前の生活が如い何かに当たり前ではなかったかという事を知った。温かい食事、柔らかいベッド、芳かんばしき香こう茶ちや……自由に歩き回れる環かん境きよう。それらは全て、誰だれかの苦労の上に成り立った贅ぜい沢たくだったんだな」

「ミオ……」

　フレリカ王の一人ひとり娘むすめとして、ミオは生まれながらにしてあらゆる物を与あたえられてきた。

　それが突然、二年に亘わたる長き幽ゆう閉へい生活を強しいられたのだから、その辛つらさは筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたかったに違ちがいない。

「ミオの二年、きっと無む駄だじゃなかったね」

「ああ。父もあの牢獄でそれを私に教えたかったんだろうな」

「苦労を知る人は、それを知らない人よりも何倍も強く、優しくなれる。ミオはきっと、真の王になれると思うよ」

　フレリカ王国を再興し、帝国を倒し、ラーカスを統一する。そしてミオが唯ゆい一いつの王であれば、どんなに素晴らしい世界だろう。

　想像しただけで、胸が熱くなった。

「なあシエル！」

　ミオは身体を横にして、シエルの顔をじっと見た。

　その頰は酒のせいかほんのり赤く、頰や唇に垂れた銀の髪かみがやたらと色っぽかった。

「私はお前に、まだ言っていない事がある」

「え、なに？」

　ミオが恥はずかしそうに、潤うるんだ瞳をぱちぱちと瞬またたかせる。

『わー、わたひ……わたしはだな、その、ちゃんと処女だからな』

『…………!?』

　シエルもぼんっ、と顔から湯気を出して赤くなった。

「お、お前にだけはヘンな目で見られたくない。二年間の幽閉生活で何度も私は身体を狙ねらわれたが、無事に貞てい操そうを守り通した。これのおかげで」

　ミオは腕うで輪わをシエルに見せた。

「それって、アーティファクト？」

「そうだ。今、噓うそじゃない事を証明してやる」

　ミオは腕輪に指で触ふれ、目を閉じてアーティファクトの力を解放した。

　ぱしん、とミオの身体が一いつ瞬しゆんだけ陽かげ炎ろうに包まれて、消えた。

「わあ、ミオ、み……」

　心配したシエルが身体を起こした、その時だった。

「ええええええええええっ！」

　ミオの姿が、見るも無む惨ざんに変わっていた。

　眉まゆ毛げは長く伸びて垂れ、髪はぼさぼさで枯かれ木の枝のように跳ね、きめ細かな白い肌はだは、干かんばつの大地のようにからからに乾かわいている。鼻には大きなおできが浮かび、唇は潤うるおいなく紫むらさ色きいろだった。

　しかもどういう訳か、シエルの心からミオが女性であるという意識が消え去っていた。

「これがこのアーティファクト〝醜化の腕輪ソンブル・ブレスレツト〟の力だ。外見を変えるだけでなく、殿との方がたから精気を吸い取るのだよ」

　わはは、と笑みを浮かべるミオの顔も、酷ひどかった。

「ぬはは、今、お前から精気を吸い取ったぞ。どうだ、私を抱きたいか？」

「返答しかねる」

　正直、そんな思いは微み塵じんも残っていなかった。ミオはもう一度、シエルにおぞましい笑顔を向け、再び陽炎に包まれて元の姿に戻もどった。

「はあんっ、あーやだやだ！　男ってホント、みーんな欲よく望ぼうの塊かたまりだよな。私みたいな小こ娘むすめを、涎よだれを垂らして襲おそおうとするんだからな！」

「欲、望……？」

　シエルの中で、何故かそのワードが引っかかった。

「これで証明できただろ？　わ、私はまだ綺き麗れいな身体だぞ？」

「あ、うん、別に証明してくれなくても、ミオの言葉なら信じたよ」

「いいや、そんな事はないだろ!?　男なんて口では信じてるなんて言って、裏では密みつ偵ていに素そ行こう調査をさせたりするじゃないか！」

「誰の話なのさそれは!?」

　シエルは何故かミオが必死なので、思わず笑ってしまった。

「わ、笑うなーっ！」

　顔を真っ赤にしてぷんすか怒おこるミオ。

「ああ、ごめんごめん」

「何だよもう！　言っておくけどな、これはアーティファクトなんだからな！」

「それはわかってるけど……あ！」

　そうなのだ。アーティファクトは凄すさまじい力を発揮できるが、その力が大きければ大きいほどその副作用セコンダリも激しいものとなる。

　ミオは辺りをきょろきょろと見回し、恥ずかしそうに囁ささやいた。

「えっと、その……だな、このアーティファクトを使うと……か、身体が、燃えるように熱くなるんだ」

「え？」

　その時、シエルの顔が固まった。

「あう、違う！　わ、私の意思じゃない。アーティファクトの副作用セコンダリのせい……あ」

　シエルが、ミオの両りよう肩かたを摑つかみ、熱い眼まな差ざしをミオに送っていた。

「ミオ」

「はぁう、いま急に触さわられると……うう、でもお前なら──」

『それだあっ！』

「あひゃあっ!?」

　突然の叫さけび声に、ミオは飛び上がって驚おどろく。だがシエルは頭の中で、全てのキーワードをパズルのように組み合わせていた。

　ビエイル川の東に布ふ陣じんしている敵軍。帝国の四将ルニとの連合軍五〇〇〇。

　帝国軍の愚ぐ将しよう、カーチス。吹ふきおろしの北風。燃えやすい葦あし。

　少人数で封ふう鎖さが可能なリルガ橋。東の要害ラーゼンに、西のモロ。

　欲望。身体が燃える。

　全てのピースが揃そろい、今、カチリと音を立てて嚙かみ合った。

　シエルはミオの肩を摑んだまま、告げた。

「ありがとう。全てミオのお陰かげだ！」

「え？　う、あ？」

　きょとん、とするミオ。

「早さつ速そく皆を集めて軍議を開こう。時間が無い！」

「え……あ、う、うん」

　シエルはミオの手を引き、皆の許もとへと駆かけて行く。

　手を引かれるミオの顔は、少し憂うれいを帯びていた。




　シエルは急いで幕ばく舎しやに入り、ミオと共に皆を待った。

　やがてフレイ、マギー、エナ、ファルリアがやって来ると、シエルは早速本題に入った。

「これより皆に帝国軍五〇〇〇を破る策を授ける。この策はここにいる全員が働かないといけないから、よく聞いて、きちんと理解するように」

『えっ!?』

　皆はその言葉に、思わず声を上げた。

「あ、兄貴、本当に帝国軍に勝てるのか!?」

　フレイが目を丸くして聞いた。

「間ま違ちがいなくとは言い切れないけど、自信はある」

　シエルは皆の顔を見て、語り始めた。

「いいかい、寡か兵へいの僕らに対して五〇〇〇もの兵を要所に配置しておいたユミカはさすがだよ。でもユミカは一つ、大きなミスを犯していた。それは、その兵を歴戦の将軍にではなく、何も知らない貴族に任せてしまった事だ」

「……カーチス卿きよう？」

「その通り。彼はフレリカ領をまともに治める器うつわでもないくせに次期皇こう帝ていなどと公言している。これはカーチス卿という人物が強ごう欲よくな人物である事を示している。更さらに五〇〇〇の兵を率いていながら、斥せつ候こうも出していない。もし出していれば僕らを察知して、何らかの動きをするはずだよ。これはカーチス卿が情報の重要さを知らない事の表れだ」

　流れるように人物評を語るシエルに、ファルリアが訊たずねた。

「軍師は、カーチス卿と会った事があるのですか？」

「一度もないよ。でも状じよう況きようを観みればその人がどんな性格かなんて理解できるさ」

「な、なるほど……それで、軍師は何をしようと？」

　シエルは立ち上がり、今回の戦の鍵かぎを握にぎる三人の顔を見た。

「フレイ、マギー、ファル。この策は君達の働きにかかってる。やってくれるかい？」

　三人は互たがいに顔を見合わせ、一も二もなく頷うなずいた。

「よし。じゃあ今から君達に策を与える。この策は兵の動かし方が難しいから、きちんと聞いて理解して欲しい」

「わかった、任せてくれ」

　シエルは皆みんなに策を授けていった。

　乾けん坤こん一いつ擲てきの、策を。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




　翌日早朝。

　シエルは一人、馬に乗ってビエイル川沿いを南下していた。

　十一月の風は空気を凍こおりつかせ、手や頰ほおが痺しびれる。吐と息いきは真綿のように白くて美しく、それでいて儚はかなく消えた。

　シエルが目指すのは、左手に流れるビエイル川の対岸に布陣している帝国軍である。

　脱だつ獄ごくしたミオと出しゆつ奔ぽんしたシエル、エナを捕とらえる為ために、五〇〇〇もの帝国軍兵士達が寒風に晒さらされているはずである。

　それから二日かけて進んで行くと、ビエイル川が見えないほど、葦が群生していた。

　そっと、茶色くなった葦に触れる。乾かん燥そうした北風に晒された葦はからからに乾いていた。

　シエルは葦の群生を左手に南下し、ついに街道に辿たどり着ついた。

　右手に進むとモロの城に続き、左手に進むとリルガ橋を経へて、ラーゼンの砦とりで、ブレイブの町、そしてフレリカ王都ミスティケープに至る。

（さて、ここからだな）

　シエルはふうと一息吐ついて、馬の足を左に向けた。

　正面に幅はば広びろの石橋があり、その先に槍やりを持った兵士達が立っているのが見えた。馬の腹を蹴けり、シエルはリルガ橋に近づく。

　だが、シエルは難なく帝国軍の陣じん内ないに入り込んでしまった。

（あ、れ？）

　誰だれにも止められなかったことを意外に思いつつ、馬を進めながら注意深く陣形や兵の士気などを観察する。

　陣中の空気は拍ひよう子し抜ぬけするほど、緩ゆるみきっていた。

　シエルは一番大きく、立派な幕舎に向かって行った。馬をゆっくりと進めて行くと、目を疑うような光景が広がっていた。

　大きな幕舎の横に小さな幕舎が幾いくつも並び、その前には女性が何人もいた。こんな所に女性を連れ込むとは。シエルは緩むにしても限度があると、憤いきどおりに近い感情を抱いだいた。

　そんな陣中を進み、立派な幕舎の前にやって来ると、入口に二人の衛兵が立っていた。

　シエルは馬を降り、衛兵に近づいた。

「そこの者、止まれ。ここは総司令の幕舎である。何か用か？」

「そうですか、それは良かった。僕はシエル・スノーハート。カーチス卿に会いたい」

「何と！　シエル!?」

　二人の衛兵が、驚きのあまり槍を落とした。

　驚いて当然なのである。この帝国軍は出奔したシエルと、脱だつ走そうしたミオを捕らえる為に出陣して来ているのだから。

　衛兵達は槍を拾い、慌あわててシエルに穂ほ先さきを向けた。

「おっとっと、物ぶつ騒そうな事はやめてもらえないかな」

「この裏切り者め！　我らは天竜姫テユリオンユミカ様から、シエル・スノーハートを殺せと命じられてここに来たのだ。ここでお前の首を取り、皇帝陛へい下かに捧ささげ──」

『だまれ、この愚おろか者が！』

　シエルは幕舎の中にいるカーチスにも聞こえるように、大きな声を出した。

「僕は帝国に育ててもらった者だ。帝国への恩義は一日たりとも忘れた事はない！」

　気き迫はくが違ちがう。こうなると一いつ介かいの兵士ではシエルの相手にならなかった。

「ここから先の話は一いつ兵ぺい卒そつにすべきものではない。カーチス卿に会わせよ！」

「ぐむむ、わ、わかりました。カーチス卿をお呼びしますので、少々お待ちを」

　衛兵が唇くちびるを嚙んで幕舎に入ろうとした、その時だった。

「その必要はない」

　返事と同時に、幕舎から一人の男が出てきた。

　高価なガウンを身に纏まとっている。長い髪かみを後ろで結び、プライドが高そうな目をしている。シエルはこの人物がカーチスであると見み抜ぬき、膝ひざをついて頭こうべを垂れた。

「お前が天翔虎カルーデイアの軍師シエル・スノーハートか？」

「ははっ、御ぎよ意いにございます」

「何をしにここへ来た？」

　シエルは顔を上げ、カーチスに告げた。

「あなた様に、天下を献けん上じようする為に」

「何だと？」

　カーチスはシエルの肩かたに手を置いて笑った。

「まあいい。私に仕つかえたいのなら幕舎に入れ」

「ははっ！」

　シエルは促うながされるままに幕舎の中に入って、そして思わず目を丸くした。

　幕舎の中に壺つぼや彫ちよう刻こくなどの調度品が並んでいた。そればかりかドレッサーまであり、奥には玉座まで置かれていた。

「驚いたか。帝てい族ぞくともなると、どこへ行くにも物入りでな」

　カーチスが高らかに笑う。

　シエルは驚いたのではない。

　呆あきれて物が言えなかったのだ。カーチスはどっかと玉座に腰こしを下ろし、肘ひじ掛かけの横の台に置かれたグラスを手にした。

「で、何を話しに来た？」

　シエルは膝をつき、心を静めて口を開いた。

　ここからが、勝負だ。

「卿は長らく帝てい都とから遠く離はなれ、今、帝都に真まことしやかに噂うわさされている風評をご存じない」

「何？」

　カーチスの眉まゆが、ぴくりと震ふるえた。

「子がない皇帝陛下は跡あと継つぎとして、誰をお選びになると思われますか？」

「は！　知れた事よ。陛下の跡を継ぐのはこの私をおいて他にあるまい」

「そう……この私ですら、そう思っておりました」

　シエルの悲ひ壮そう感漂ただよう言葉に、カーチスは身体からだを凍らせる。

「どういう事だ？　私以外に後こう継けい者しやがいるというのか？」

「いえ、おりません」

「ならば、跡継ぎはやはり私ではないか！」

　シエルは一いつ旦たん言葉を区切り、深く、重く、そして静かに告げた。

「皇帝陛下は、どうやら跡継ぎを決めないご様子」

『バカな、そんな事を信じられるか！』

　頭から否定するカーチスだったが、その額には玉のような汗あせが浮うかんでいた。

「近ちか頃ごろ、陛下の変わり様は尋じん常じようではありません。毎日、何人が処しよ刑けい場で首を打たれているか……それ位は、耳にした事があるでしょう」

「うぬ、む、むむう……」

「陛下は天下を統一してから、人が変わられたのです。平へい穏おんに飽あき、再び乱世を望むようになられました。トラインでは実に八〇〇〇もの反乱軍が討ち取られ、天翼狼ジオードアレイアが出奔して東のパルディナで蜂ほう起きし、更にはリュナスまでもが反帝国の声を上げて帝都を襲おそわんと出兵し、それを迎むかえ撃うつはずの大軍師ディオラは病やまいに倒たおれております」

「ほ、本当なのかそれは!?」

「ご自身でお調べになれば、すぐお分かりになるでしょう」

　今口にした事はおおよそ事実を話しているのだから、調べられても問題ない。

「そこで、もしこのまま皇帝陛下が跡継ぎを明確にしないまま崩ほう御ぎよなされれば、天下は誰の手に渡わたると思われますか？」

　カーチスの顔色はすっかり青くなっている。

「お前は、誰だと思う？」

「簡単な話です。帝国一の実力者にして、大軍師ディオラの後任、天竜姫テユリオンユミカを抱かかえている男にございます」

「大元げん帥すいジン・ローディーか！」

　シエルは深く頷いた。

「今回、卿がこんな所に出兵して来たのも、御ご本意ではありますまい。ただユミカに唆そそのかされ、お優しい卿はその言葉に従い、兵を出したに過ぎぬと見ております」

「つまりお前は、私にどうしろというのだ？」

　シエルはすっと立ち上がり、語気を強めて言った。

「私には欲よくがございます。金も欲しい。女も欲しい。大軍師の地位も欲しい。その欲を満たして下さるならば私は卿に仕え、必ずや天下を卿の物にしてご覧に入れましょう」

　視線を合わせるカーチスとシエル。

　この時、カーチスは懸けん命めいに考えを巡めぐらせていた。

　天翔虎カルーデイアの軍師シエル。帝国の大軍師ディオラに師事した天才軍師。

　これから先、もしユミカやアレイアなどと争う事になれば、この男は必ず役に立つ。

「いいだろう、本日よりシエルは私の許もとで働け。給金は望みのままに出そう」

「ありがたき幸せにございます！」

　シエルは嬉うれしそうに、再び膝をついた。

「さて、ジンやユミカらの動きがわかったのだから、私はこんな所で時間を潰つぶしている必要はない。早々に引き上げるとしようか」

「それはお待ち下さい」

　シエルは手を前に出し、カーチスを制した。

「これより三日の後、この橋を帝国の裏切り者が兵二〇〇〇を引き連れ、フレリカ王都ミスティケープになだれ込みまする」

「何と！　二〇〇〇!?」

　カーチスは驚おどろきのあまり、ワイングラスを落として割ってしまった。

　当然、この二〇〇〇という数はシエルの噓うそである。

「どこからそのような兵が集められたのだ!?」

「全ては旧フレリカの連中が計画的に起こした事なのです。率直に申し上げて、ここの兵では彼らに勝てないでしょう」

「それは聞き捨てならんな。二〇〇〇という数には驚いたが、ここには鎮ちん南なん将しよう軍ぐんルニからの援えん軍ぐんと私の兵、併あわせて五〇〇〇がいる。何な故ぜ、二〇〇〇の反乱軍に勝てないのだ？」

　カーチスはすっかりシエルの言葉に食いついていた。

　後は如い何かに説得力を持たせるか、である。

「反乱軍はミオ王女を中心とした一枚岩であり、決して烏う合ごうの衆しゆうではありません。それに対してここの兵は数が多いだけでまとまりが無く、しかも士気も軍紀もないただの集団です。お尋たずね者になっている私があっさりこの場所に来れた事がその証しよう拠こかと」

「むむ、むむう……」

「このままでは卿はここで命を落とすと思った私は、反乱軍に潜もぐり込んで様子を窺うかがっていたのです」

「何故、そのような事を？」

「卿に確実な勝利をもたらし、卿を次期皇こう帝ていにする為ためでございます。尤もつとも、そのせいで帝都では私まで出しゆつ奔ぽんしたと囁ささやかれているそうですが」

「そうか、出奔の事は後で私が直じき々じきに書簡を帝都に送っておく。それで、ど、ど、どうすれば良いのだ？」

　五〇〇〇もの兵を率いている男とは思えぬ怯おびえぶりに、シエルは吹ふき出しそうになった。

「先手を打つのが上策でしょう。私が見たところ卿の兵は戦の経験が少なく、大した将もおりません。そこで橋を渡って西岸に布ふ陣じんし、なるべく固まって兵を伏ふせておくのです。幸いビエイル川の両岸には背の高い葦あしが群生しております故ゆえ、反乱者どもが気付いた時には、一気に片付ける事ができましょう」

「な、なるほど！　流石さすがは天翔虎カルーデイアの軍師だ。早速、言う通りにしようではないか」

　カーチスが慌あわてて呼よび鈴りんを鳴らすと、衛兵が中に入って来た。

「よいか、今日よりシエルは私の味方だ。シエルの助言に従い、陣じんを移す。直ただちにリルガ橋を渡り、西岸に陣を張れ。シエル、幕舎ができたら私と共に飲もうではないか。もっとそなたの話を聞きたい」

「「ははっ！」」

　衛兵とシエルが、同時に返事をして頷うなずいた。

　それから帝国軍はカーチスの命令に従い、即そく座ざにリルガ橋を渡って布陣した。

　これまで何もする事がなかった兵士達は布陣替がえでも気晴らしになると喜んで働き、半日ほどで作業は終しゆう了りようしてしまった。

「橋の向こうからこちらに陣を移しただけだ。さほどの時間もかからなかったな」

　馬上から、カーチスが余裕を見せる。その傍かたわらには乗馬を許されたシエルがいた。

「なあシエル、そもそも陣を移す必要などあったのか？」

「大ありですよ、卿」

　シエルは柔やわらかく微笑ほほえんで言った。

「反乱軍はこちらの岸から参ります。今までの布陣ですと、反乱軍を蹴け散ちらそうとするならば五〇〇〇の兵が一気にリルガ橋を渡らなくてはなりません。この狭せまい橋で、それが可能だと思いますか？」

「ううむ……それは、無理だろうな」

「敵を侮あなどってはなりません。反帝国軍は各地で戦ってきた集団であり、しかも今は帝都から脱だつ出しゆつしてきた旧フレリカ王女を擁ようしております。一人が十倍の力で戦えば、経験浅い帝国軍など蹴散らされましょう」

　シエルの言う事は確かだった。

　何せこの軍は総大将を務めるカーチス自身、合かつ戦せんの経験がないのだ。

「故に、この兵らの力を最大限に発揮するには、リルガ橋西岸に陣取るのが定じよう石せきかと」

「だ、だがユミカは、間ま違ちがっても西岸には陣取るなと言っていたが……」

「それこそがユミカの狙ねらいだと、お気づきになられませんか？」

　カーチス卿きようが、硬こう直ちよくした。

「まさかユミカの奴やつ、わざとここで私に敗北させようと!?」

「それが狙いです。そうなれば卿は皇帝陛下の怒いかりを買い、失しつ脚きやくへの材料となります」

「お、お、おのれ……！」

　カーチスは激げき怒どし、顔を赤くした。

「ご心配には及およびません。私が卿のお側にある限り、ユミカ如ごときの好きにはさせません。逆に反乱軍を返り討ちにし、美しいフレリカ王女を捕とらえて帝都に届ければ、卿は正当なる後継者として認められる事となりましょう」

「おお、おおおお、そ、そこまで考えていたのか!?」

「そこまで考えてこそ、軍師です」

　シエルは僅わずかの時間で、カーチス卿の信しん頼らいを得る事に成功した。

　だが、その時だった。

「カーチス卿、何故急に陣を変えられたぁ？」

　背後から、とてつもなく大きな声が聞こえてきた。

　振ふり返ると、そこには巨きよ漢かんが立っていた。

「あ……あなたは！」

　シエルはその男に見覚えがあった。

　丸顔でソバージュのかかったカーキ色の髪かみで、白いものが混じってはいるが、立派な髭ひげを生やしている。筋肉質で、身長はフレイよりもうひと回り大きいが、どちらかといえば丸い体型だ。

　帝国が天下統一を果たす以前、フレリカの隣りん国ごくゼルバーグでその名を轟とどろかせた、ザグロニア大将軍だった。

「んん？　お前はもしや、フレリカのスノーハート殿どのの息むす子こかぁ？」

　シエルの周りの風向きが、変わった気がした。

「お、お久しぶりです、ザグロニア将軍」

「おう。そうか、あの小こ僧ぞうが、随ずい分ぶん立派になったもんだなぁ！」

　がはは、と豪ごう快かいに笑うザグロニア。

　この男は武力のみで大将軍にまで登のぼり詰つめた男である。身体の傷は数知れず。戦に出ればそのメイスで何人も叩たたき潰してきたという豪ごう傑けつだ。

「まさか、カーチス卿の陣であなたにお会いするとは……驚きました」

　シエルは内心逃にげ出したくなったが、それを懸命に堪こらえて言った。

「ちょっと待てザグロニアよ、今、このシエルがフレリカ出身だと言ったか？」

　カーチス卿の言葉には、明らかに不ふ審しんの色が混じっている。

　シエルは背中に冷たい汗あせが流れるのを感じていた。

「それが、どうかしましたかぁ？」

　ザグロニアはつまらなさそうに言い捨てた。

「ワシとて旧ゼルバーグの出身ですぞ。出しゆつ自じなど気にしておったら今の世の中、誰だれ一人ひとり部下にできませんぞぉ？」

　わっはっは、と再び笑いとばすザグロニア。

　カーチス卿は「確かに」と短く言ってシエルに目を向けた。

「そうだな。私はこれから天下を狙う者なのだ。大事なのは過去ではなく、今だ」

　シエルはカーチスに頭を下げた。

「お言葉、嬉しく思います」

「なあに、気にするな気にするな」

　カーチスはそう言い残し、馬を降りて幕舎に向かって行った。シエルは思わぬところで出現した豪傑に、内心穏おだやかではなかった。




　翌日早そう暁ぎよう。シエルは結局、カーチスとザグロニア将軍の二人に付き合わされ、しこたま酒を飲まされてしまった。

（まずい……気分が悪い……）

　シエルは将校用の幕舎の中で一人目を覚まし、布団の中でもがいていた。

　瞼まぶたを開いてみる。天てん井じようが、歪ゆがんで見えた。

　自分の息がまだ酒さけ臭くさい。こんな状態ではまともに歩く事すらできない。

（うう……頭が痛い……）

　作戦決行の合図は至って簡単だ。

　帝てい国こく軍が東岸から西岸に移っていれば、シエルの計略通りに皆みんなが動き出す。

　シエルは痛む頭を無理矢理起こして立ち上がる。二歩進んで、倒たおれた。

（駄だ目めだ）

　シエルに与あたえられた幕舎は、運が悪い事に陣の北側にあった。冬だというのに、徐じよ々じよに室温が上じよう昇しようしていく。幕舎に茶色いシミのような物が広がり、そこから真っ赤な炎ほのおが上がった。

　フレリカ軍による火か計けいだった。

（これはもう……仕方ない、かなあ……）

　シエルはそう思いつつ自分の酒の弱さ、身体の弱さを呪のろう事しかできなかった。




　その頃ころ、カーチスは寝しん所じよに運ばせたベッドの中で、久々に心地ここちよい眠ねむりを楽しんでいた。

　だが、それは兵士達の騒さわぎで中断せざるを得なくなった。起きてみると幕舎の外がやたらと騒がしく、何事かと呼び鈴を鳴らしても、誰だれもやって来なかった。

　カーチスは仕方なくガウンを羽織り、外に出た。

「何だ、これ、は!?」

　誰かに訊たずねるまでもなかった。

　ビエイル川の北、帝国軍右陣が、炎に包まれていたのだ。

「ど、ど、どういう事だ！」

　カーチスの叫さけびは、兵士達の怒ど号ごうにかき消された。炎はビエイル川沿いに繁はん茂もした葦を焼き、北風に乗って瞬またたく間まに帝国軍を襲おそった。

「カーチス卿ぉ！」

　正面から、ザグロニア将軍が馬を二頭連れてやって来た。

「おお、ザグロニア！　これはどういう──」

「わかりませんが、兵達が申すに、突とつ然ぜん北側から火の手が上がったとか」

　そう聞いて、ますますカーチスの頭は混乱した。

　簡単な仕事のはずだった。シエルの言う事を聞いていれば、自分は次期皇こう帝ていになれる。

　その足がかりにする為ための、簡単だが大事な仕事だった。

　そこでカーチスは、はたと気がついた。シエルの姿がない事に。

「シエルは、天翔虎カルーデイアシエルはどうした!?」

　カーチスの叫びに、ザグロニアは顔をしかめて答えた。

「シエルの幕舎は既すでに……炎に巻かれておりました」

「なんだとぉ!?　それでシエルは!?」

「幕舎を守っていた衛兵にも訊ねましたが、シエルが外に出た気配は一切なかったそうで……何とか助け出そうと試みましたが、火勢が強く……」

「な、何という事だ……これから懐ふところ刀がたなとして働いてもらおうと思っていた天才軍師を、こんな形で失うとは」

　カーチスは脱だつ力りよくし、両りよう膝ひざを地面につく。

「卿！　今は一軍師の喪そう失しつを嘆なげいてる場合では……」

　その声に、カーチスはまるで耳を貸さなかった。ザグロニアはそんなカーチスに嘆たん息そくし、混乱に陥おちいっている兵士達に命令した。

「ええい、とにかく火を消せ！　右軍は川より水を運び、火を消す事に専念せよ！」

『は、ははっ！』

　兵士らはザグロニアに膝ひざをつき急いで右軍へと向かった。

　本来ならば総大将のカーチスが命を下さねばならない所ではあるが、カーチスは天翔虎カルーデイアシエルを失ったショックでそこまで気が回らない。

（軍師一人を失った程度でこの有様……もしやワシは、縋すがる木を誤ったかもしれんのぉ）

　情けなく項うな垂だれるカーチスを、細めた目で見下ろすザグロニア。

　と、その時だった。

「急報、きゅ、急報おッ！」

　左軍より、早馬がカーチスの許に駆かけて来た。

「この忙いそがしい時に……何じゃあ、話はワシが聞く！」

『左軍が何ど処こかの軍に攻せめ込まれました！』

「何じゃとぉ!?」

　カーチスもザグロニアも、頭の中が真っ白になった。

「兵力は？」

「わかりません。敵は段階的に兵を増やしておりまして、一〇〇〇とも二〇〇〇ともつかず……至急援えん軍ぐんを！」

「むうう～～」

　ザグロニアは苦い顔をして右軍に目を向けた。

　援軍をと言われても、右軍を襲う大火は葦あしから葦、幕舎から幕舎へと激しく燃え移り、これを鎮ちん火かさせる為には一兵たりとも左軍に回せない状じよう況きようだった。

「よおし、ならば卿より預かりし部下五〇〇名を率い、ワシ自ら援軍として向かう！　左軍にはそれまで持ちこたえよと伝え──」

　ザグロニアの口が、背後からの叫び声で固まった。振り返ると、後方リルガ橋の向こう側から軍勢の声が聞こえ、帝国兵が逃げてくるのが見えた。

「な、今度は何じゃあっ!?」

　ザグロニアが叫ぶ。すると騎き馬ば兵がザグロニアの許に駆け寄って来て、叫んだ。

「て、敵てき襲しゆう、敵襲でございます！　何者かがリルガ橋より突つっ込こんで来ております！」

『なぁああああにぃいいいい!?』

　敵襲。帝国兵はその言葉を聞いて完全に浮うき足立った。

「北より大火、南より敵襲、そして、背後からも……？」

　北風に煽あおられ、急速に南下してくる炎。

　南から兵力不明の敵襲。

　東のリルガ橋から本ほん陣じんへの奇き襲しゆう。

　三方向同時攻こう撃げきである。慌あわてふためく帝国兵は右へ行けばいいのか左に行けばいいのかもわからず、アーマーを着ける事も忘れてただ混乱の渦うずに流されていた。

「ぶっ……わーっはっはっはっは！」

　ザグロニアは混乱し怒号飛び交う陣じん中ちゆうにおいて、この窮きゆう地ちに思わず血ち湧わき肉にく躍おどり、笑った。帝国の四将級の兵士数を誇ほこるこのカーチス軍を、完全に手玉に取っている。

　ザグロニアは久方ぶりに武人としての血を沸わき立たせていた。

「どれか一方でも止めなければ総そう崩くずれじゃ。ワシはリルガ橋に行く。よいですな卿？」

　カーチスは顔面蒼そう白はくで、情けなくかくかくと頷うなずくだけだった。

「慌てるなぁ！　本陣一軍は本陣が炎に巻かれぬ様、陣をもっと西に移せ。二軍はカーチス卿きようをお守りしろ。三軍はワシについて来い。リルガ橋のネズミを蹴け散ちらすぞ！」

『お、おおおおおおおおおおおお！』

　ザグロニアが明確な指示を出した事により錯さく綜そうする帝国軍が一応、形を取とり戻もどした。

「よぉし者共、ワシに続け！」

　ザグロニアはメイスを背負い、馬に乗って東に向かって走った。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




　その一方で、開戦前日に闇やみに紛まぎれて南側に布ふ陣じんしていたマギーとファルリアは、帝国軍右陣の炎を合図に作戦を開始した。

　まず一〇〇の兵を連れたマギーが、二〇〇〇からなる帝国軍左陣に突とつ撃げきを敢かん行こうする。その後ろから一〇〇の弓兵を従えたファルリアがついて行った。

　まだ朝が早く、帝国軍兵士の殆ほとんどが幕舎で眠っていた。ファルリアは帝国軍幕舎に火矢を射かけ、慌てて飛び出してきた兵士をマギーが斬きり倒していく。だが帝国兵らは、その奇襲が大した兵力ではない事を見み抜ぬくと、隊たい伍ごを整えて反はん撃げきを開始してきた。

　マギーの前に立ちはだかった者は次々と倒されていったが、元々文官であったファルリアがマギーほど強い訳はないし、彼女に従う兵士が皆、豪ごう傑けつ揃ぞろいという訳でもない。

　徐々にフレリカ軍の旗色が悪くなり、帝国軍を押し込めなくなってきた。

「慌てるな！　この程度の奇襲ならびくともせん。落ち着いて戦えば負ける事はない！」

　帝国軍の将校がそう叫ぶと兵士達の目つきが変わり、軍全体の重みが増した。

　声が大きい。そのお陰かげで、兵士達は自分が何をすべきか瞬しゆん時じに理解できたようだった。

「女ぁ！　その程度で我らを破れると思うな」

　将校が大声で、前線で足を振ふるマギーに向かって叫ぶ。マギーは馬上でその身体からだをくるりと反転させ、鞍くらの持ち手を握にぎり直して立ち上がり、叫んだ。

「そこの男、うるさいです。そんな事は知ってるですよ。二の陣、出しゆつ撃げき！」

「何ぃ!?」

　マギーの号令で、奇襲隊の後方から更さらなる兵が現れ、兵力が瞬時にして倍以上に増えた。

　怒ど濤とうの如ごとく攻め込んでくる増ぞう援えん部隊に、帝国軍は右往左往していた。

「うおお、どうなっている!?」

　困こん惑わくする帝国軍に向かい、マギーはすうっと息を吸って叫んだ。

『我らは勇気あるフレリカの新王ミオの兵である！　これまで散々、この地を荒あらした帝国の賊ぞくどもよ。民たみの怒いかりを受けるがいい、ですっ！』

「ぬ、フレリカ軍!?」

　将校が戸と惑まどった、その隙すきを突いた。

　マギーは一気に将校まで詰つめ寄ると、左手を離はなし、左足を頭上に振り上げる。

　足先には朝日を反射させた、美しい刃やいばが輝かがやいていた。

「なあっ、わ、我こそは──きゅ」

　マギーが身体ごと足を振り下ろすと将校は胸を切り裂さかれて落馬し、二度と口を開く事はできなかった。

「た、隊長おぉ！」

「名乗れなかったぞ！」

「な、何という速さだ」

　まさに疾しつ風ぷうそのものであり、ほんの一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　マギーは悔くやしそうに拳こぶしを握り、声を張り上げた。

「くう、今度は名前を聞き忘れました……声がデカイ人、討ち取ったですっ！」

『うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』

　奇襲隊が歓かん声せいをあげる。

　いつのまにか、奇襲隊はかなりの人数に膨ふくれあがっていた。

「隊長がやられた！　副長を呼んでこい！」

「副長はもうあの女にやられました！」

「何だと、じゃあ誰が左軍の指揮を執とるんだ!?」

「こ、こいつら、段階的に兵力を増やしてるのか？」

「兵力が足りない、援軍を要よう請せいしろ！」

　帝てい国こく軍の混乱は隊長があっさり討ち取られた事で頂点に達し、とうとうこの場から逃にげ出す者まで現れていた。

　マギーは爪そう甲こう沓とうの刃を出し、帝国軍に向かって叫さけんだ。

「こらー、逃～げ～る～な～っ！　男ならその命、ここに置いてくです！」

『うわ、うわああああああああああああっ！』

　その可愛らしい見かけとは裏腹に、圧あつ倒とう的てきな強さを持つマギーの姿に、帝国兵はどんどん背を向け始めた。

　帝国軍にはこの小さな少女の笑みが、悪あく魔まのようにしか見えなかった。







『おらぁあああっ、帝国軍ってなぁこんなもんか!?』

　フレイが大おお矛ほこを振るいながら、必死に応戦してくる兵士に特とつ攻こうする。

「う、うああ……」

　馬を駆り、怯おびえる帝国兵に向かって矛を振る。

　前線にいた五人ほどが、十個の塊かたまりとなって橋の下に弾はじき飛とばされていた。

「おらおら次ぃ！」

　フレイは炎ほのおのような髪かみを逆立て、リルガ橋を走る。

　既すでに橋の八割は奇襲隊で埋うめられていた。

「うわわ、わわわわ────っ！」

　フレイの眼下には、怯えきった帝国兵。

　右手には猛もう火かに包まれる帝国軍の陣じん。左手からはマギー、ファルリア連合軍による波状攻撃で困惑する帝国軍の悲鳴が聞こえてきた。

（やっぱ、兄貴はすげえな）

　兄と慕したうシエルが立てた策により、五〇〇〇の帝国軍が、僅わずか一〇〇〇足らずのフレリカ軍に翻ほん弄ろうされていた。

「よーし野や郎ろうども、ここを抜ぬければ敵本陣は目の前だ！　一気に──」

『そこまでじゃあああ！』

「突き抜け……お？」

　フレイの檄げきが、何者かの蛮ばん声せいによってかき消された。

　顔を前に向けると、頭一つ体が大きな騎き士しが、逃げる歩兵の波をかき分けるようにやって来た。帝国軍らしく赤のフルプレートアーマーに、巨きよ大だいなメイスを持っていた。

（ただ者じゃねぇ）

　一見して、フレイはザグロニアが並の武人ではない事を悟さとった。ザグロニアは一騎でフレイに向かってくる。フレイも手で味方の兵を下げ、一騎、橋上に残った。

「小こ僧ぞう、よくも小こ賢ざかしい真ま似ねをしてくれたな。このトーレ帝国軍に手を出すとは、覚かく悟ごの上なんだろうなぁ？」

　ザグロニアが怒りを重い声に乗せてぶつけてきた。かなりの威い圧あつ感かんがあったが、フレイはそれを薙なぎ払はらうかのように矛を振った。

「オレはフレリカ王国のフレイ・フォルク。悪逆非道を重ねるトーレ帝国を倒たおし、民を救う為ために立ち上がった。お年寄りには優しいオレだが、邪じや魔まをするなら斬り捨てる！」

「黙だまれ鼻垂れ小僧が、ワシの相手は十年早いのぉ。この元ゼルバーグ王国大将軍ザグロニアが、貴様に本物の漢おとこというものを教えてやる！」

　ザグロニアも、片手でメイスを振り回す。

　リルガ橋上は、大将同士の一騎討うちの様相を呈ていした。しかもこの一騎討ちが、戦いくさそのものの勝敗を分ける。周りで見守る兵士達の誰だれもがそう思った。

「行くぜ行くぜ行くぜジジイ！」

「かかって来いっ小僧！」

　フレイとザグロニアが同時に馬を走らせ、矛とメイスが火花を散らして激げき突とつした。

　ザグロニアは目め一いつ杯ぱいの力を込め、右側から横よこ殴なぐりにメイスを振る。

　フレイはそれを矛で受け止めると、メイスを滑すべらせるように矛を振り上げ、ザグロニアの頭部めがけて打ち下ろす。

　ザグロニアは瞬時にメイスの柄えを肩かたに掛かけ、頭を下げる。フレイの矛はザグロニアの柄に阻はばまれて、頭部には届かなかった。

　その後も二合、三合、四合と打ち合ったが、その力は拮きつ抗こうしていた。

「ふー、元大将軍の名は伊だ達てじゃねぇな。技が多た彩さいじゃねぇか」

　フレイは少し息を切らし、そう言った。

「ふう、はああ。そう言う貴様こそ大した膂りよ力りよくだ。まだ若いくせに強いな」

　二人は体中に傷を負っていたが、どれも致ち命めい傷しようではなかった。

「さてと、みんな働いてんのに、オレだけ遊んでる訳にゃいかねぇな」

　フレイは両りよう腕うでに更なる力を込める。

「そりゃこっちも同じじゃあ。早く戻って、あいつらの指揮を執ってやらにゃあよ」

　ザグロニアはメイスを両手で摑つかみ、真まっ直すぐ上に向けた。

「小僧、久しぶりに楽しかったぞ」

　にやり、とザグロニアが笑うと、メイスが淡あわく輝き出した。

「まさかその武器……アーティファクトなのか!?」

　フレイの顔から余よ裕ゆうの笑みが消える。

　そしてザグロニアの背後で一騎討ちを見守っていた帝国軍が、慌あわてて橋から逃げ出した。

「あん？」

　フレイがその動きに戸惑っていると、ザグロニアのメイスが光り出し、槌つちの頭がそのまま大きく形を変え、巨大で分厚い鉄の棍こん棒ぼうに変化した。

　その長さは柄も含ふくめると……十メートルはある。

『なんじゃそりゃあ!?』

　フレイが思わず驚きよう嘆たんの声を上げる。

「これこそがワシのアーティファクト〝隆りゆう骨こつ杵しよ〟だ。受け止めきれるかあ？」

　ザグロニアがにやりと笑い、その巨大な棍棒を振りかぶると、フレイめがけて風を吹き飛ばしながら打ち下ろした！

「じょ、冗じよう談だんじゃねぇ」

　フレイは咄とつ嗟さに馬の体を左側に飛び退のかせて攻こう撃げきを避よけた。

　どごぉん、という凄すさまじい衝しよう撃げき音と共に、後方にいたフレリカ軍数名がその攻撃に巻き込まれてしまった。

「く……っそ、あんなの反則じゃねぇのか!?」

　ザグロニアは隆骨杵を戻もどして左ひだり肩かたに担ぎ、馬の首を右に振ふる。

　その回転を利用して、今度は横からフレイを狙ねらって隆骨杵を振るった。

　その大きさ、その長さから、フレイに避けるという選せん択たく肢しはない。咄嗟に矛を横に構え、その柄でザグロニアの隆骨杵を受け止める姿勢を取るフレイ。

　がつん！

「ふぐ……」

　まるで横から巨大な鉄板に殴なぐられたかのような、凄まじい衝撃がフレイを襲おそった。

「うぐあ、がっ！」

　そのあまりの強きよう烈れつさに矛は弾はじかれ、フレイは落馬して固い石橋に背中を打ちつけた。

「はー、はー、これ、これで終わりだぁ！」

　ザグロニアは隆骨杵を思い切り振りかぶる。

　その後方に隆骨杵がずしんと突つき刺ささり、リルガ橋が激しく揺ゆれた。

『どぉりゃああああ！』

　ふぉん、と巨大な鉄の柱が持ち上がると、そのままフレイの頭上に振り下ろされる。

　フレイは無茶だと知りつつ、手にした矛を両手に持って、これをまともに受け止めた！

　ずぁどおん、という音と衝撃が橋を大きく揺らし、隆骨杵は騎き乗じようしたフレイがいた場所に深くめり込んでいた。

「ふ、はあああはははは、まともに食らったかあ！　はー、はああー、これであの赤髪小僧は、潰つぶれたネズミのように──」

　その時、がらんとザグロニアの隆骨杵を押しのけ、フレイが立ち上がってきた。

　だが馬は無む惨ざんにも潰され、びくびくと足が痙けい攣れんしていた。

「は、はあ、はあ……ほ、ほとほと呆あきれた奴やつよ。我が隆骨杵をま、まともに食らって、立ち上がるとは……」

「そんなこ、攻撃……ちっとも効かねえよ」

　フレイは額から血をだくだく流しながら言った。

　完全な強がりだった。

　左ひだり腕うでに力が入らない。肋ろつ骨こつも何本か折れている。

　膝ひざが笑い、立つのもやっとの状態だった。

（やっべぇ……意識が、飛びそうだ……）

　さっきの一いち撃げきは、確実にフレイの身体にダメージを与あたえている。ふと手にした矛に目を落とすと、鉄てつ芯しんが入った矛が真ん中から曲がっていた。

「す、すげーな。これが元大将軍の一発か」

　それでもフレイは、笑っていた。

「ぜえ、ぜえ、な、何が可お笑かしいかぁ！」

　フレイはこれまで何度も死線を潜くぐり抜けてきた。

　だが、今日ほど矛を振るう事に喜びを感じる日はなかった。

「へ、へへ……オレの夢ぁよう、一国の将軍になって、天下にフレイ・フォルクの名を広める事だ。こんなとこで終われっかよ！」

　とはいえもう一度あんな常識外れの武器をぶつけられたら、如い何かに頑がん丈じようなフレイといえどもただでは済まない。

（考えろ。あれほどのアーティファクトだ。なら、必ず副作用セコンダリも発動してるはずだ）

　考える事が苦手なフレイだが、異変はわりとすぐ目に付いた。

　それはザグロニアの表情である。滝たきのような汗あせを流し、意識は朦もう朧ろうとして視線が定まっていないように見える。

　どうやらこのアーティファクトは、使う方にも相応の体力が求められるらしい。

「へ、何だよジジイ、てめーもふらふらじゃねぇか」

「小僧が……どの道、次で終わりじゃあああああ！」

　ザグロニアが渾こん身しんの力を振り絞しぼり、隆骨杵を高く持ち上げた。馬上の巨きよ体たいがそんな武器を手にしているのだから、その高さはかなりのものだった。

（ん!?）

　その時、フレイの目はひとつの違い和わ感かんを見み逃のがさなかった。

　馬の足はその重みで多少曲がっているものの、きっちりと堪こらえている。

（そうか、あのアーティファクト、それほど重くねぇな？）

　無論、勢いをつけて叩たたかれれば、かなりの殺傷力があるのは間ま違ちがいない。

　そしてもう一つ。

　こちらの方がフレイにとって大事だった。

（賭かける価値はある！）

　フレイは曲がった矛ほこを手にして、ザグロニアに向かって走った。

「ぜー、ぜー、こ、これで、終わりじゃあああああ！」

　ザグロニアが柱のようになった隆骨杵を振り下ろす。

　だがフレイは頭上には目もくれず、ザグロニアの馬の足あし許もとに向かって飛び込んだ！

　再び隆骨杵が打ち付けられ、橋の欠片かけらが辺りに飛び散る。

　その時、フレイはザグロニアの馬のすぐ下にいた。

「ばはあっ、な、なに!?」

　馬上から振り下ろされる隆骨杵は確かに強烈な破壊力を持つのだが、それを使うザグロニアの足下に死角が出来ていた。それを見み抜ぬいたフレイは敢あえて前進する事で、隆骨杵の攻撃を避けられると思ったのだ。

　そしてそれは、成功した。

「惜おしかったなあザグ…………よ」

『な、名前くらい覚えんかこのクソ小僧が！』

　フレイは渾身の力を込めて、矛を握にぎった。

「うっせぇ！　馬と一いつ緒しよに泳いでこいジジイぃいいいぃいい！」

「ぐおおおおああああああ！」

　へし曲がった矛が、ザグロニアとその馬にめり込む。

『だりゃあああああああああああっ！』

　フレイは右みぎ腕うで一本で馬をよろけさせ、ザグロニアを馬ごと橋の下へと弾き飛とばした！

　主あるじを失った隆骨杵はがらんと橋の上に落ち、その形も元のメイスに戻った。

「はあ、はあ、ぶはあ──っ！」

　息を切らしながらも、フレイは矛を天に翳かざして叫さけんだ！

「敵将……ジジイ、討ち取ったり──────────！」

『うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』

　ザグロニア敗れる。

　それはカーチス卿きよう率いるこの帝てい国こく軍最大武力の喪そう失しつを意味した。

「ざ、ザグロニア将軍が負けた!?」

「わわ……」

「に、逃にげ……」

　帝国軍の戦意は、とうとう地に落ちた。

　フレイは一息吐つき、部下が引いてきた馬に乗る。

　全身が痛んだが、今はそれよりも敵本ほん陣じんに攻せめ込む事が最優先だった。

「や、野や郎ろうども、これでオレらの強さが証明された。オレらは圧あつ倒とう的てきに強い！　帝国軍など、少しも恐おそれる必要はない。暴れて、暴れて、暴れまくれ────ぇ！」

『おおおおおおおおおおおおおおおおっ！』

　フレイは檄げきを飛ばし、麾き下かの騎き馬ば隊を率いて敵本陣になだれ込んだ。

　鬼き神しんと化したフレイを止められる者は、もはや帝国軍には誰だれもいなかった。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




「た、大変です！　東に向かったザグロニア将軍が一いつ騎き討うちで敗やぶれ、敵がここを目指して攻めて来ます！」

　その報を聞いたカーチスは、目め眩まいを覚えてその場に倒たおれ込んだ。

「報告！　北側からの炎ほのおが勢いを増し、間もなくこちらにまで及およびそうでございます！」

「急報ッ！　左軍の味方が敵に押し込まれております！　右軍の将も討ち取られたとの事で……至急援えん軍ぐんを！」

　次々と飛び込んでくる報告を前に、戦いくさ経験のないカーチスは、何をどう処理していいかわからなかった。

　北の炎ほのおは依い然ぜん、猛もう威いを振るっている。

　東と南からは奇き襲しゆうで旗色悪し。

　天才軍師シエルはあっさりと炎に巻かれて焼死、頼たのみのザグロニア将軍も負けた。

　ぷつん、と、カーチスの中で何かが切れた。

「に、逃げる。逃げるぞ！　正面西側に向かって走れ！　誰ぞ、馬車を用意せよ！」

　情けなく裏声でそう叫ぶカーチスに、部下の兵が言った。
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「馬車などこの非常時に……そんな物を用意している間にここへ攻め込まれればお命はありませんぞ！」

「な、な、ならば馬だ、馬を引けぇ！」

「ははっ！」

　カーチスの顔は恐きよう怖ふの汗が流れ、その目は怯おびえきっていた。

　騎馬が到とう着ちやくするとカーチスは部下を肩かたで弾はじき飛ばして乗馬し、赤いガウンを着たまま一目散に西へと逃げていった。

「きょ、卿！　我々はどうすれば!?」

　そんな部下の声など、カーチスの耳には入らなかった。

　必死に逃げていくカーチスの姿は、帝国軍兵士の目にすぐ留まった。

　何せカーチスは赤いガウンを着ている。そんな目立つ騎兵など、他にいないからだ。

　帝国軍総大将が逃げ出した。その報は直ただちに全軍に広まり、もはやこの地に留とどまってフレリカ軍と戦おうなどという気き概がいを持つ帝国軍兵士は、一人たりとも存在しなかった。

『全軍、西へ待たい避ひだああああっ！』

『逃げろ逃げろ逃げろ！』

　そんな声が陣じん中ちゆうに渦うず巻まき、帝国軍はただひたすら西に逃げていった。

「敵が逃げ出した！　我らの勝利だ！」

「追え！　一人でも多く討ち取れぇ！」

　逃げる者。追う者。

　それぞれが必死に、戦場を駆かけていた。




　時に、帝てい国こく暦れき三八年一一月六日早そう暁ぎよう。

　旧フレリカ王国領、ラーゼンの砦とりでの西に位置するリルガ橋で勃ぼつ発ぱつしたこの戦いは、帝国軍五〇〇〇が、新生フレリカ軍九〇〇に、完かん膚ぷなきまでに叩かれた。

　帝国軍の被ひ害がいは三〇〇〇にのぼり、この地の帝国軍は慌あわてて東や西に逃げていった。

　後にこの戦は『リルガ橋の戦い』と呼ばれ、兵法書にも記き載さいされるラーカスの代表的な奇襲戦となった。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




　フレリカ軍が帝国軍を撃うち破って、間もなく半日が過ぎる。

　リルガ橋から北、ビエイル川の西岸は一面焼け野原となり、すっかり見晴らしが良くなった。そんな中、ミオ、フレイ、マギー、エナ、ファルリアの五人は、必死になってシエルの姿を探した。

「あにきー、うう、シエルのあにきー」

　マギーは顔中煤すすまみれになりながらも焼け落ちた幕ばく舎しやの残ざん骸がいを掘ほっていた。

「皆みんな、全てを優先させて、シエル軍師を探すんだ！」

　ファルリアも麾下の兵士達に指示し、シエルの姿を探す。

「バカシエル……あんたの事だから、ここまで折り込み済みで策立てたんでしょ……冗じよう談だんじゃないわよばか」

　エナも、放心したように歩き回り、必死にシエルの姿を求めた。

「兄貴、兄貴ぃいいいっ！」

　フレイはそう叫びながら、焼けた幕舎の間を歩いていた。その時、捕ほ縛ばくされ、縄なわを打たれていた帝国軍兵士の中に、見覚えのある体の大きな男がいた。

　この戦でフレイと壮そう絶ぜつな一騎討ちを演じた、ザグロニアだった。

　ザグロニアはビエイル川に叩き落とされ、意識を失いかけながらも、何とか川辺に辿たどり着つき、そこを巡じゆん回かいしていたフレリカ軍に捕とらえられたのだ。

「いい格好だな、おっさん」

　フレイは手にした棒を肩に掛かけ、そう言った。

「こ、ここ、小こ僧ぞうか……」

　冬のビエイル川は氷のように冷たくなる。ザグロニアは身体中を震ふるわせ、唇くちびるは紫むらさきになっていた。

「こんな時に何だが、あんたフレリカ軍に入らないか？」

「な、なん、だと？」

　震える口では、まともに声を発することができなかった。

「あんたがどういう経けい緯いで帝国軍に加わってあんな男に仕つかえていたのかは知らねぇが、あんたはこのオレと同じくらいの力を持ってる。正直言って驚おどろいたぜ、さすがは元ゼルバーグ王国大将軍だ」

　屈かがんでザグロニアの顔を覗のぞき込んだ。

「わ、ワシとて、す、好きで帝国に与くみしていた、訳ではないわ！　帝国で手て柄がらを立て、忠節を誓ちかうなら、ゼルバーグ王を国にか、返してくれると、言うから……くそ、貴様なんぞに負けるとは……無念じゃ」

　ザグロニアは凍こごえる口を震わせ、目を落とした。そんなザグロニアにフレイは顎あごをさすって眉まゆ根ねをひそめた。

「そうか、あんた知らねぇんだな……」

「知らぬ？　ワシが、何を知らぬと言う！」

　憤いきどおるザグロニアに、フレイが強い口調で告げた。

「ゼルバーグ王は、既すでに帝てい都とで処しよ刑けいされたぞ」

「な……に？」

　ザグロニアはその大きな目玉をぎょろりと剝むいて驚いた。

「う、噓うそでは、あるま、いな」

「ゼルバーグ王だけじゃねぇ。エリューディン王、リュナス王、パルディナ教皇……そして我らが主フレリカ王も、みんな処刑された。ミオ王女は、そんな帝国を倒すべく挙兵したんだ」

「おお……おおお……」

　結局、ザグロニアは帝国に騙だまされていたのだ。

　ザグロニアはざんばらの髪かみを垂らし、額を地面について咽むせび泣ないた。

「おっさんよ、だからとは言わねえ。オレは口べただから上手い事は言えねえけどよ、ミオ様はいい王女になる。それにオレと同等の実力を持つマギーっつー女もいるし、内政は帝国で尚しよう書しよにまでなったエナ姉がいる。

　それに何より、天翔虎カルーデイアの軍師シエルがいるからな！」

　フレイはそう言って、持っていた棒をザグロニアの前に投げた。

「こ、ここ、これは！」

　ザグロニアが一騎討ちに使用したメイス、隆りゆう骨こつ杵しよだった。

「あんたがフレリカ軍に入るならそれは返す。フレリカ軍に入らないなら恩賞として誰かの手に渡わたるか、売うり払はらわれるだろうな」

「う、お、お前は、この、メイスが、欲しく、ないのか？」

　フレイは顎をさすり、面めん倒どうくさそうに言った。

「興味ねえ」

「な、何な故ぜだ？　こ、これは、アーティファクトだぞ？」

　フレイはずいと顔をザグロニアに近づけた。

「オレは天下の大将軍になるって決めたんだ。こんなモン使ったら、この棒に頼たよった戦いしかできなくなっちまうじゃねぇかよ」

　かっかっか、と笑ってフレイは隆骨杵を拾い、どんとザグロニアの胸に叩たたきつけた。

「オレらと来いよ元大将軍！　それとも、ここがあんたの死に場所か？」

　ザグロニアはフレイの目を睨にらみつけ、そして、言った。

「……わかった。フレリカ軍に降くだろう」

「そう来なくちゃよ」

　フレイはにやっと笑い、ザグロニアの縄をナイフで切った。

「全く、最近の、若いのは、あの、し、シエルといい、お前といい、才能ある者が、増えているな」

　ザグロニアが震える声でそう言うと、フレイは思わず呼吸を止めた。

「おいジジイ、あんた兄貴を知ってんのか？」

「あ、兄貴？」

　フレイはザグロニアの胸ぐらを摑つかんで持ち上げた。

「シエルはオレの兄貴みてぇなもんだ。あんた、兄貴がどこに行ったのか知らねぇか!?　戦の後、姿が見えねぇんだよ！」

　ザグロニアは巨きよ漢かんである自分を簡単に持ち上げたフレイの膂りよ力りよくに改めて驚いたが、それ以上にシエルの義ぎ弟妹きようだいと聞いて、思わず目を背そむけた。

「そうか、シエルは、フレリカ軍の、者だったか」

「何か知ってんのか!?」

　ザグロニアはフレイの腕うでを叩き「降ろせ」と短く言った。フレイが腕を降ろすと、ザグロニアは背を向けて歩き出した。

「ついて、来い。シエルの、幕舎を、知っている。シエルはそこで──」

　ザグロニアはフレイと顔を合わさないまま、告げた。

『焼死した』




　数分後。

　ザグロニアの案内で、シエルが眠ねむったとされる幕舎の跡あと地ちに、全員が集まっていた。

「噓……でしょ？」

　エナが、そう漏もらした。

　その幕舎跡は燃え方が激しかったらしく、柱一本残らず燃え尽つきていた。あるのはただ、元が何だったのかも分からない残骸だけだ。

「間ま違ちがいない。ワシもあの火か計けいの折、姿が見えないシエルを探した。シエルは昨晩からここの幕舎に入ったっきり、出てこなかったそうだ」

「そんなの噓だ！」

　ミオが、泣きながら叫さけんでいた。

「私はこれから、どうすればいい……お前は、必ず帰ってくるって約束したじゃないか！　私を守ってくれるんじゃなかったのか、シエル！」

　ミオは膝ひざから崩くずれ落ち、泣いた。




　　　　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆




　少し時を遡さかのぼり、リルガ橋の戦いの二日前。

　五〇〇〇の帝てい国こく軍を撃ち破る策を思いついたシエルは、リルガ橋近辺の地図を簡単に書き、それをテーブルの上に広げてミオ達を集めた。

「改めて言うけど、現在の帝国軍に、数で劣おとる僕らは絶対に勝てない。何故なら、帝国軍が橋の奥に布ふ陣じんしているからね。さすがはユミカだよ」

　シエルはリルガ橋の東側に、とん、と小物を置いた。

「なあ兄貴、何故ここに帝国軍がいたらオレらは勝てねぇんだ？」

　フレイは腕を組みながら、眉まゆをハの字にして首を傾かしげていた。

「説明する。この位置だと、もし僕らが敵を破っても、帝国軍の背後にラーゼン砦とりでがある。ここに逃にげ込まれたらどうしようもない。城や砦に籠こもる敵軍を倒たおすには、敵以上の兵力が必ひつ須すなんだ。少数で城を囲んだところで、城兵に追おい払われて終わりさ」
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「それなら、ラーゼンを無視して王都ミスティケープを衝ついたらどうです？」

　マギーがそう言うと、シエルは首を振ふった。

「それは一番やっちゃいけない事だ。そうなれば帝国軍は僕らの背後を襲おそう。逃とう亡ぼう戦は追う方が圧あつ倒とう的てきに有利だし、今回は敵の方が圧倒的に数が多い。必ひつ敗ぱいの戦いになるよ」

　シエルがそう説明すると、今度はエナが口を挟はさんだ。

「ならどうするの？　帝国軍は川を背にしないという戦いくさの常識通り橋を守っている。この分じゃそれ以南の橋も、少数ながら守備兵がいるでしょうし」

「うん、エナの言う通りだと思う。仮にリルガ橋を避さけても根本的な解決にはならない。五〇〇〇もの兵とまともにやり合う事になれば、僕らに勝ち目はない」

「じゃあ……？」

「こうするのさ」

　シエルは机をばんと叩き、帝国軍を表す小物をリルガ橋の西に置いた。

「リルガ橋の西に布陣させれば帝国軍は川を背にする事になり、すぐに東のフレリカ領に戻もどれなくなる」

　皆みんながむう、と唸うなった。

「理り屈くつはわかるが……こんな事、どうやってやるんだ？」

　そう訊たずねたのはミオだった。

「この策を実現するには、僕が帝国軍に直接行くしかないだろうね」

『ええっ!?』

　全員が、シエルの顔を見た。

「どういう事？　もっとちゃんと説明してよ！」

　エナの言葉に、シエルは断言した。

「もしかしたら次期皇こう帝ていは、カーチス卿きようじゃないかもしれないって言ってね。その上でフレリカ軍を倒せば、その手柄で次期皇帝候補に名前が挙がるかもしれないと揺ゆさぶりを掛けるんだ」

「フレリカ軍を倒すには、橋を渡った方が都合がいいって吹ふき込むのね？」

　シエルはにこっと笑い、次にどういう作戦で行くのかを話し始めた。

「まずフレイは二〇〇の騎き兵へい隊を率いてここからビエイル川を渡り、東側に移ってもらう。この辺りは流れの勢いはあるけど浅いから、場所さえ間違えなければ馬で渡れる。兵を連れて無事に渡と河かしたら、葦あしに紛まぎれて静かに南下してくれ。

　決して帝国軍に気付かれないようにね。そして帝国軍が陣じん替がえして全軍橋を渡りきったら、その翌日早朝、火の手を合図に橋を渡り、敵本陣に攻せめ込んでくれ」

「おう！　じゃあすぐ準備して、行ってくるな！」

「うん。頼たのんだよ」

　フレイは、ばしんと拳こぶしで反対の手のひらを叩き、腕を回してその場を離はなれた。

「次にマギーとファル。君らには兵を三〇〇ずつ率いてもらう。なるべくリルガ橋に近づかないよう、夜の闇やみに紛れて大回りで行軍し、リルガ橋の南に兵を伏ふせておくように。その際、なるべくリルガ橋からは遠い位置で、葦に隠かくれるようにするんだ。炊すい煙えんなんかは絶対駄だ目めだよ。その辺はマギーは蜂はち蜘く蛛も隊たい隊長なんだから、できるよね？」

「もちろんです！　では早さつ速そく──」

「待った。焦あせらないで。君とファルはフレリカ軍の主しゆ攻こうを担になう軍だ。絶対に負ける訳にはいかないから、もう一つ策を与あたえる」

「もう一つ？」

　マギーは目をぱちくりさせて、ファルリアと顔を見合わせた。

「いいかい、リルガ橋の南に布陣したら、兵を一〇〇ずつに分けるんだ。攻め方としては、まずマギーが第一隊を率いて帝国軍に奇き襲しゆうをかける。その後、二、三隊をマギー隊の左右に。そして続けて四隊を右陣に、五隊を左陣に増兵する。ファルは第六隊を率いて、火矢を使って後方から支し援えんするように」

　かなり複雑な指示だったが、マギーもファルリアもそれをきちんと理解した。

「つまりこれは、分ぶん進しん合ごう撃げきの計ですね？」

　ファルリアが言うと、シエルは笑顔で頷うなずいた。

「その通り。君らの軍が主攻とはいえ六〇〇しかいない。敵はおそらく二、三〇〇〇はあると思うから、まともに突っ込めば、それなりの打だ撃げきは与えられるだろうけど、いずれ押し返される。でもこうやって徐じよ々じよに兵を増やしていけば、敵は僕らがどれだけの兵数なのかを把は握あくできず、恐きよう怖ふを覚えるだろう。この奇襲で敵の将校を倒せれば上出来だよ」

「はいっ！　このマギー、あにきの為ために超ちようがんばるです！」

　マギーが気を吐はく。

「お任せください、軍師！」

　ファルリアも、目に強い意志が宿っていた。

「頼んだよ二人とも。気をつけて」

「では、行ってきます！」

　マギーは元気な笑顔を爆ばく発はつさせて、ファルは静かに頭こうべを垂れて、二人は走り出した。

　その後ろ姿を微笑ほほえましく見ていると、エナに腕うでを肘ひじでつつかれた。

「じゃあ次は、エナとミオに策を」

　そう聞いて、エナとミオはぱあっと顔を輝かがやかせた。

「君ら二人は兵五〇を率いて、帝国軍が陣を移す前にリルガ橋西岸の北側に潜ひそんでいてほしい。帝国軍が西に陣を移したら、その翌日の夜明けと同時に、葦に火をつけるんだ」

「わかったわ」

　頷くエナ。

「私も参加していいのか？」

　まさか、自分にも仕事が割り当てられるとは思わなかった。

　それが嫌いやだった訳ではない。逆に自分だけ隠れていろと言われるのをミオは恐おそれていた。

「今は全員が力を合わせなきゃならない時だからね。ミオも当然、その全員に入ってる」

「ちょっとシエル！　ミオ様に向かって何という口の利きき方を──」

「嬉うれしい！」

「……って、おうっ？」

　エナは呆あつ気けにとられて、目を輝かせるミオの顔を覗のぞいた。

「当然、私だってフレリカ軍の一員だからな。その役目、喜んでやるぞ！」

　エナの意に反して、ミオはやる気まんまんだった。

「まあミオ様がそう仰おつしやるなら構わないけど……シエル、あんたはどうするの？　帝国軍の本陣にいたら、逃げるのも簡単じゃないわよ？」

　さすがにエナは鋭するどい所を突いてくる。

　シエルはそんなエナに、少し困ったような微笑みを向けた。

「僕の事は気にしないでほしい。この策の肝きもは、如い何かにして帝国軍を東から西に陣替えさせるか、それだけだよ」

「バカな事言わないでよ！　それであんたの身に何かあったら……」

　エナはそこまで喋しやべって、はっとした。

　ミオが、シエルが、頰ほおを染めながらエナに注目していた。

「もしかしてエナ、あなたはシエルが……」

「なんですかミオ様！　あた、あたしはただ、親友としてこのバカの心配をしているだけです！」

「ふーん……へえー、そう……」

　ミオは意地悪く目を細めてエナを見る。

「だが、私もエナと同じ意見だ」

「「えっ!?」」

　シエルとエナが声を重ねた。

「シエルは私とずっと一いつ緒しよに居てくれると言った。まさかそれは、死んでからの約束ではあるまいな？」

　ミオの言葉は静かだったが、その分重かった。

「必ず、絶対に、生きて帰ってくるんだ。これは約束だぞ。いいな！」

　ミオは眉を吊つり上げて言った。

「最善は尽つくしますが、僕らがこれから行うのは戦争なんです。絶対は有り得ません」

「それでも約束しろ！」

　ミオの大きな瞳ひとみが潤うるんだ。

「そうでなければ、お前を安心して送り出せん」

　シエルはミオの真しん剣けんな眼まな差ざしを受け止め、軽く頭を下げた。

「勿もつ体たいないお言葉です。約束……致いたします」

「よし、必ず帰ってこい！」

「ははっ！」

　シエルは力強く返事をしたものの、難しい約束だとは思っていた。




　結果としてシエルの策は見事に決まり、五〇〇〇の帝てい国こく軍を僅わずか九〇〇で圧あつ倒とうし、完かん膚ぷ無なきまでに叩たたきのめして勝利した。

　その最大の功労者シエル・スノーハートは、焼け落ちた幕舎の中だったという。ミオは居ても立ってもいられず、その幕舎の残ざん骸がいを一つ一つ、取り除き始めた。

「ミオ様……」

　その場で立ち尽くしていたエナが、そう零こぼした。

「私は諦あきらめないぞ。シエルの亡なき骸がらが出てくるまで、絶対に諦めない」

　その言葉に、フレイとマギーも瓦が礫れきを持ち上げては、捨てていく。

　その時、突とつ然ぜんエナが叫さけんだ。

「そ、そうだ、アーティファクト！　あの森の逃亡戦の時、フレイが手に入れた首くび飾かざり！　確かあれ、まだシエルが持ってたんじゃ……」

　エナの声に、フレイやマギーの顔がぱっと明るくなった。

「そうだ、あれは見える物ならどんな攻こう撃げきも当たらない。炎ほのおにだって耐たえられるだろ！」

「じゃあ、あにきはまだこの瓦礫の下にいるですね！」

　エナ、フレイ、マギー、ファルリアが色めき立つ。だがミオは一人、首を振って動きをぴたりと止め、胸むな元もとからその首飾りをしゃらりと出した。

「あ……」

　フレイが絶句する。

「シエルのバカが、これは私が持つべきだと譲ゆずらず……くそ、こんなことなら、何が何でもシエルに持たせるべきだった！」

　ぼたぼたと、大おお粒つぶの涙なみだが瓦礫に滴したたる。

「兄貴は確かに身体は弱よえぇけど、こんな所で死ぬもんかよ！」

「ボクも、あにきはまだ生きてるって信じたい。最後の最後まで信じたいです！」

　ミオも、フレイも、マギーも、ファルリアも、煤すすにまみれながらシエルを探す。その姿に、エナもザグロニアも胸を打たれた。

「気持ちはわかるが……あの猛もう火かでは、骨も残らなかったかもしれん」

　ザグロニアはそう呟つぶやいて俯うつむく。

　その時だった。エナの目に、左側の瓦礫がもこん、と持ち上がったのが映った。

　まさか、と思う。だがミオらが片づけている瓦礫とは明らかに違ちがう方向であり、そこはまだ誰だれも手を着けていない場所だった。

「みんな！　今、この瓦礫の下が動いたわ！」

　エナはそう叫びながら動いた瓦礫に近づき、一つ一つ手にしては後ろに放った。

「本当かエナ姉、ここか!?」

　フレイが、マギーが、ミオが。

　大急ぎで駆かけつけて来た。

「確かに動いたわ！　は、早くどけてあげないと──」

　その瞬しゆん間かん、エナの手に、泥どろまみれの手が触ふれた。

「ああ、あああ……」

　エナは渾こん身しんの力で腕うでを引っ張る。

「あ、あれは!?」

　それに気付いたフレイが、エナを手伝う。力ちから一いつ杯ぱい、腕を引っ張る。すると中から、泥にまみれた男がずるりと出てきた。

　シエルだった。

　皆みんなが駆け寄り、シエルの上うわ着ぎを脱ぬがせる。

　ミオがシエルの胸に耳を当てると、確かな生命の鼓こ動どうを感じた。

『誰か、大急ぎでここに幕舎を張れ！　シエルは、シエルは生きてる！』

『ははっ！』

　ミオは意識を失ったシエルを、思い切り抱だき締しめた。

「よかった……本当によかった」

　腕に力を込めながら、ミオは顔をくしゃくしゃにして泣いていた。

　幕舎はすぐに建てられ、シエルは大急ぎで担かつぎ込まれた。

　シエルの身体は何故か全身ずぶ濡ぬれで両手の爪つめが剝はがれ、背中に大きな火傷やけどを負っていた。

　このままでは命に関わる。皆、手分けして作業に当たった。

　エナは幕舎に暖だん炉ろを作らせ、火を焚たいて暖め、マギーはベッドを作り、シーツや清潔な布を集めた。ファルリアにはフレリカ軍の指揮を任せ、フレイとザグロニアはバケツでビエイル川から冷たい水を運んでいた。

　そしてミオはシエルの服をゆっくりと脱がし、全身を丁てい寧ねいに布で拭ふく。傷薬を焼けた背中に塗ぬり、ベッドにうつ伏ぶせで寝ねかせた。

　シエルは寝ね息いきを立てたまま、その目を開く気配はなかった。

「皆、今日の所は下がって休め。後は私に任せてもらうぞ」

　ミオがそう言うと、皆は黙だまって幕舎を後にした。

　寝かされているシエルの背中に、ミオは布を冷たい水で濡らしてそっと載のせる。

「お前、本当にがんばったな。こんなに……ボロボロになって……」

　布が熱を一気に吸い取ると、バケツに手を入れて再び冷たい布に替えた。

「目を覚ませシエル。お前の帰りを待っている者が大勢いるんだぞ！」

　布を手にしたミオの手に、滴しずくが跳はねた。

「バカ者が……うう……大バカ者が！」

　ミオは涙を溢あふれさせながら、懸けん命めいにシエルの手当を続けた。




　五時間後。

　幕舎の中から顔を出したミオが、真剣な面おも持もちで声を上げた。

「みんな！　シエルが……シエルが……」

　顔を手で覆おおい、膝ひざをつくミオ。

「シエルが、どうしたんですか！」

　エナらがミオに駆け寄る。ミオは目に涙を一いつ杯ぱい溜ためて、言った。

『シエルが、目を覚ました！』

『えっ!?』

　ミオは皆を幕舎に入れ、ベッドで上体を起こしているシエルに駆け寄った。

「やあみんな。作戦は上手くいったみたいだね」

　にっと笑うシエルに、その場にいた全員が安あん堵どした。

「何がやあ、よ。これだけの人を心配させておいて！」

　エナが怒おこったような口調で言う。だがその瞳からは涙が溢れていた。

「オレは信じてたぜ。兄貴はそんなに簡単にくたばらねぇってな！」

　フレイが拳こぶしをシエルに向けると、シエルは笑顔で自分の拳をぶつけた。

「心配しました。本当に……」

　ファルリアも、安堵した表情でシエルに視線を送った。

「あにぎー、あにぎー！」

　マギーはぼろぼろと頰に涙を伝わせ、顔だけちょこんとベッドの上に載のせていた。シエルはそんなマギーに手を伸のばし、頭を撫なでた。

「さあ聞かせてもらおうかシエル。お前、どうやってあの猛火から身を守ったのだぁ？」

　その巨きよ漢かんに目を向けて、シエルは驚おどろいた。

「ザグロニア将軍……何な故ぜ、あなたがここに？」

「そこの小こ僧ぞうに一いつ騎き討うちで負け、フレリカ軍に誘さそわれた。元々帝国にさほどの恩義もないからな、喜んでその話を受けた」

　ザグロニアがそう言うと、フレイは申し訳なさそうに報告した。

「勝手な事とは思ったんだが、オレと互ご角かくに打ち合ったこのおっさんを仲間にするのは、悪くないと思ったんだ。駄だ目めだったか？」

「あまりいいことじゃないね。僕らはミオ様の臣下なんだから。誰を仲間にするしないを決めるのは、ミオ様だ」

「そう、かあ……」

　フレイがしゅんとすると、ミオがその背中をばんと叩いて叫んだ。

「今回は許す！」

　ミオはフレイとザグロニアに、とびきりの笑顔を向けた。

「ミオ様がそう言うなら、大手て柄がらだ。こんなに心強い味方はない」

　シエルは安心するフレイとザグロニアに目を向けた。

「それよりもザグロニアが言っていた事は私も気になっているんだ。あの幕舎は完全に焼けていた。あの中で人間が生き残るのは不可能だろう」

　ミオはシエルに向かって訊たずねる。

「ああ、うん。確かにあの時、僕は炎に包まれて、もう駄目かと思った。でもね、咄とつ嗟さに思いついたんだ。たった一つだけ苦境を逃のがれる術すべがあるって事をね」

　シエルは左手を広げて、ミオの顔の前に出した。その指には本来フレリカ王に渡わたす予定だった指輪がはめられていた。

「ああっ、それは白しろ蜥蜴とかげになるアーティファクト!?」

　ミオが叫ぶと、皆が驚きの顔になった。

「僕はあの時、大急ぎで近くにあった棒を地面に突つき刺さして水を注ぎ、白蜥蜴になって穴に入った。炎に襲おそわれて熱かったから、穴の奥を掘ほり進んでその中で耐えたんだ」

　シエルは目を閉じて一息吐つく。誰もが黙って、シエルの言葉に耳を傾かたむけていた。

「フレリカ王が処しよ刑けいされてこの指輪が僕の手に収まったままだった事が、結果的に僕の命を救ってくれた。フレリカ王が僕を守ってくれた。僕はそう思いたいな」

「シエル……」

　ミオは我が慢まんできず、シエルの首に抱きついた。

「ういっ、いてててて！」

「わあ、すまん！　つい！」

　悶もん絶ぜつするシエルの周りに、暖かな笑顔の花が咲さいた。










　第五章　フレリカ王国、再さい興こう







　それから三日間、フレリカ軍はシエルの養よう生じようと戦後処理に時間を費やした後、リルガ橋を渡って東へと進軍を開始した。

　ミオは揺ゆれる馬車の中、ソファに寝ねかされたシエルに向かって言った。

「なあシエル、我らはこれから何ど処こへ向かうんだ？」

　シエルは背中を火傷やけどしているので、包帯を巻かれ、うつ伏せ状態で横になっていたが、顔だけミオに向けて答えた。

「まずはこの先にあるラーゼンの砦とりでを取る。ラーゼンは西にも東にも睨にらみを利きかせる為ために、絶対必要な拠きよ点てんだからね」

「そう、か……まだミスティケープには向かわないんだな」

「僕としても早く王都に向かいたいところだけど、今の兵力を分散させるのはまずいからね。焦あせらず、ラーゼンを足あし掛がかりにして、少しずつ領土を広げていこう」

「うむ、わかった」

　ミオは優しく微笑ほほえみ、シエルの隣となりに行こうとして……躓つまずいた！

「う、わわっ！」

「え？」

　どすん、と音を立てて、ミオはシエルの背中にお尻しりを載のせてしまった。

『へいッ……ひゃああああああああああっ！』

　情けない悲鳴が、フレリカ軍に響ひびき渡る。

　やがてフレリカ軍の前に煉れん瓦が造りの頑がん健けんな砦が現れた。

　城や町とは違ちがい、分厚い城じよう壁へきが山のようにも見える。

　ここラーゼンの砦はフレリカ王国にとって、最前線となる拠点である。トーレ帝てい国こくがこの砦を落とした事でフレリカは窮きゆう地ちに陥おちいり、やがて帝国に敗やぶれて滅めつ亡ぼうした。

　フレリカ軍の先頭を行くマギーは、ラーゼンの城門に向かって大声で叫さけんだ。

「ラーゼンの砦を守る者に告ぐです！　我らはリルガ橋にて帝国軍を倒たおし、フレリカ王女ミオ陛へい下かと共にこの国を復興する為にやって来たです。一戦交まじえるならばそれも良し、さもなくば城門を開き、我らを迎むかえ入れるですっ！」

　どことなく気の抜ぬけた感があるが、これはマギーの故郷であるエリューディン訛なまりなので仕方がなかった。

「フレリカ軍の皆みな様さまに申し上げる！　この砦にいた帝国軍は、既すでに南へと逃にげ去さった。今こそ真の主あるじにこの砦を治めて頂きたく存ずる！」

　砦の中からそう声が聞こえ、ゴゴゴ、と鋼鉄の城門が開き始めた。

　ラーゼンの砦は螺ら旋せん状に城壁が高くなっていき、階段なども外にある。帝てい都とヴァスガイア・トーレやミスティケープのような華はなやかさは全く無く、無骨な戦士や熟達した冒ぼう険けん者が好みそうな建造物だ。

　ここにある施し設せつといえば軍馬の為の廏きゆう舎しや、兵士達が暮らす兵舎、傷ついた兵を休ませる医務室、武器防具を修理する鍛か冶じ屋や、そして雑貨屋と酒場を兼かねた宿屋しかない。

　だがそれでも、ラーゼンは重要拠点である。南ラーカス街道を通る旅人や冒険者は必ずここに立ち寄るし、いざ戦いくさとなれば頑健な城壁は兵士達の拠より所どころとなる。

　そんな砦の最上階にある一室に、ミオは臣下達と共に入った。

「まさか、こんな簡単にラーゼンが手に入るとは思わなかったな」

　フレイはそう言いながら、窓から外に目を向ける。

　北の窓には雄ゆう大だいなソルート山脈の影かげが砦を包み、南の先には仄ほのかに町の灯あかりが見える。

　東西には砦を貫つらぬくように南ラーカス街道が延びていた。

「なあ兄貴、ここがフレリカ王国再興の、出発点なんだな？」

　シエルは息を荒あらげ、中央の机に突っ伏ぷすようにして椅い子すに座っていた。

「はあ、はあ……そう、だよ。ユミカの事だから、絶対王都にも何か仕し掛かけてる。ここにいた兵が東のゼルバーグではなく、南に逃げたのがその証しよう拠こだよ」

　シエルは火傷のせいで呼吸を乱しているのではない。

　単に階段を登るのがキツかっただけだ。

「フレイ、この砦に、フレリカの国旗を掲かかげよう」

「おおっ、いいなそれ！」

　シエルの提案に、フレイが笑みを浮うかべて呼応する。

「わあ、賛成ですっ！」

「いいわねそれ。兵の士気も上がるでしょうし」

　マギーとエナも、顔を綻ほころばせた。

「何だかわくわくするのは、どうしてでしょうね」

　ファルリアがそう言うと、ザグロニアが彼の肩かたを叩たたいた。

「ワシも何だか胸が躍おどるのう。この砦はかなり傷いたんではいるが、頑がん丈じようだからな！」

　ザグロニアが、がはは、と笑う。

「何はともあれ、皆みんなの労をねぎらわねばな。酒さか蔵ぐらを開き、全員に酒を振ふる舞まえ！　全部吞のんで構わんぞ！」

　ミオがそう口にすると、シエル以外の全員が目を輝かがやかせた。

『よっしゃあ、宴うたげだあああっ！』

「「おおおおおおおっ！」」

　フレイの雄お叫たけびに、皆が拳こぶしを上げた。




　その宴は、夜遅おそくまで続いた。

　フレイとザグロニアは飲み比べをして、大いに場を沸わかせる。

　マギーは酔よった兵士達にだっこされたり、頭を撫なでられたりして可愛がられ、その度たびに何人かの兵士が強きよう烈れつな蹴けりを食らって医務室に運ばれていった。

　ファルリアには何な故ぜか砦で働く若い女達が集まり、からかわれては顔を赤くしていた。エナの周りにも下心丸出しの男どもが寄っていったが、五人ほど肩を外されると、その後は大人しくなった。

　酒が飲めないシエルは自室のベッドから窓の外を眺ながめ、彼らの様子に顔を綻ほころばせていた。

　とりあえず、二年間の宿願を果たす事はできたが、問題はこれからだ。

　帝国に反旗を翻ひるがえしたミオ王女と自分を、あのトーレ帝国が放っておくはずがない。

　大元げん帥すいジン・ローディ。

　大軍師アルセル・ディオラ。

　帝国の四将と、天竜姫テユリオンユミカ・ローレンツ。

（僕らが力を蓄たくわえるだけの時間を、あの帝国が与あたえてくれるかな？）

　シエルが頭を搔かいて考えを巡めぐらせていると、きい、というドアが軋きしむ音と共に、酒さか瓶びんを手にしたミオが入ってきた。

「ミオ様!?」

「体調はどうだー、シエル」

　ぱたん、とドアを閉める。そしてスカートの裾すそを持ち、シエルのベッドに腰こし掛かけた。

「あ、うん。痛いけど大だい丈じよう夫ぶ」

　ミオは酒瓶を一回呷あおると、シエルに顔を近づけて言った。

「お前、リルガ橋の戦いで自分が最も危険に晒さらされる事を、知ってて言わなかっただろ」

　シエルは二重の意味でどきりとした。

　一つは頰ほおを染めるミオの色っぽさに。

　一つはミオの言葉の通りだった事に。

「仕方なかったんだ。僕自身、火か計けいに巻き込まれる事を想定しなかった訳じゃないし、脱だつ出しゆつ経路も考えてた。でも、動けない状じよう況きようになってしまったから」

「お前、やっぱりわかってないな」

　ミオがシエルの胸むなぐらを摑つかんだ。

「お前はやっぱり私にとって特別なんだよ。あの暗がりから救いの手を差さし伸のべてくれた人だから。お前が焼けてしまったかもしれないと思った時、本当に辛つらかった。牢ろう獄ごくで過ごした二年間よりも、ずっとずっと辛かったんだぞ？」

　ぼろぼろと涙なみだを零こぼすミオ。

「ごめん。でも君は僕を、いや僕だけじゃない。誰だれを切り捨ててでも、前に進まなきゃならないんだ。ラーカスを統一するんでしょ？」

　ミオはこくり、と頷うなずいた。

「勿もち論ろん、僕は全力でミオを助ける。でも、僕が道半ばで倒れてしまっても、君は君の道を進んで欲しい」

「シエル……」

　ミオはしゅんとして、その大きな瞳ひとみにまた涙を浮かべた。

「はは、勘かん違ちがいしないで。僕はそう簡単には倒れないよ。天竜姫テユリオンユミカや天翼狼ジオードアレイアを超こえたいから。あの二人を負かす軍師になりたいからね」

「……ああ、がんばれ！」

　えへへ、と涙ぐんで笑うミオは本当に可愛かった。

「ミオ様──」

　その瞬しゆん間かん、眉まゆを吊つり上げた天使が、シエルの背中に拳を突つき刺さした。

「うおお、おおおおおお……」

　ベッドの上で悶もん絶ぜつした。まだ火傷は治っていないのだ。

「ははっ、二人きりの時は敬語を使うなと言っただろ。忘れたか？」

「わ、わずれでない……」

　ミオといいエナといいマギーといい、シエルはどうして自分の周りには強い女性しか集まってこないのだろうかと、疑問に思った。

「なあシエル、お前はずっと私と一いつ緒しよに居ろよ。これは命令だぞ？」

　ミオの銀色ツインテールが、窓から入ってきた風に靡なびく。紅あかの月、蒼あおの月の明かりに照らされて、まるで妖よう精せいのような美しさだった。

「ぼ、僕はずっとミオのそばにいるよ。そうする為にも、これから攻せめてくるであろう帝国軍への対策を、しっかり練ねっておかないとね」

「やはり、帝国は攻めてくるか？」

「間ま違ちがいなく」

　シエルは断言した。

「その前に、降こう伏ふく勧かん告こくをしてくると思うけど」

　そう言った矢先、外からミオとシエルを探す声が聞こえてきた。

「何事だ！　私とシエルはここだ！」

　ミオが大きな声で呼ぶと、一人の兵士が部屋に入って来て、一礼した。

「はあ、はあ、陛下、と、トーレ帝国の使者と申す者が、西門前に来ております！」

　シエルとミオは、思わず顔を見合わせた。

　嫌いやな予感がした。何せ相手はあのトーレ帝国である。使者を装よそおった暗殺者の可能性も否定できない。

「よし、使者は砦とりでの広場に通すぞ。それとフレイ、マギー、ファル、エナ、ザグロニアにも、大至急集まるよう伝えろ」

「ははっ！」

　ミオがそう命じると、兵士は一礼して去って行った。

「さて、帝国は何を言ってくるかな？」

「おおよそ見当はつくけどね」

「ふふっ、私もだよシエル」

　シエルはミオに手を引かれて部屋を出た。




　広場に来ると、矛ほこを手にしたフレイ、隆りゆう骨こつ杵しよを担かついだザグロニア、爪そう甲こう沓とうを履はいたマギー、そして頰を真っ赤にしたエナとファルリアが待っていた。

「よし、開門しろ。使者を丁てい重ちようにおもてなししてやるぞ」

　その声で重い城門が開かれる。帝てい国こくからの使者が、胸を張ってミオの前に歩いて来た。

　使者はミオに膝ひざをつかず、いきなり懐ふところから二通の書簡を出した。

「使者殿どの、まずは膝をついてフレリカ王女にご挨あい拶さつをするのが礼れい儀ぎではないのでしょうか？」

　ファルリアが強い口調で問う。

　すると使者は動きを止め、ファルリアを睨にらみつけた。

「我らトーレ帝国はフレリカを国として認めておらん。私は皇こう帝てい陛へい下かの勅ちよく使しとして、勝手にフレリカ領を奪うばった賊ぞくどもに、わざわざ書状を持参したのだ。この上、何な故ぜ頭まで下げねばならんのだ？」

　それを聞いたフレイとマギーの目に、怒いかりが走る。

「よい！」

　ミオは右手を挙げ、今にも剣けんを抜ぬきそうな二人を制した。

「書状を」

「はっ！」

　フレイが使者を睨みつけながらその手から書状を分ぶん捕どり、ミオに渡わたした。

「ほう、シエルには天竜姫テユリオンユミカからだぞ」

「え？」

　ミオは口くち許もとを緩ゆるめ、シエルにユミカからの書状を渡す。ミオが持つ物は皇帝からで、今すぐ領土をカーチスに返へん還かんし帝てい都とに戻もどってくるならば命だけは助ける、と記してある。

　シエルの方はもっと単刀直入だった。

『帰れ。さもなくば滅ほろぼす』

　それだけだった。

「皇帝陛下はご立腹である。だが、今までどう誤ご魔ま化かしてきたかは知らぬが、ミオ殿の麗うるわしきご容姿の噂うわさをお耳にされてな。しかと確認して参れとのお達しであった。その御ご容姿であれば、文句なく陛下の後こう宮きゆうに入る事を許されるだろう。選せん択たくの余地はあるまい。さあ、直ただちに私と共に帝都へ──」

「ふっ」

　使者がそこまで言うと、ミオは我が慢まんしきれずに吹ふき出した。

　シエルも、身体を震ふるわせている。

「くく……あーもうだめだ！　あーっはっはっはっは！」

「僕もだ……ふっ、だはははははははは！」

　二人が揃そろって笑い出したので、その場にいた者達は全員、訳が分からず固まった。

「はー、はー、なあシエル、どうしようかなあ？」

「そんなの決まってるじゃないか」

　二人はお腹なかをかかえながら立ち上がり、肩かたを並べた。

「ふー、笑い疲つかれた……ご使者殿。遠路はるばるご苦労。これが答えだ！」

　ミオはそう言ってシエルと頷き合い……二人同時に、書状を破った！

『あ、ああっ!?』

　使者の顔から、血の気が引く。

　なおも、二人は書状を引き裂き続ける。そして「それっ！」という掛かけ声と共に、粉々になった紙を舞まい上げた。

「はー、すっきりした！」

「全く。何でも思い通りになると勘違いしている者からの手紙を破るのは、爽そう快かいだね」

　ミオとシエルは笑いながらハイタッチした。

「お、お、お前ら……自分が何をしたのか、分かっているのか!?」

　困こん惑わくしたのは使者である。まさか目の前でこんな無礼を働かれるとは、思いもよらなかったのだ。

　だが、そんな怒りを露あらわにする使者を、ミオは怒ど鳴なりつけた。

「よいか帝国の使者よ！　ここはもうお前達の国ではない。この砦の中はフレリカ王国なのだ。礼をもってすれば礼で返すが、無礼には無礼で返させてもらう。それが第八代フレリカ国王、ミオのやり方だ！」

　その威い厳げん、その迫はく力りよくを前に帝国の使者は真っ赤な顔をしたまま、ぐむむ、と唸うなった。

「帰って皇帝とユミカに伝えよ。我々はもう誰にも屈くつしない。いずれ最強の敵となってお前達の前に現れる、とな。

　フレイ、マギー、ザグロニア！　使者殿の服をはぎ取り、砦からつまみ出せ！」

「「「おおうっ！」」」

　命令を受けた三人が、腕うでを鳴らして使者に近づく。

「ちょ、やめ、うわああああ！」

「あ、あたしも混ぜてっ！」

　サディスト魂だましいに火がついたか、急きゆう遽きよエナも参加し始めた。

　使者の服は、四人によって無む惨ざんにもビリビリと破かれた。

「お、お、覚えておれよっ！」

　使者は捨て台詞ぜりふを残し、走り去っていった。その情けない姿にミオ達だけでなく、砦の兵士達も大だい爆ばく笑しようだった。

「あーあ、やっちゃったね」

　シエルがそう言うと、ミオはシエルの手を握にぎった。

「これでいい。後あと戻もどりなどしないのだからな」

「うん」

　皆みんながシエルとミオに喝かつ采さいを送る。

　そんな中、ミオは塔とうの先に靡くフレリカの国旗を指さして叫さけんだ。

『さあ皆みなの者、よく聞け！　我われ、ミオ・フレリカは本日をもって第八代フレリカ国王に即そく位いし、フレリカ王国の再興をここに宣言する！』

　エナとフレイが。マギーとファルリアが。

　満面の笑みを、弾はじけさせた。

「ちょ、ちょっと待って、まだ王都も落としてないのに、いきなりフレリカ再興って──」

『王都はここだっ！』

　シエルの言葉に、ミオは右手の親指を立てて自分の胸を差した。

『私在あるところ。それがフレリカの王都であり、王城そのものだ！』

　どくん、とシエルの胸が躍おどった。

「ミオ……」

「国である以上、要職に就つく人間も定めなければならん。まずはフレイを将軍とし、マギー、ザグロニアを千人長とする。お前達はフレリカの矛となり、我が覇は道どうを成し遂とげよ」

『ははっ！　有り難がたき幸せ！』

　フレイらは慌あわてて膝をつき、ミオに頭こうべを垂れた。

「ファルリア。お前はやはり兵を率いるより個人として動いて貰もらいたい。フレリカ王国の旗印として、他国との良き関係を築けるよう、外務官に任ずる」

「はっ、お任せ下さりませ」

　ファルリアは優ゆう雅がに腰こしを折り、任官を受けた。

「エナ、お前はフレリカ王国の町そのものだ。お前の働きで我らは潤うるおい、安心して働ける。これからは正式にフレリカ王国の尚しよう書しよとして、その腕を存分に振ふるえ！」

「お任せを。必ずやフレリカを、大きくしてみせます」

　エナも眼鏡めがねを直し、背筋を正して腰を折った。

　そしてミオは、シエルと目を合わせた。辺りは物音一つ聞こえず、耳が痛くなるほどの静せい寂じやくが砦に降り注いだ。

「シエル」

「はっ」

　ミオは膝をつくシエルの肩に手を載のせた。

「全てはお前から始まった。私を暗くら闇やみより解き放ち、この砦に至るまで……お前無しでは今は無かった。その功績、まことに大きい。よってシエル・スノーハートにフレリカ軍総司令官兼けん軍師の地位を与あたえ、更さらに王女教育係に任ずる。

　お前はフレリカの城じよう壁へきとなり、堀ほりとなり、私と国民達を守る存在となれ！」

　シエルの肩に、熱いものが流れ込む。心が震えるような瞬しゆん間かんだった。

「有り難き幸せ。このシエル・スノーハート、必ずやミオ陛下のご期待に添そいまする」

　ミオの為ために、フレリカの名の下もとに働ける事が、とても嬉うれしかった。

「シエル、今度こそ幼き日の約束を守れよ！」

「……覚えてたんだ、あの約束」
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「ふ、当然だろ」

　遠き日の約束。

　ミオを、守れる男になる事。シエルはただ顔を赤くして、頭を下げた。

　そしてミオは成り行きを見守っていた兵士達に向かい、威い厳げん溢あふれる声で叫んだ。

『今の我が軍は反帝国軍や元帝国軍などが入り乱れているが、お前達こそ新生フレリカ王国を支える大地である。

　フレリカはもう誰だれにも屈しない。誰の暴挙も許しはしない。覚かく悟ごはいいかフレリカの勇者たちよ。我らはこれから、トーレ帝国を倒たおすぞ！』

『おおお────っ！』

『さあ、今日はめでたき建国記念の日だ。フレリカの国旗を掲かかげ、酒さか樽だるを開けよ。歌を唄うたい、肩を組んで踊おどれ。夜通し騒さわぐぞおっ！」

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！』

　フレリカ兵達はミオに対して、拍はく手しゆ喝采を送った。

　まるで温かい雨に打たれているような心地ここちよさだった。

　シエルはミオの手の温かさを嚙かみしめつつ、強大なトーレ帝国を討うち、天下統一を果たすという決意を固めていた。










　第六章　帝国の征せい西せい将しよう軍ぐん







「ったく、冗じよう談だんじゃないのぉ」

　旧エリューディン王都ディアナ。

　雪深きこの地を治めている帝国の四将が一人、征西将軍レンギルは玉座に腰こし掛かけ、帝てい都とからの命令書を片手に嘆たん息そくしていた。

「ワインをお持ちしましたが……如何いかがなさいました、レンギル様？」

　ワイングラスを載のせたトレイを持ち、タキシードに身を包んだ紳しん士しがレンギルに声をかける。

「帝都から三つの命が下された。一つはここに亡命してきたバカ貴族を平へい北ほく将軍ベルガーの許もとに送れじゃとよ」

「それは残念です。もう少しご滞たい在ざいして頂きたかった」

　エリューディンに逃にげてきたカーチス卿きようは、賓ひん客かく扱あつかいの待たい遇ぐうで迎むかえ入れられた。何せ次期皇こう帝ていなのだから、今の内に売れるだけ恩を売っておいた方が得策だと考えた。

「まあよいわ。あの品がない強ごう欲よく貴族には宝石を幾いくつか持たせ、早々に北に送れ。相手はお前がせい、フィガロ」

「畏かしこまりました」

　かつ、かつ、と小気味良い音を立て、フィガロは王の間を去って行った。

「あやつ……ワインまで持って行きおった……」

　はー、と嘆息する。

　フィガロは品行方正、忠実で良い家臣だが、融ゆう通ずうが利きかないところがあった。

「アゼム、誰だれかアゼムを呼べい！」

「ははっ、アゼムはここにおりやす」

　柱の陰かげから、ぬっと人ひと影かげが現れる。

　肩かたの筋肉が盛り上がっており、かなりの巨きよ体たいである。

　そして真っ白な獣けものの皮を羽織っていた。

「居たならさっさと出てこい。お前にも仕事を与える」

「……面めん倒どうでやすなあ」

　フィガロとは真反対の、野や蛮ばんで粗そ暴ぼうさを滲にじみ出させるアゼムが、ばはー、と溜ため息いきを吐ついた。

「帝都からの命令じゃ。お前はこれからルナリムに向かい、アレの準備をせい」

「あ、アレでやすか!?……ってことは、お頭かしらァ！」

『お頭と呼ぶでないわ！』

　アゼムは盗とう賊ぞくあがりの上に、かなり頭が悪い。そのせいで何かと苦労する事は多いが、いざ戦いくさとなるとこれほど頼たよれる将はいなかった。

「お前の大好きな戦じゃ。お前らは第二陣じんになるでの、しっかりと準備をしてこい！」

「へい、喜んで行ってきやす！」

「ああそうせい」

　どすどすと、足音を響ひびかせて走るアゼム。

　その背中を見て、再びレンギルは嘆息した。

「どうも、儂わしは部下に恵めぐまれておらんなあ」

　白髪しらが髭ひげをさすり、レンギルは立ち上がって窓の外を見下ろす。

　ガーネ鉱山からコーン、コーンという音が鳴なり響く。雪に溶とけ込むようにして餌えさである木の皮を食べていたガーネカモシカの一群が食はむを止やめ、山頂に向かって歩いていった。

「儂は静かにここで宝石やアーティファクトを採さい掘くつしていたいんじゃがなあ」

　エリューディンの国土は、その殆ほとんどがガーネ山にある。

　作物は育たず、山の中腹から上は雪と氷の世界だ。

　だが、ここガーネ鉱山に眠ねむっている鉱石の埋まい蔵ぞう量はラーカスで一番と言われ、雪山の獣は狩かれば肉と貴重な毛皮を残してくれる。

　おかげでランカスタの町は、いつも商人で賑にぎわっていた。

「仕方ない、これも仕事じゃ。あまりカネにならんがの！」

　レンギルはマントを翻ひるがえし、王の間を出た。




　帝都からの、第三の命令。

　征西将軍レンギル自ら兵を率いて、フレリカと戦う為に。










　あとがき







　三さん国ごく志し、史し記き、日本の戦国時代……お好きですか？

　こんにちは、上かず総さ朋とも大ひろです。




　本書は合戦に重きを置いた、タクティクス・ファンタジーです。

　勝手に命名させて頂きます（笑）。

　企画そのものは前シリーズ「カナクのキセキ」を終わらせる少し前に考えておりましたが、より面白くする為ために磨き上げ、ようやく完成に至りました。

　こうして無事、皆様にお届けできて、まずはほっとしております。




　この物語の執筆に先だって、僕はひとつのテーマを掲げました。

　それはカナクのような「純愛」という重量感のあるものではなく「ラノベらしく、気軽に読めるファンタジー戦記」にしよう、という事です。

　戦国時代特有の血ち腥なまぐさい描写を極力避け、多くなりがちなページ数や複雑な設定を削り、お暇な時に楽しんで頂ける作品にしていきたいと思います。




　さて、冒頭でもお伺いしたように、僕は戦国時代が大好きです。

　小学生の頃に三国志にハマり、ゲームや漫画、小説にどっぷり浸つかってきました。

　もし自分が戦記物をやるのなら、これらの時代から絞り出される生命の雫しずくをファンタジーの土壌に垂らしてみたい。

　しかも主人公は戦場で腕を振るう将軍や、大志を胸に秘ひめ、天下統一を目指す君主ではなく、戦況を操り、自軍を勝利に導く軍師がいいなあ、と常々思っておりました。

　その夢が、この本で叶かなった事が一番嬉うれしいです。

　しかし、シエルはまだまだ孫そん武ぶや張ちよう良りよう、孔こう明めいや黒くろ田だ官かん兵べ衛えのような一流の軍師ではありません。もう一、二ランク下の軍師です。

　これから彼が歴史に残る大軍師になれるのか。

　それとも落らく鳳ほう坡はの人や、白はく眉びの人みたいに消え去るのか。

　今後どうなっていくのかは、まだ僕自身にもわかりません（笑）。







　執筆に当たり、今回も沢山の方々からご助言を頂きました。

　まずは本書を世に出す機会を下さり、あらゆる面でご協力して下さった前担当様、現担当様、編集長様に、空よりも大きな感謝を。

　本書の為に見事なイラストを描いて下さった庄しよう名な泉みつ石いし先生に、深甚の謝意を。

　そして心暖まるお手紙を下さる方々と、この本を手にして下さっているあなたに、最大の謝辞を送らせて頂きます。

　本当に、ありがとうございます。




　それでは、またお会いしましょう！





二〇一三年二月一〇日　上総朋大














天翔虎カルーデイアの軍ぐん師し















上かず総さ朋とも大ひろ
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